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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　黒い森にあるハインドラ一族の支配領域内に湖があった。

　周囲一リーガ（約四・八㎞）ほどの小さな湖だが、密みつ生せいする巨木のせいで昼でも鬱うつ蒼そうとしている森の中では、湖とその周囲は珍しく明るく開けた場所だった。

　湖の深さは最深部でも五～六ヤルド（一ヤルド＝約二・七メートル）で、湖水の透明度は高く、悠然と泳ぐ魚群が湖上からでも覗のぞけた。

　その魚の群れが、不意に割れた。

　大きな影が水中を凄すさまじい速度で近づいてくる。

　逃げていく魚たちよりも速はやい速度で、その影は通り過ぎていった。

　水が渦巻き、泳いでいた魚たちが水流に翻ほん弄ろうされる。

　湖底近くを突進していった影は途中で急上昇し、湖面に向かって垂直に上がっていく。

　航こう跡せきのように気泡が伸び、湖上から降り注ぐ陽光を受け、きらきらと輝かがやいた。

　影は湖面まで上昇した勢いのまま、海豚いるかか何かのように水上で大きく跳躍する

　空中でくるりと一回転すると影は頭から湖面に飛び込み、また湖水に消えたが、すぐに頭だけを湖面から覗かせた。

「ぷはぁっ、気持ちいい──っ」

　湖面に顔を出したのは、ハインドラ一族の魔女ハンネゥイだった。

　ハンネゥイは泳ぎに特化した魔女だった。

　ノノエルのように魔法で水を操るのではなく、魔法で身体からだを強化して自身の力で泳ぐという、どちらかというとアイスのようなタイプである。

　魔法で泳ぐ機能を強化したハンネゥイは、泳ぐ速さならノノエル以上だ。

　肺が強化されるだけでなく皮膚呼吸も可能になるから、息いき継つぎなしでも四し半はん時ときくらいは楽に泳ぎ続けることができた。

　時間的にはノノエルも同じくらい水中で泳げるが、彼女の場合、魔法で水中の酸素を集める必要があって、その間は活動に制約が出るのだが、ハンネゥイはそんな制約とは無縁だった。

　彼女は四し半はん時ときずっと、高速で泳ぎ続けることができるのだ。

　そんなハンネゥイが未いまだに黒い森に留とどまっているのは何な故ぜかというと。

　仰あお向むけになって、ぷかりと湖面に浮いたハンネゥイは、眼前に掌てのひらを広げ、澄んだ青空と眩まばゆい太陽を仰あおぎ見た。

「今ごろみんな頑張ってるのかねぇ。わたしもハリ姉ねえたちと一緒に戦いたいけど……ま、仕方がないか。わたし、陸おかの上だと役立たずだし」

　そう、いみじくも本人が言ったように、陸上での戦闘となるとハンネゥイが活躍するような場面は出てこないから、という理由からだった。

　本来ならすべての魔女を黒い森から下ろして総力戦を行うつもりだったハリガンだが、森で採とれる貴重な産物が魔女国の重要な収入源になることがわかったとき、考えを改めていた。

　未いまだに向こう背はいが定かでない一族がいる以上、黒い森の支配地域を留守にすることはできないと思ったのだ。

　だからハリガンは、ハンネゥイを始めとした何人かの魔女を黒い森に残している。

　この湖は隣の一族との境界になっているから、相手の動向を見張るため、ハンネゥイは頻ひん繁ぱんにここに来る……というのは建前で、本音は、ただ泳ぎたいだけだ。

　自分の能力を思う存分発揮させてみたいだけだ。

　晴れた日も雨の日も風の日も、ハンネゥイはこの湖にやって来て泳いでいた。

　泳いでいると、つまらないことを忘れられた。

　魔女が置かれた厳しい立場も。

　魔女の暗い未来も。

　自分が役立たずなことも。

　泳いでいるあいだだけは頭から消えた。

「もう飽きたな～、この湖にも」

　周囲一リーガ、水深五～六ヤルドの湖は、ハンネゥイには狭すぎた。

　もっと広いところで泳ぎたい。

　もっと大きな場所で遊びたい。

　以前から漠然とそんなことを思っていたハンネゥイだが、ハリガン以下、仲間の魔女たちが人間界へ下りていったあとは、欲求が強まるばかりだった。

「まぁ言われたことをやるしかないよね、今は。でも、他の一族もおとなしいし、あまりやることもないんだよねぇ」

　仰あお向むけのまま浮かんでいるハンネゥイは、両手を頭の後ろで組んで軽く足だけを動かし、岸に近づいていった。

　そんな適当な体勢なのに、人が全力で漕こぐ小型船よりも速度が出ていた。

　ハリガン率いるハインドラ一族とヴィータ率いるスレイマーヤ一族が森を下り、人間界に討って出て勝利を重ねているという話は、すでに他の一族にも知れ渡っている。

　だからこそ、エンスーヤやナムジャ、アストゥロのように、自分たちも森を出てハリガンやヴィータたちに合流しようと考える長おさも出てきたわけだ。

　他の一族も、合流しようとまでは思わなくても、手薄になっているハリガンの支配地域を侵おかそうとも思わないらしく、今のところ森は平穏無事だった。

　岸辺の手前で立ち上がったハンネゥイは、水際の小石を踏みながら、ゆっくりとした足取りで岸に上がった。

　彼女は肩のところから股間までを覆おおう衣装を身に着けている。

　肌を覆おおう衣装の面積という点では他の魔女より広いのだが、薄さという点では他の魔女と少しも変わらない。

　そんな衣装が水に濡ぬれれば、いろいろいい感じに透けることになるが、他に誰もいないからハンネゥイが気にすることはない。

「……いや？」

　ハンネゥイは目を細め、砂利に覆われた狭い浜辺を見回した。

「いるの、エスピエーネ？」

　すると、誰もいないはずの場所から声が返ってきた。

「あれ、ばれた？」

　唐突に数ヤルド先に一人の魔女が姿を現した。

「相変わらず敏感だね。感度がいいね。とても感じやすいね」

　完全に姿を現したその魔女は全裸だった。

「そんな恰かつ好こうのエーネに、敏感とか感度がいいとか言われたくないな」

「そうかい？　でも事実だろ。ハリ姉ねえ以外で僕の存在をこうも容易たやすく見つけられるのは、君とセレナとリンネ、リンナくらいだ」

　ハンネゥイが、たしかにね、と肩をすくめる。

「セレナの天てん眼げんを誤ご魔ま化かすのは至難の業わざだ」

「そう、魔法によるセレナの視点移動は僕の魔法の対象にならないからね」

「そしてリンネ、リンナは、微かすかな足音から君を見つけ出すというわけだ」

「どんな忍び足で歩いても、あの二人の耳を誤魔化すことはできない。でもさ」

　エスピエーネは素すっ裸ぱだかのまま腰に手を当て、仁王立ちでハンネゥイの顔を覗のぞき込こむ。

「素すで僕の気配を見つけ出す奴やつなんて、君くらいだ」

「エーネとは長い付き合いだからね。それはそうと」

「うん？　どうかしたかい？」

「服を着たほうがいいんじゃないの？　魔法を使うときも魔法を解くときも素っ裸にならなきゃいけないというのが君の魔法の欠点だね」

　そんなハンネゥイの指摘にもエスピエーネは照れる素振りすら見せず、

「こればっかりは仕方がない」

　と応えて、むしろ胸を張る。

「裸は全然いいんだけど。断然いいんだけど。裸足はだしのほうは少し気になるね。尖とがった石とか踏むと、ちくちくする。まぁ、そのちくちくもいいのだけど」

「断然いいの!?」

　エスピエーネはもう一度、裸を見せつけるように腰に手を当て胸を反そらせた。

「ああ、断然だ」

「……変な奴やつ」

「いやいや、君だって大概だと思うけど。そんな透け透けですかすかで好き好きな恰かつ好こうで僕の前に立つなんて、僕を誘っているとしか思えない。そそっているとしか思えない」

「エーネを誘うことは絶対ないから安心して。そして好きで透け透けになってるわけでもないから感心して……う～ん、いまいちだな」

「安心に感心か。なるほど、今一つ切れ味に欠けるね」

「上から目線で偉そうに」

　とハンネゥイは苦笑する。

「それはそうと。わざわざエーネがここまで来たってことは、何かあったの？　まさか他の一族の魔女が縄張りに入ってきた!?」

「ああ、いや、そういうことでは全然ないから安心していいよ。安全にしていいよ。安あん閑かんとしていいよ」

「なるほど、たしかに切れ味が……あるのかなぁ？」

　とエスピエーネは首を傾かしげる。

「ハリ姉ねえから連絡が来てね」

「え？」

「僕と君はハリ姉に呼ばれたんだよ」

「それって、つまり……」

「そう。森を下りて、人間界での戦いに参加しろってことだと思うよ」

　とたんにハンネゥイの顔が輝かがやいた。

「やった！　もっと広い湖で泳げる！　いやいや海で泳げるかも？　海って広いんだろうなぁ。どのくらい広いのかな。この湖の一万倍くらいかな」

「はしゃぐねえ」

「当然だろ。もっと広い場所で泳げるんだぞ。向こう岸にぶつかるのを恐れないで全速で泳げるんだぞ」

「海で泳いだら、君は向こう岸に着けるのかどうかを心配する羽目になると思うよ」

「そうか。そんなに広いのか。ってことは……十万倍くらい？」

「期待に目を輝かせている君にこんなことを言うのは気が引けるけど、この湖の何倍かと考える時点でいろいろ間違ってると思うよ。勘違いしてると思うよ。段違いに考え違いしてると思うよ」

「……今のはちょっと上う手まかったな」

「ふふ、そうだろう」

「全裸で恰好つけるなよ。滑こつ稽けいなだけだよ」

「滑稽な恰好でも大いにけっこうだ。滑稽な恰好でも雨天決行だ。滑稽な光景なら君が後継だ」

「あんまり上う手まくない。最後のが意味不明だし」

「厳しいね。手厳しいね。焚たき火びしたいね」

「もういいから」

「いや、焚き火したくなったのは本当だ。いくら初夏だといっても、標高が高いこの湖は裸はだかでいるには涼しいを通り越して少し寒いくらいだよ。君はそんな濡ぬれ濡ぬれな恰かつ好こうでよく平気だね」

「濡れ濡れとか言うな！」

　とツッコんでから、ハンネゥイは改めてエスピエーネの全裸姿に目をやる。

「たしかに涼しそうな恰好だ。文句を言ってる暇があったら服を着たらどうなの」

「そうは言っても、僕の場合、魔法をきかせているあいだは服を持って歩けないからね。だいいち、いつも着ている服が防寒の役に立つと思うかい？」

「……思わないね」

「そうだろう？　レラの呪じゆ札さつでも貼ればべつだけどね。防寒の役には立たないから、もう傍観するしかない。たとえ暴漢に♪襲われても傍観♪」

「だから。その韻いん踏み言葉遊びはもういいから。それより、ハリ姉ねえのところへ行く支度をしようよ。みんな、今はレンスールの街にいるんだろう？」

「そうしよう。その前に森に置いてきた服を着てもいいかい？」

「さっきからそうしろと言ってるんだけど」

「じゃ、ちょっと着てくるから待ってて」

　くるりと回れ右したエスピエーネは、気取った歩き方で岸辺から少し離れた森のほうへと向かった。

　引き締まったお尻を左右に振りながら歩くエスピエーネの後ろ姿を見やりながら、ハンネゥイは小さく肩をすくめた。

（いくら気取って歩いても、全裸だから滑こつ稽けいこの上ないね。ま、本人が気にしてないならいいんだけど）

　ハンネゥイは目を転じ、いつも泳いでいた湖を見渡した。

　湖を吹き渡ってくる爽やかな夏の風がハンネゥイの髪を揺らす。

（海か。本当にどれだけ広いんだろう。楽しみだな。楽しみなのは海だけじゃない。噂うわさに聞くナーガっていう人に、いや人じゃなくて龍りゆう王おうの御み遣つかいか、彼に会うのも楽しみだし、それ以上に、みんなと一緒に戦えるのが楽しみだ）

　ようやく自分も、魔女の未来を懸かけた戦いに参加できる。

　ハインドラ一族は先日の戦いくさでサッハとナッシサスを失っていた。

　当然、二人とは顔かお馴な染じみだったから、報しらせを受けたときは驚いたし、悲しんだものだ。

　スレイマーヤ一族では、同じようにリィリィが討ち死にしていた。

　戦いくさに出れば三人と同じ目に遭あわないとも限らない。

　それはハンネゥイにもわかっている。

　それでも。

　仲間を失う辛さより、ただ遠くから仲間の戦いを見ている辛さのほうが彼女にはずっと耐え難がたかった。

（みんなと戦うことができる。そして広い広い海で泳ぐことができる）

　そう思うと心が沸き立つハンネゥイだった。
















　１






　エスピエーネとハンネゥイが黒い森を出る少し前のこと──。




　ナーガは魔女国の都に新たに建てられた自分の居きよ館かん──といっても、他の建物と同様、ただの掘ほっ建たて小屋だが──にいた。

　居館の評ひよう定じようの間ま──梁はりが剥むき出だしの天井に板壁、板敷じきの床という粗末な作りだが──の上座で床しよう几ぎに座ったナーガの周りにいるのは。

　レンスールの街から送り込まれた駐在官のブリューメルという女性。

　わざわざレンスールから出で張ばってきた五会頭筆ひつ頭とうのカッシゥス・ガレンディーノ。

　五会頭の紅一点であるロザリア・ロエンタル。

　そして五会頭一の巨きよ漢かん、ヴィットーリオ・ライネージ。

　五会頭の三人が訪れている──しかも、そのうちの一人は筆頭だ──というのが何やら異常事態を予感させる。

　ちなみに、レンスールの街から魔女国の都まで三人を案内してきたのは、レンスールに開設した商館に詰めていたアイスだった。

　カサンドラ王国からは、駐在官のエルエッラという女性。

　レンスールの駐在官もカサンドラ王国の駐在官も女性なのは、魔女国には基本的に女子しかいないから、先方が配はい慮りよした結果である。

　もっとも、駐在官となるとナーガと話をする機会が増える。

　若くて綺き麗れいな女性の駐在官は、一部の魔女──とくに、レラとかレラとかレラとか──からはあまり歓迎されていなかった。

　エルエッラとはべつに、国王補佐であるリガヤも魔女国の国都を訪れていた。

　自国と魔女との繋つなぎ役であるライバッハを失ったリガヤは、彼の後継者としてラルフレッドを連れてきている。

　まだ若いラルフレッドを新たに繋ぎ役として指名したのは、ナーガの要請があったという側面が大きかった。

　そして魔女側からは、ハインドラ一族の族長、ハリガン・ハリウェイ・ハインドラ。

　彼女の補佐役としてアイス・アイシュリア・ハインドラ。

　スレイマーヤ一族の族長、ヴィータ・スールシャール・スレイマーヤ。

　彼女の補佐役としてエリュシオーネ・エルガシオン・スレイマーヤ。

　ルフォー一族の族長、エンスーヤ・エンデ・ルフォー。

　彼女の補佐役としてジェンガ・ジェシー・ルフォー。

　ナナトゥール一族の族長、ナムジャ・ナムリエ・ナナトゥールの代理としてハリエンデス・ハルリィ・ナナトゥール。

　ヴィエンナ一族の族長、アストゥロ・フレフシュ・ヴィエンナの代理としてゼゼヤ・サイザヤ・ヴィエンナ。

　総勢十六名もの魔女と人間が、さして広くもないナーガの居きよ館かんの評ひよう定じようの間まに床しよう几ぎを並べてひしめいていた。

　じつはこの集まり、ナーガが召集したわけではない。

　それぞれの駐在官を通じてカッシゥスとリガヤから、

「至急、相談したいことがある」

　という申し出があったので、

「ならば一緒に片づけてしまおう。そのほうが手っ取り早いだろ」

　と答え、レンスールの街とカサンドラ王国双方の都合をアイスやラルフレッドを通じて調整し、今日の会談にこぎ着けたのだった。

　ナムジャとアストゥロの二人の族長がいないのは、黒い森に戻った二人が、ハリガンやヴィータに合流するための準備に忙ぼう殺さつされていたからである。

　カッシゥスやリガヤの「相談」は、新たに勃ぼつ発ぱつした新教会と旧教会の戦争に関してだろうとナーガは当たりをつけていた。

　その戦いくさについては、レンスールの街にいたアイスやレラ、リンネ、リンナたちがすでに情報を仕入れていて、ナーガも知っていた。

　新たに勃発したその戦にレンスールやカサンドラ王国がどういう態度で臨のぞむのか、ナーガとしても大いに関心がある。

　旧教会×新教会という大陸を二分する大おお戦いくさにどう対応するか次第で魔女たちの行く末も大きく左右される。

　そんな予感をナーガは覚えていた。

　だからこそ彼はこの場に、自分たちに関わりのある有力者を集め、評定を執とり行おうとしたのだ。

　カッシゥスたちもリガヤも、評定の間に護衛の兵を入れていない。

　そのことを見る限り、彼らのあいだでは、魔女は悪あく辣らつ非ひ道どうで何をするかわからない剣けん呑のんな存在だという評判は偽りで、それどころか信頼に足たる者たちだという評価が固まったようだった。
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「まずはレンスールのカッシゥス殿から話を聞こうか」

　とナーガが口火を切った。

「新旧の教会勢の戦いくさに関しての話だろうとは思うが」

　円陣を組んで座る者の目が一斉にカッシゥスに向くと、ナーガのほぼ正面に座っている彼は、そうでありますな、と頷うなずいた。

「この戦は大陸の諸都市に、どちらに付くのかという踏み絵を迫せまることになりましょう」

「レンスールの街はどちらに付くんだ？　もし旧教会に付くと言うなら、俺たちは商館を畳たたまないとならないんだが」

　ナーガは鋭い視線をカッシゥスに向けながらそう言った。

　すると、カッシゥスは意外に強い口調で、

「わたくしどもはどちらにも付きません」

　と言い切った。

「ほう？　そんなことが可能なのか？」

「可能でございますよ。有力諸侯とは違って、我々には旧教会の影響力、それほどはございません」

「そうなのか？」

「ええ、さようでございます。もちろん街の住民には神を信心する者も大勢おります。旧教会に通う者も旧教会に多額の寄付をする者もおります。ですが、街として旧教会に従っているわけではございませんのでな」

「ならば、おまえたちはどうするつもりなんだ？　もう対応は決まっているような口ぶりだが」

「我々の対応は、どっちつかず……でございますよ」

　カッシゥスは真面目まじめな顔でそう言った。

「レンスールは商人の街でございますからな。旧教会も兵を出せとまでは言いますまい」

「軍資金を出せ、くらいは言うんじゃないのか？」

　と重ねて訊きくナーガは疑い深そうな顔だ。

「言うでしょうな。その場合は出しますよ」

「新教会から睨にらまれないのか？　それとも新教会が勝つことはないと踏んでいるのか？」

「この戦、どちらが勝つのかは我々にはわかりません。いえ、誰にもわからないでしょう。だからこそ、どっちつかずなのでございますよ。どちらが勝ってもいいように」

「だが、旧教会に軍資金を出せば、新教会が勝ったとき、責任を追及されないか？」

　ナーガはそう言って迫ったのだが、カッシゥスは涼しい顔で答えてきた。

「もちろん新教会の側にも寄付は行いますとも」

「そういうことか」

　とナーガは苦笑した。

　本ほん能のう寺じの変のあとの筒つつ井い順じゆん慶けいの行動──筒井順慶は羽は柴しば秀ひで吉よしと明あけ智ち光みつ秀ひでのどちらが勝ってもいいように洞ほらヶが峠とうげで様子見をしていた──をナーガが知っていたら、カッシゥスたちの行為を、

「洞ヶ峠だな」

　と評したかもしれないが、ナーガが織お田だ信のぶ長ながとしてそれを知る機会はない。

「しかし、どちらにも資金を提供していたとなれば、それはそれで問題があるだろう？」

「レンスールは商人の街でございます。つまり弱い立場なのでございますよ。金を出せと迫せまられれば断れません」

「あくまでそれで押し通すってことか」

「押し通すと言うより、それが事実なのでございますから。それに」

　カッシゥスは自信たっぷりで言葉を継ついだ。

「旧教会にせよ新教会にせよ、我われらの街を攻め滅ほろぼしたりすれば、大事な金づるを失うことになりますからな。戦後の復ふつ興こうのことを考えれば、それはできないでしょうよ」

　ナーガは呆あきれた顔で言った。

「やれやれ。商人の言うこと、やることを頭から信じたら駄目だっていう実例だ」

「何を仰おつしやいますか。これは弱い立場の我々が生き残るための知恵でございますよ」

「ものは言い様だな。だが、そうすると」

　ナーガは苦笑を納おさめると、カッシゥスの顔を覗のぞき込こむように訊きく。

「おまえたちが相談したいことというのは、なんなのだ？」

「はい、それでございますが」

　カッシゥスは顔を振って、左右に座るヴィットーリオ、ロザリアの二人を見やった。

　二人は頷うなずいてから立ち上がり、少し後ろに下がった。

　駐在官ブリューメルも同時に立ち上がり、床に置いてあった巻いた大きな羊皮紙を手に取ってヴィットーリオとロザリアに手渡した。

　二人は羊皮紙──縦横それぞれが三分の一ヤルドほどもある──を広げ、それを全員に見えるように体からだの前面に掲かかげてみせた。

　全員の視線が大きな羊皮紙に注がれる。

　それはレンスールの街を中心に描いた地図だった。

　街の下方左側に「魔女国」という表記があったから、カッシゥス側も魔女たちに気を遣つかったことが知れる。

　ロザリアの横に立ったブリューメルが、

「これをご覧くださいませ」

　と言って、その地図を指し示す。

「我わがレンスールの街の周辺図でございます」

「それは見ればわかるが」

　そうハリガンが声を上げると、

「その地図に何か問題が隠れておるのか？」

　とヴィータが続いた。

　すかさずブリューメルが答える。

「問題と言いますか、ご相談したい内容の説明にこの地図が必要なのでございます」

　ハリガンとヴィータが怪け訝げんそうな顔で地図を見つめるその横からナーガが声を上げた。

「おい、まさか旧教会と新教会の戦いくさのどさくさに紛まぎれてどこかの都市を攻めようと言うんじゃないだろうな」

　ブリューメルは澄ました顔で、

「おおよそ、その方向で間違いございません」

　と答えた。

「なんだと!?」

　ハリガンが驚き。

「やるのう」

　ヴィータはにやりと笑った。

　二人だけではない。

　エンスーヤやハリエンデス、ゼゼヤなども呆あきれたり驚いたりしている。

「どこが弱い立場なんだよ」

　少し揶や揄ゆするようにナーガがそうツッコむと、真面目まじめな顔でカッシゥスが応えた。

「いえいえ、我々は弱い立場でございますよ。今回の話も、我われらが弱い立場であるからこそ出てくるのでございます」

　ナーガが目を細めた。

「どういうことだ？」

「以前、あなた方は我が港を襲ってきた海賊どもを撃退し、あまつさえ海賊船を三隻も沈めてくださいました」

「そうだったな」

　とナーガは頷うなずいた。

　当事者であるハリガンなど、

「まぁ吾らの手にかかれば、あの程度は造ぞう作さもないことよ」

　と大きく胸を張っている。

「そこ。そこなのでございます」

　カッシゥスが床しよう几ぎの上で身を乗り出した。

「は？　何が、そこなのだ？」

　ハリガンが不思議そうな顔になってカッシゥスを見返した。

「あの海賊ども、未いまだに活動しているのでございます。先般、我々に撃退された恨みもあるのでしょう、レンスールの街に出入りする船を執しつ拗ように狙ってくるのでございます」

　なるほど、とナーガが膝を打った。

「俺たちに海賊退治をしろということか。だが、俺たちは船を持っていないぞ。魔女たちは船に乗ったことなんかないだろうし、水か主こもいない」

　そう言ってナーガは傍かたわらのハリガンやヴィータを見やった。

「もちろん船など持っていない」

「そもそも船で海に出たことさえないのう」

　二人は胸を張って──同じように胸を張っても、胸の頂点の高さが大違いなのが面白い──そう応えた。

　するとカッシゥスが、

「ああ、いえ、船や水主はこちらで用意いたしますので」

　と言った。

「ん？　すると……どういうことだ？」

「じつはあの海賊ども、ある街に支援されているのでございます」

「なるほど！　そういうことか」

　ナーガは大きく頷うなずいたが、ハリガンやヴィータは、まだカッシゥスの真意がわからずに首を傾かしげている。

「ナーガよ、どういうことじゃ？」

「つまりだ、ヴィータ。レンスールの街は俺たちに、海賊を支援している街を攻めてくれと言ってるんだよ。おそらくその街はレンスールの商売仇がたきなんだろう」

「仰おおせのとおりにございます」

　ナーガの読みの正確さに、カッシゥスは満足そうに頷いた。

「我々も必死に調べましてな。それでようやく海賊どもとその街の繋つながりが把握できたのです」

「その街ってのは？」

　とナーガが訊きくと、カッシゥスはブリューメルに目め配くばせした。

　頷いた彼女は、ロザリアとヴィットーリオが掲かかげている地図の一点を指し示す。

「大陸の対岸にあるこの街、エゥラニアこそが、海賊ジュダンドット一味を支援している、言わば元げん凶きようなのでございます」

　ナーガは目を細めてカッシゥスを見つめる。

「俺たちにそこを攻めろと」

「さようです」

　カッシゥスはナーガの鋭い眼光にも、たじろぐことなく平然と応えてきた。

「戦いくさ船ぶねと水か主こ、それに陸戦用兵士の部隊はこちらで用意させていただきます」

「だがな、カッシゥスよ、俺たちには海戦の経験などない。そもそもまともに船に乗ったことさえないんだぞ。いくらこいつらが」

　そこでナーガは言葉を切り、ハリガンやヴィータに向かって顎あごをしゃくった。

「一騎当千の兵つわものだとは言っても、船の上での戦いでジュダンドットとかいう海賊どもに勝てるかどうか」

「ご心配には及びませぬ。そちらは我われらでやりますので」

「なに？」

「ナーガ殿には魔女の部隊を率いてエゥラニアの街を攻めていただきたいのです。ジュダンドット一味の後援者であるエゥラニアを攻め、港を破壊してしまえば、この海域での一味の活動は必然的に縮小せざるを得ません。それに。すでに奴やつらは三隻の船を失っておりますからな、海戦でさらに打撃を与えれば、海賊どもは虫の息です。その後、我らは連中の本拠地を襲って全滅させるつもりです」

「ふうむ」

　ナーガが腕を組んで考え込んだ。

　そんなナーガを、ハリガンやヴィータだけでなく、エンスーヤやハリエンデス、ゼゼヤなどの新参者の魔女たちも見つめている。

　やがてナーガは顔を上げ、カッシゥスを見やった。

「俺たちがあんたたちに協力するとして。俺たちの利益はなんだ？」

　カッシゥスはナーガの問いに答えず、ロザリアとヴィットーリオに合図を送った。

　二人は掲かかげていた地図を畳たたんで元いた場所まで戻って床しよう几ぎに腰を下ろす。

　カッシゥスは左右の二人と視線を交わし、小さく頷うなずき合った。

「これは五会頭でよくよく話し合った末に出した結論なのですが」

　ナーガに向き直ったカッシゥスがそう言うと、ロザリアが続いた。

「あたしたちはあんたたち魔女を、頼るに足たる存在だと認めたの」

　ヴィットーリオが、びしっ、と右の親指を立ててみせる。

「そういうこと。みんな強いし美女揃ぞろいだしな」

　魔女たちはヴィットーリオの言葉に自尊心をくすぐられたのか、頷いたり胸を張ったりしている。

「おいおい、ちょっと待ってくれ。こいつらが強くて美女揃いなのは認めるが」

　魔女たちが皆、反そっくり返りそうなほど大きく胸を張った。

「俺たちの利益がなんなのか、まだ提示を受けてないぜ？」

　そう言ってナーガが迫せまっても、カッシゥスは慌てず騒がず、冷静に答えてきた。

「レンスールの街が魔女国と同盟を結ばせていただく……というのでは如何いかがでしょう」

「なんだと!?」

（ほう。彼あ奴やつがあれほど驚くのは珍しい。だが、同盟を結ぶことがそれほど驚くことか？　すでに吾われらはカサンドラ王国と同盟を結んだではないか）

　ナーガを横目で見ながら、ハリガンはそんなことを思った。

「それは……いいのか？　つまり教会側が何か言ってきたとき、言い訳が立たないんじゃないのか、ってことだが」

　カッシゥスは顔色一つ変えないまま答えた。

「いまは非常時ですからな。新教会と戦いくさの真っ最中である旧教会が、こちらに難癖をつける余裕はありますまい」

　ナーガは少し呆あきれたという顔になって小さく首を振る。

「おまえ、かなりの悪徳商人だな」

　カッシゥスは、いえいえ、と首を左右に振るが、その顔には邪気に溢あふれた笑みが浮かんでいる。

（やっぱり悪徳商人だぞ、こいつ。まぁ、それならそれでこちらにも考えようがある）

　ナーガはカッシゥスの顔を正面から見据え、徐おもむろに口を開く。

「たしかに同盟は、こちらにとってはありがたい申し出だが、それが効果を発揮するのは先の話だ。どの程度の効果を発揮するのかも未知数だ。あんたは商人なんだ、すぐに効果を発揮する直接的な利益を提示してくれないか」

「もちろん、軍資金はたっぷりと用意させていただきますぞ」

「そうは言っても、戦の支度でほとんどが消えちまうだろ。そこをケチったら充分な戦の支度ができないしな。軍資金が少し余りましたくらいじゃあ、こちらが冒おかす危険に見合わない……と俺は思うんだがな」

「困りましたな。いくら我々でも無尽蔵に資金を用意できるわけではありませんのでな」

「だったら、こういうのはどうだ？」

　ナーガがことさらもったいぶった態度で腕を組み、カッシゥス、ロザリア、ヴィットーリオの三人を交互に見やった。

　三人を代表してカッシゥスがナーガに続きを促す。

「どういうものでございますかな？」

「そのエゥラニアとかいう街、俺たちが攻め陥おとしたら、俺たちにくれないか」
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「なっ、なんですと!?」

　今度はカッシゥスが大きく目を見開いて仰のけ反ぞった。

「べつにあんたらの懐が痛むわけじゃないんだ、いい条件だろ」

　ナーガの剛胆かつ図ずう々ずうしい申し出に、さすがのカッシゥスも驚きを隠せない。

　カッシゥスは両隣のロザリア、ヴィットーリオと額を集め、声を潜ひそめて話を始めた。

　そんな三人を愉快そうにナーガが見ていると。

「おい、ナーガ」

「なんだ、ハリガン？」

「貴様、何を狙っている？」

「何を狙うって、いま言ったまんまだぞ？　エゥラニアを魔女が支配する街とする。それで大陸本土への橋きよう頭とう堡ほが確保できるじゃないか」

「そ、それはそうかもしれないが」

　ハリガンが救いを求めるように周りを見回すと、ヴィータが助け船を出してきた。

　いや、助け船というより、本人が疑問に感じていることなのだろう。

　ヴィータは眉まゆを寄せ、口をへの字に曲げ、難しい顔で呼びかけた。

「じゃがナーガよ、仮に街を陥おとせたとしても、吾われらに人の街を、都市国家を支配できるものか？」

　するとエンスーヤまでもが参戦してきた。

「そうです、ナーガさん。エゥラニアの街の規模は知りませんが、少なくとも千や二千の住人はいるのでしょう？　そんな規模の街をわたしたちが支配できるものですか？」

「何を今さら。俺たちはすでにレンスールの街を支配しようとしたじゃねえか」

　ナーガが小声でそう答えると。

「え？　そうなん……ですか？」

　目をぱちくりさせたエンスーヤは、ハリガンとヴィータに視線を向けた。

「あぁいや、たしかにしたが」

「あれは、なんというか、ナーガに乗せられたというか、話の勢いに乗ったというか」

　しどろもどろになっているハリガンとヴィータを見て、エンスーヤは呆あきれた顔になる。

「お二人とも、意外と適当で大おお雑ざつ把ぱなのですね」

「べつに適当なわけではないぞ」

「そうじゃ。物事には騎き虎この勢いきおいというものがあってじゃな」

　エンスーヤに対してそんな苦しい言い訳を二人がしていると、横からナーガが揶や揄ゆするように言った。

「だったら、今回も騎虎の勢いで大陸本土に進出すればいいじゃねえか」

「……」

「……」

　二人は目を白黒させて黙り込んでしまった。

「街の支配はな、そこの役人どもを上う手まく手て懐なずければなんとかなるものだ」

「そ……そういうものなのか？」

　などと疑わしそうな顔でハリガンは訊きくが、ナーガは大真面目まじめな顔で頷うなずいた。

「そういうものだ」

「おぬしがそう言うのなら……そうかもしれんな」

「いや待て、ハリガン。百歩譲ってそこは認めたとしても、吾われらの戦力でエゥラニアの街を陥おとせるのかどうかという大きな問題が残っておるぞ？」

　ヴィータの指摘に、ハリガンは、う、と呻うめいて言葉に詰まる。

「ナーガよ、ぬしはこれまでも相手より劣った戦力で勝利をものにしてきたからの、それなりの勝算があるのじゃろう？　どんな算段を巡らせておるのじゃ？」

「それは街の詳細を聞いてからの話だな。住人の数、兵士の数、街の規模、城じよう壁へきの高さ、周囲の地形。それらの詳細を聞かないと攻め方を考えようがない」

「それはそうかもしれんが……」

　不満そうながらも、渋々といった体ていでヴィータは頷いた。

「そろそろ連中の話し合いも終わりそうだ。街をくれるってんなら、攻め陥とすためにも街の詳細を聞いてみようぜ」

　そう言って、ナーガは五会頭の三人のほうに視線を送った。

　ハリガンとヴィータは肩をすくめ、ため息を吐つく。

「まぁ今回が初めてというわけでもなし。これまでも此こ奴やつは、ずっとこんな調子だったのだからな」

「そうじゃな。大たい言げん壮そう語ごかと思えば、豈あに図らんや、言うことを悉ことごとく実現させてきたのだからのう。ここはナーガの言葉に乗せられるのもあり……かの」

　二人は悟りきったような顔で頷き合ったが。

「今までずっとこんな調子だったのですかっ!?」

　エンスーヤは思わず小さな悲鳴のような声でツッコんでいた。

　そんな彼女と、傍かたわらで話を聞いていたハリエンデスやゼゼヤも同じ思いだった。

「確固たる大きな構想があれば、目前の小さな戦いくさは臨機応変に乗り切れるんだぜ？」

「はあ……そういうものですか」

　エンスーヤは半信半疑の顔で頷いた。

（臨機応変と言えば聞こえはいいですが、それって、出たとこ勝負というか、かなり適当でいい加減な対応のような気が……いやでも、この人の指揮であの旅団に勝ったんだもの。戦に勝つ秘ひ訣けつというのは案外とその辺にあるのかもしれないな。少なくとも吾らの大将として仰あおぐに相応ふさわしい人であることは間違いないかな。人というか龍りゆう王おうの御み遣つかいというか）

　ナーガの横顔を窺うかがいながらエンスーヤがそんなことを考えていると。

　ナーガの指摘どおり、話し合いを終えたカッシゥス、ロザリア、ヴィットーリオの三人が寄せていた顔を離し、ナーガと魔女たちのほうへ向き直った。
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「結論は出たのか？」

　そうナーガが訊きくと、カッシゥスは鷹おう揚ように頷うなずき、

「よろしいでしょう」

　と答えた。

「エゥラニアの街が味方になるのは、我々にとっても損のない話です。攻め陥おとせたのであれば、よろしい、あなた方にお任せしようではありませんか」

　ナーガはにやりと笑って言った。

「話が早くて助かるな」

　ナーガとは対照的に、カッシゥスは難しい顔になる。

「ですが、我々の用意できる兵力は千程度ですぞ。対して、エゥラニアの街の守備部隊は千五百ほどいます。わたくしどもの動きを察知すれば、さらに増強されるかもしれません。あなた方が一騎当千だとはいえ、城攻めとなると野戦のようにはいきますまい。大丈夫なのですか？」

「城攻めなら城攻めでやりようがある。なんとかなるだろう。何しろ、こいつらは強くて有能で美人揃ぞろいだからな」

　ナーガは笑みを消すと、大真面目まじめな顔になってそう言った。

「おお、いいことを言うな、ナーガ」

　ハリガンは、びしり、とナーガを指さし。

「いいことと言うか、当然のことじゃが」

　ヴィータは自慢気に胸を張り。

「正直者ですね、ナーガさん」

　アイスは自分が褒められたかのように顔を赤らめ手で頬ほおを押さえた。

（乗せられてる）

（見事に乗せられてる）

（完全に乗せられてる）

　エンスーヤ、ハリエンデス、ゼゼヤの三人が少し呆あきれ気ぎ味みの顔で三人を見やった。

　もっとも、三人も内心では喜んでいる。

　自尊心をくすぐられている。

　ナーガの言葉に、カッシゥスも表情を綻ほころばせた。

「ナーガ殿の仰おつしやること、そのとおりだとは思いますが」

　ハリガン、ヴィータ、アイスが反そっくり返るほど大きく胸を張った。

　エンスーヤやハリエンデス、ゼゼヤも、胸を張りたい気分だ。

「強い、有能はともかく、城攻めに美女かどうかは関係ありませんでしょう」

「そうだな。直接には関係がない」

「おや。では間接的になら城攻めに関係すると仰いますか？」

　そう言ってカッシゥスは、ちらっと魔女たちに視線を走らせた。

　人との会談に臨のぞんでも、魔女たちはいつもの極薄極小の衣装しか身に着けていない。

（たしかにあんな恰かつ好こうの美女たちが攻め寄せてきたら守備兵の気は散るだろうが、かといって、それで陥おとし易やすくなるとも思えないのだがな。『あの美女を捕らえて戦利品にしてやる』と思えば、逆に戦意が高まってしまうかもしれないだろうに）

　カッシゥスの視線に気がついたのか、ナーガは、そうじゃねえ、そうじゃねえ、と手を振った。

「裸はだか同然のこいつらを餌に守備兵を誘おびき寄せてとか、集中力を削そいでその隙にとか、そういうことじゃねえ」

「はて？　ではどういうことですかな？」

「俺が言いたいのは、陥とすときじゃなくて、陥としたあとの話だ」

「……はい？」

　カッシゥスはナーガの言葉の意味がわからず、ぽかんと口を開けた。

　ロザリアとヴィットーリオも同様で、怪け訝げんそうな顔をナーガに向けている。

「厳いかつくてむさ苦しい男が街を治めるより、こいつらみたいな美女が街を治めたほうが、住民も楽しいだろ？」

「……」

　カッシゥスは呆あつ気けに取られてしまう。

（魔女に街を治めさせるですと!?　そんなことが可能だと本気で思っているのですか、この男は）

　けれど、ナーガの目に宿る意志の光は強く鋭く、洒落しやれや酔狂を言っているとはとうてい思えない。

（……本気ということですか）

　呆気に取られたのはカッシゥスたちだけではなかった。

　当のハリガンやヴィータもナーガの言葉に呆気に取られていた。

「お、おい、ナーガ、今の話」

　やっとのことでハリガンがそう言うと。

「ん？　今の話？　おまえたちが美人揃ぞろいってことに何か異議でも？」

「いや、そこに異議はない。微み塵じんもない。むしろ諸もろ手てを挙げて賛成するが」

「するのかよ」

「そうではなくて。陥おとしたエゥラニアの街を吾われらが治めるという話だ！」

「ああ、それな」

「おぬし、本気か？」

「本気に決まってるだろ」

　ナーガに即答され、ハリガンが、うっ、と頭を引いた。

「い、いや、しかし、だな。吾らに人の街を治めるとか、できるのか？　役人どもに任せるのではないのか？」

「現場は任せるとしても、おまえたちが衝つい立たての陰に隠れてていいわけじゃないぞ。むしろ表に出て、街の支配者が魔女になったことを住民たちに印象づけるべきなんだ」

　すかさず横からヴィータが口を挟んできた。

「じゃが、せっかく攻め陥としても、吾らが表に立ったりすれば、反乱の火の手が上がるのではないのか？　あるいは住民が挙こぞって逃げ出してしまうのではないのか？」

「そこは、やり方次第でどうにでもなるだろ」

　ヴィータは思いきり疑わしそうな顔になってナーガを睨ねめつけた。

「いったい、どんなやり方があるのじゃ？」

「そうだな。いくつかあるが、いちばん手っ取り早くて効果が大きいのは『向こう一年間、租税免除』と宣言することだな」

「なんじゃと!?」

　ヴィータは目を見開き。

「それこそ本気か？」

　とハリガンは呟つぶやき。

　カッシゥス、ロザリア、ヴィットーリオは度肝を抜かれて絶句した。

「……向こう一年間の租税を免除。たしかに住民どもは喜ぶじゃろう。じゃが、そのくらいで魔女の支配を受うけ容いれる気になるか？　何しろ吾らは悪あく辣らつ非ひ道どうで唾だ棄きすべき存在なのじゃぞ？　そんなもの、ただの口から出任せと受け取られるのではないのか？」

　ヴィータがそう言うと、ハリガンも賛意を表した。

「そうだな。最悪、租税免除の代わりに人ひと身み御ご供くうとして大勢の若い娘むすめを差し出させるのではないか？　などと疑われないか」

「おまえたちの容姿、出いで立たちを見れば、あまりそんなことを考える者もいないと思うが、仮にいたとしてもいいんだ」

「いいのか？」

「とりあえず半年、いや二か月でも三か月でもいい、おまえたちが街を治めれば、そんな懸念は不要だってことがわかるだろ。要いらぬ心配だってことがわかるだろ。それにエゥラニアの街も商人の街なんだろ？　カッシゥスさんよ」

　ナーガに名を呼ばれ、カッシゥスが我に返る。

「あ……ああ、それは仰おつしやるとおりですな」

「商人どもには売上税を免除すると言えばいい。街に出入りする際に関税がかかっているなら、それも免除してやればいい」

「たしかに、それなら商人どもは喜ぶでしょうが……」

　そう応えると、カッシゥスは何事かを考え始めた。

　ナーガは隣にいる魔女たちのほうへ顔を向けた。

「そうやって街の住人を手て懐なずけて時間を稼ぐ。稼いだその時間で善政を敷しき、おまえたち魔女が悪あく辣らつ非ひ道どうの存在ではないことを住民に教え込むんだよ」

「そんなに上う手まく行くものかや」

「上手く行かせるんだよ。大丈夫だ、おまえたちにならできる」

「い、いや、吾われもできんとは言わんよ？　言わんが、しかし」

　ヴィータが困惑の顔でそう言うと、今度はハリガンが訊きいてきた。

「仮におぬしの言うとおり、吾らが上手く街を治めたとして。住民がおとなしく吾らに従ったとして。だが、租税免除をしてしまったら、そもそも街を治めるための費用をどこから調達するのだ？　別の街を攻めて、そちらから強奪するのか？」

「いずれ別の街も攻めるつもりだが」

「攻めるのか！」

「そちらも同じ扱いだな。つまり攻め陥おとしたら、租税免除を餌に住民の歓心を買って街を治める」

「身も蓋もない言い方じゃのう」

　ヴィータが呆あきれた顔になり。

「いや待て。それでは街を治める費用は結局、得られんではないか。というより。他の街を攻める費用をどう捻ねん出しゆつする気だ!?」

　半なかばツッコミ気味にそう訊いたハリガンは、そっとカッシゥスたちに視線を向けた。

「まさかレンスールの街から借りるのか？」

　とたんにカッシゥスやロザリア、ヴィットーリオが床しよう几ぎからぴょんと腰を浮かせた。

「いやいやいやいや。さすがにそれは無理な相談ですぞ！」

「そうそう。今回の件は、あたしたちの街の存亡が懸かかっているから千の部隊を用意するけど、あんたたちの戦いくさに大金を投入する気はないわよ？」

　ナーガは三人に向かって、

「わかってるって。心配するな」

　と右手を振ってみせる。

「ならば、どこから？」

　とハリガンが食い下がると。

「俺たちが頑張って商いをして稼いだ金を使うんだよ」

「なぁ!?」

　ハリガンが、かぱっと顎あごを落とした。

「だからせいぜい頑張って黒い森から貴重な産物をたくさん集めてくれよ」

　ナーガはそう言ってにやりと笑った。





　５






　呆あつ気けに取られたままの魔女たちを置き去りにしたまま、ナーガは、それまで無言でやり取りを聞いていたリガヤに目を転じた。

「さて、エゥラニアの街の詳細は改めて聞かせてもらうとして、次はリガヤの話を聞こうじゃないか。どんな相談があるんだ？」

　リガヤは顔に困惑を色濃く浮かべ、

「どうもまいりましたね」

　と言って頭を掻かいた。

「ん？　何か困り事が？」

「ええ、困りました」

「それを相談しに来たんだろ。何に困ってるのか話してみろよ」

　ナーガがそう催促すると、リガヤは苦笑を浮かべつつ応えた。

「いえ、困ったから相談に来たというより、相談に来たら困った事態になったというべきでしょうか」

「は？　どういう意味だ？」

「じつは我々の相談事もレンスールの街の皆さんと同じような内容なのです」

　カッシゥス、ロザリア、ヴィットーリオが首を傾かしげ。

　ハリガンやヴィータ、エンスーヤなども、怪け訝げんそうな顔でリガヤを見つめた。

　一人、ナーガだけはピンときたようで、

「あ～あ～あ～」

　と頷うなずいている。

「そうか。そういうことか。なるほど、おまえたちにしたら、たしかに困った事態だな。俺たちにしても悩ましいところだが」

「おい、ナーガ。一人で納得していないで説明しろ」

　とハリガンが迫せまり。

「そうじゃのう。ぬしのそういう態度は、自分が頭がいいのをひけらかしておるようで、気に入らんのう」

　とヴィータも口を尖とがらせている。

「そう言うなって、ヴィータ。おまえたちだって美人なことや魅力的な肢し体たいを持つことをひけらかしているんだから、おあいこだろ」

「ん？　ま、まぁそう言われるとそうかもしれんがな」

（母かか様さまがナーガさんに、いいように踊らされている）

　と思うエリュシオーネだが、もちろんそんなことは口に出せない。

　それどころか微み塵じんも気け取どられるわけにはいかないから、エリュシオーネは素そ知しらぬ顔で視線の先をナーガの口くち許もとに固定していた。

「要するにだ、カサンドラ王国も西さい果はての半島で他の街を支配下に置こうと考えている。その際、おまえたち魔女に援軍を頼もうとしていた。大おお方かたそんなところじゃないのか」

　そう言ってナーガがリガヤを見ると、彼は、

「まさにそのとおりであります」

　と応えてきた。

「なるほど」

　ハリガンやヴィータ、アイスなどは納得の顔で頷うなずいた。

　その一方で、エンスーヤ、ハリエンデス、ゼゼヤの新参組は、ナーガの読みの的確さに舌を巻く。

「わたしどもがお願いしようとした内容がレンスールの街のほうとかち合ったので、当惑しているのです」

「とりあえず、そちらの話も一通り聞いておこうか」

　と再度ナーガに促され、リガヤは自分たちの構想を話し始めた。

「こちらの構想も、レンスールの街の人たちと同じです。つまり」

　リガヤは、そこで初めて笑みを見せた。

「旧教会と新教会が派手に戦い始めたのをいいことに、西果ての半島を我が物にしてしまおうと国王様は考えたのであります」

「辛しん辣らつだな」

　とナーガは苦笑する。

「そんなことはありません。わたしも国王様の考えには賛成いたしましたので」

「ほう？　あんたがそう思う理由は？」

「たしかに我らは戦力を減らしましたが、それ以上に、あの旅団を撃退したことで声望が高まりました。ただ撃退するだけでなく二つの旅団の旅団長を討ち取ったのです。半島の諸国は驚きよう愕がくし、脅威に感じたことでしょう。同時に、旧教会は頼るに足たりないと不満に思う国も出てきているでしょう。そこにつけ入る隙があるのではないかと、国王様もわたしも考えました」

「ふむ。なかなか鋭い状況分析だな」

　というナーガの言葉を心強く感じたのか、リガヤは発する言葉に少し力を込めてなおも話を続ける。

「何も諸国を武力で征服しようというのではありません。外交的な駆け引きで我らと同盟を結ばせる。あわよくば傘さん下かに収めてしまう。それを拒んだ都市だけを軍事的に打倒する。そのように考えております」

「なるほど。協力を拒んだ都市を攻めるときに力を貸せということか」

　そうナーガが言うと。

「いえ、できればその前段階からお力を貸していただけないかと、今回はそういう相談でありまして」

　ナーガが怪け訝げんそうな顔になった。

「前段階……というのは？」

「外交的な駆け引きを行うときに、であります」

（なるほど、こいつらを交渉の席に並べておこうと？）

　そう思ったナーガは、

「具体的にどうすればいいんだ？」

　と確認してみる。

「美人で魅力的な魔女の方々に交渉の場に同席していただけないかと思いまして」

「はははは、やはりそういうことか」

「此こ奴やつ、また一人だけで納得しおって」

　と、ヴィータがナーガを睨にらみつけ。

「何がおかしいのだ、ナーガ!?」

　ハリガンも眉まゆを吊つり上げてナーガに迫せまった。

「いやいや、カサンドラ王国の奴やつら、目の付け所がいいなと思ってな」

「だから、どういうことだ？」

「つまりだ。連中は、美人で魅惑的な肢し体たいの持ち主であるおまえたちを会談の場に並べて相手の度肝を抜こう、あわよくば魂まで抜いてやろうと思っているわけさ。たしかにおまえたちがその恰かつ好こうで会談の場にずらりと勢せい揃ぞろいすれば、相手の視線はおまえたちに釘くぎ付づけだろうからな」

　ハリガンやヴィータが、そうか、なるほど！　と膝を打つ。

　すかさずリガヤが口を挟んできた。

「あなたがたのような美しく魅惑的な魔女を前にすれば、諸国の首脳の中には魅了されてしまう者も出てくることでしょう。あんな美しい魔女と親しくなれるならカサンドラ王国と手を結んでもいいかもしれないと、そんなふうに考える者も出るかもしれません。そうなれば戦いくさをする手間も金も省けますし、人的損害を出さずに済みますので、我々としては大歓迎であります」

「なるほど、わかった！」

　いきなりヴィータが立ち上がった。

「諸国の首脳を魅惑し虜とりこにする役目、この吾われにしかできまいて。協力しようではないか、リガヤよ」

　リガヤは内心で舌を出しながら、

「ありがとうございます、ヴィータ殿」

　と丁寧に頭を下げた。

「いやいや待て待て。その役目に相応ふさわしいのは吾ではないかな。というより。ヴィータのその扁へん平ぺい胸むねに魅了される首脳がいるかな？」

「貴様こそ、その力なく垂たれ下がった牛うし乳ちちで誰を魅了すると言うのじゃ!?」

「失敬な！　垂れてなどおらんわ！　というか！　牛乳言うな！」

「さようかぁ？」

「さようじゃよ！」

　と気け色しきばんで応えたハリガンは、ふふん、と胸を大きく反そらせた。

「まぁ貴様は垂れる心配を微み塵じんも欠片かけらもしなくてもいいからな、ヴィータ。何しろ微塵も欠片も出っ張っていないのだからな。ある意味、羨ましいわ」

「ほほう？」

　ヴィータがずいと体からだを進め、ハリガンの顔を下から──身長差が大きいから、ヴィータが立ってハリガンが座っているのに、頭の位置がそう変わらない──覗のぞき込こむように睨ねめつける。

「ハリガン、ぬしは吾の胸を扁平で垂直で絶壁でむしろ抉えぐれておると言うのかや？」

「そこまでは言っておらんが、まぁ概おおむねそのとおりだ」

「このくそ戯たわけめが！」

　ひょいっと跳んだヴィータが、ハリガンの頭に軽く手を置くと。

「ぐわっっ!?」

　ハリガンが腰を下ろしていた床しよう几ぎが弾はじけ飛とび、彼女は上体から床に落ちていった。

　ずん。

　ハリガンの両手と両膝が床についたとき、建物が揺れるほどの衝撃が起きた。

「くうっ、ヴィータ、貴様、奏かなでの軽けい重ちようを！」

　床の上で四よつん這ばいになったハリガンは、ヴィータの魔法で激増した己の体重に、歯を食いしばって耐えた。

　必死に己の体重を支えるハリガンの両腕、両足がぷるぷると小刻みに震えている。

　ヴィータは四つん這いのハリガンの頭に手を置いたまま、彼女の傍かたわらに仁王立ちになって笑った。

「ハリガンよ、やはり貴様の乳は垂たれておるのではないのか？　ほれ、垂れきって垂れ下がったおっぱいの先っちょが床に届きそうではないか」

　勝ち誇ったヴィータの表情を見て、エリュシオーネは両手で顔を覆おおった。

（大人げない。母かか様さまが大人げなさ過ぎて恥ずかし過ぎる）

　ハリガンが苦しげな声を張り上げる。

「そ……それは貴様が吾われの体からだを重くしている……からだろうがっ！」

「くっくっくっ、そうじゃのう。今の貴様の乳は、片方だけで人の大人ほどの重さがあるじゃろうからなぁ。そのまま伸びきって元に戻らなくなればいいのじゃ」

「ちょ……調子に乗るなよ、ヴィータっ！」

　ハリガンは一声、うがぁっ、と吼ほえると、いきなり彼女の髪の毛が大きくうねり、持ち上がった。

　髪の毛の先端が一つにまとまり、槌つちの形状を取ってヴィータの体側を打った。

　魔法で押さえつけられているからいつものような打撃力はなかったが、体重の軽いヴィータにはそれで充分だった。

「がっはぁっっ！」

　ヴィータの小柄な体からだは軽々と宙を舞い、そのまま落下して床に叩たたきつけられる。

「ぐっううぅ」

　呻うめきながらもヴィータが腰を押さえて立ち上がる。

　片やハリガンも、ぜぇはぁと荒い息を吐はいて、よろよろと立ち上がった。

　周りの人間は仰天して床しよう几ぎから立ち上がり、急いで部屋の片隅に避難する。

　ナーガは天を仰あおぎ、やれやれと首を振った。

（こいつら、最近はおとなしかったのに、またこれかよ。本当に困った奴やつらだな）

「許さんぞ、ハリガン。貴様を潰れた蛙かえるのような無ぶ様ざまな姿にしてやる！　己の体重で押し潰されよ！」

「貴様こそ、体の骨という骨を粉々に砕いて海月くらげのような軟体動物にしてやるぞ！」

　距離を置いて睨にらみ合う二人の体から、膨大な魔力が迸ほとばしり始めた。

「うわ、こいつは本格的に不ま味ずい！」

　慌てて立ち上がったナーガが、アイスとエリュシオーネに向かって叫んだ。

「おい、なんとかしろ！」

「え？」

　アイスはわざとらしく首を捻ひねり。

　エリュシオーネは、ふいと顔を背そむけてしまう。

「おまえら……」

　どうにも二人は頼りになりそうもないので、ナーガは仕方なく仲裁に入ることにする。

（あまり入りたくはないが、レンスールの街の奴らやカサンドラ王国の奴らの前で喧けん嘩かをさせておくのも不味いしな）

　まずハリガンの前まで進み出ると、ナーガは落ち着いた声で抑え気味に呼びかけた。

「ハリガン」

「邪魔をするな、ナーガ！」

「レンスールの街の者やカサンドラ王国の者の前で子供の喧嘩を披露していいのか？」

「こっ、子供の喧嘩ではない！」

「大人の喧嘩だとしても、他国の人間の前で私的な喧嘩をするというのは族長としてどうなんだ？」

「う……そ、それは……」

　言葉に詰まったハリガンの体から、急速に魔力が減じていく。

　それを察知したナーガはくるりと体からだを回し、今度はヴィータの前まで歩み寄っていった。

「な、なんじゃ!?　なんぞ言いたいことがあるのか、ナーガ!?」

「言いたいことはさっき言った。で、おまえはどうなんだ、ヴィータ。族長として子供の喧けん嘩かをこれ以上、人前で披露するのか？」

（ですよねぇ。子供なのは体型だけにしておいてほしいです）

　エリュシオーネが内心でナーガの言葉に頷うなずくと。

　ナーガを見ていたヴィータが、ぐりんっと顔を巡らせてエリュシオーネを睨にらみつけた。

「なんぞ言いたいことがあるのかや、エリュー？」

「ないです。何も全然これっぽっちもないです」

　疑わしそうな顔でヴィータはなおもエリュシオーネを睨ねめつけていたが、やがて彼女から顔を逸そらせ、ナーガに向き直った。

　自分に向いているカッシゥスやロザリア、ヴィットーリオ、リガヤ、アイス、エリュシオーネ、ハリエンデス、ゼゼヤ──駐在官やラルフレッドは、あからさまにハリガンやヴィータを見ないだけの心配りができていた──の視線が痛い。

　がっくりと肩を落としたヴィータは、呟つぶやくようにぼそぼそと言い訳を始めた。

「べつに吾われもハリガンと喧嘩をしようと思ったわけではない。ただな、あまりにも彼あ奴やつが無礼というか礼儀知らずというか失礼というか。じゃからちょっと礼儀を教えようとしただけでな……」

「だったら、喧嘩するんじゃなくて話し合え。族長は一族みんなの手本にならなきゃ駄目だろうが」

「……すまん」

「はははは、ヴィータが叱られておるわ」

　ナーガはその場で回れ右すると、笑い始めたハリガンに険しい視線を向けた。

「笑ってる場合か、ハリガン。おまえも同罪だろ」

「う……」

「一族の手本にならなきゃならないおまえがヴィータを挑発するような言葉を投げかけてどうする！」

「い、いや、それは……」

「喧嘩がしたいのなら、他人の目のないところでやれ。気に入らなくても腹が立っても、他人の前では面おもてに出さずに心の中にしまっておけ。人前でのおまえたちの振る舞いが魔女全体の評価を決めるんだぞ。立場を弁わきまえろ」

　ハリガンは大柄な体を縮ちぢめ、肩をすくめ、

「す……すまなかった」

　と言って頭を下げた。

「うははは、ハリガンめ、叱られおった」

「おまえも同罪だ、ヴィータ！」

「あう」

「おまえが人間たちから笑われるということは、魔女全体が笑われるということだ。おまえが人間たちから軽けい侮べつされるということは、魔女全体が軽侮されるということだ。魔女王を目指すというなら、もっと自覚しろ」

「ごごご、ごめんなさい」

　ナーガに睨にらまれて頭を下げるヴィータはまるで悪戯いたずらを叱られた子供で、ハリガンのほうは悪戯を弟に叱られて小さくなっている姉。

　周りの人間たちにはそんなふうに見えたことだろう。

　いや、人間だけでなく、魔女たちにもそう見えたはずで、エンスーヤやハリエンデス、ゼゼヤという新参者は、目の前で繰り広げられている茶番劇とも言えるやり取りに、笑うどころか、驚き感心してしまった。

（ハリガンさんやヴィータさんという実力者を叱りますか。謝らせますか。恐れ入りましたね、ナーガさんには）

（あのハリガンやヴィータに頭を下げさせるとは。まさに龍王ナーガの名に相応ふさわしい男だな）

（あの二人は天地がひっくり返っても他人になど謝らない魔女だと思っていたのだがな。ナーガ恐るべし……といったところか？）

　三人は、謝ったハリガンとヴィータにも驚いたが、二人に頭を下げさせたナーガには、それ以上に驚いていた

　その当のナーガは。

「いや、すまんな。いろいろすまなかった」

　カッシゥスやロザリア、ヴィットーリオ、リガヤに向かって、何度も頭を下げていた。

　カッシゥスは少し引き攣つったような笑みを浮かべ、

「い、いえまぁ、なかなか面白いものを見せていただきました」

　と応えてきた。

　さすがに大商人というだけの度量の広さを見せた恰かつ好こうだ。

　リガヤはリガヤで困ったような笑みを浮かべつつ、

「ナガネ一座の艶えん笑しよう劇げきを無た料だで見せて貰もらったと思えば喜ぶべきところでしょう。お気になさらずに」

　と、これまた大人の対応を見せた。

　カッシゥスやリガヤが大人の対応をすればするほど、ハリガンとヴィータの喧けん嘩かが子供っぽく見えてしまう。

　だが、それが一概に悪いことかというと、意外なことにそうでもなかった。

　二人の喧けん嘩かを見たロザリアは、こう思っていた。

（魔女長おさも、その辺にいる若い娘こと同おんなじじゃないの。商館にいた魔女もそうだったけど、悪あく辣らつ非ひ道どうで残虐な魔女という世間の評価、いえ、教会の評価ね、それが完全に嘘うそっぱちだということがわかるわよね）

　ヴィットーリオも、

（魔法を使うことを除けば、その辺にいくらでもいる可愛かわいらしい女の子とあまり変わらないじゃないか。べつに恐こわがる必要もない……んじゃないのかな？）

　と、魔女に対する評価を改めていた。

　リガヤも、

（魔女にも意外と可愛い一面があるんだな）

　と思ったが、彼らは魔女に思いきり痛い目に遭あっているし、国を救われてもいる。

　魔女に対する評価は「とても強くて恐ろしいが頼りにもなる」であり、「その辺にいるような女の子」という評価にはならなかったのだが。

「あんたたちが気にしないでくれるのなら、それでいい。さて」

　すまなそうに頭を下げていたナーガは、頭を上げ、真剣な顔に戻って一同を見回した。

「レンスールの街とカサンドラ王国の相談事に対する俺たちの態度を決めようじゃないか。なあ、ハリガン、ヴィータ？」

　肩をすくめ小さくなっていた二人が顔を上げた。

「お？　おお、そうだな」

「う、うむ、そうしようかの」
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　全員が改めて円陣を組み直し、床しよう几ぎに腰を下ろすと、まずカッシゥスが口火を切った。

「わたくしどもの相談事とリガヤ様の相談事が被ってしまう形になりましたが、ナーガ殿はどうなさるおつもりですかな」

「基本、俺は双方の頼み事を引き受けようと思っているんだが」

　カッシゥスだけでなく、リガヤの顔にも喜き色しよくが浮かんだ。

「元々、俺も旧教会と新教会の大おお戦いくさの間かん隙げきを縫ぬって勢力伸長を図ろうと思っていたんだ。だから、あんたたちの提案は、ある意味、渡りに船でもある」

　カッシゥスは低く唸うなった。

「そうでしたか」

（機きを見みるに敏びんなのは我々だけではないということですか。さすがですな）

　カッシゥスはナーガに対する評価をさらに高めた。

「ただ、幾つか問題がある」

　というナーガの言葉に、全員が一斉に彼の口くち許もとに視線を集中させた。

「まず第一に、俺はあくまで軍師的な存在で、魔女軍の総大将じゃねえ。だからハリガンやヴィータ、エンスーヤ、あとナムジャやアストゥロの考えを聞かなきゃ、最終的な結論は出せないな」

　というナーガの言葉にハリガンとヴィータは顔を見合わせたが、すぐに頷うなずき合って顔を戻した。

「吾われらの考えなど聞くまでもないぞ、ナーガ」

「そうじゃの。今までも吾らはぬしに率いられて戦ってきたのじゃ。そうして勝ってきたのじゃ。じゃから今後もぬしに従って戦うのみじゃ」

「そういうことだ、ナーガ。吾も吾の娘むすめたちも、ヴィータもヴィータの娘たちも、おぬしを信頼しておる。レンスールの街やカサンドラ王国を助けるのが必要だとおぬしが考えるのなら、吾らはそれに従うよ」

　カッシゥスやロザリア、ヴィットーリオが密ひそかに安あん堵どの息を漏らす。

「二人の考えはわかった」

　ハリガンとヴィータに対して頷いたナーガがエンスーヤに視線を向けると、彼女はにっこりと微笑ほほえんで応えてきた。

「ハリガンさんとヴィータさんがそう決めたのなら、わたしもあとに従ついていきます」

「そうか。あとは」

　ナーガがさらに顔を巡らせると、今度はハリエンデスが上体を乗り出してきた。

「むろん我わが姉、ナムジャも従ついていきますよ、ナーガ殿」

　ゼゼヤも負けじと上体を乗り出して言った。

「アストゥロも同じです。というより、遅れてきた我々がナーガさんの考え、決断を拒否するとか、あり得ませんよ。ここで拒否するくらいなら、この戦いくさに参加していません」

「よし、わかった！」

　腕組みしたまま頷くと、ナーガはカッシゥス、次いでリガヤに視線を向ける。

「魔女軍の人数も増えたことだし、ここは両面作戦で行くとしようか」

　果たしてナーガは、レンスールの街とカサンドラ王国のどちらを優先させるつもりなのかと心配していたカッシゥスやリガヤの顔から憂ゆう色しよくが消えた。

「とりあえずこちらの役割分担を決めないとならないな。そのための判断材料が必要だ。双方、狙う街に関しての詳細を教えてもらおうか」

　カッシゥスとリガヤが大きく頷いた。

「承知してございます」

「了解した、ナーガ殿」





　７






　評定が終わり、歓待の宴が済み、夜も更けた頃──。

　ナーガの居室にハリガンとアイスが顔を出した。

「まぁ座ってくれ」

　二人が敷物に腰を下ろすのを待ってナーガが訊きいてきた。

「で。話ってなんだ、ハリガン？」

「ナーガよ、相手が海賊どもとなると、此こ度たびの戦い、どうしたって海戦になるな」

「そうだな。といっても、そちらはレンスールの街が受け持ってくれるんだが。そもそも、おまえたちでは海戦の役に立たないだろうが」

「それが、そうでもないのだ」

「ん？　どういうことだ？」

「たしかに吾われらは船に乗ったことはない。海を見たことのある者もほとんどいない。だが、泳ぎの上う手まい者ならいるぞ」

「あぁノノエルか。だが、あいつは陸戦に使いたいんだがな」

「いや。ノノエルではない」

「なに？　じゃあ、誰だ？」

「吾わが一族にハンネゥイという魔女がおってな、其そ奴やつは超絶的に泳ぎが得意なのだ。泳ぐ速はやさはノノエルよりも速いぞ」

「それは凄いな。だが、そんな奴やつをどうして今まで隠していた？」

「ノノエルと違って、ハンネゥイは水に特化した魔女で陸戦には向いていないのだ。だから見張り要員として森に残しておいた」

「と姉あね様さまは言っていますが」

　それまで黙ってやり取りを聞いてたアイスが、にっこりと笑って話に参加してきた。

「要するにハンネゥイは、陸おかの上では無能で無力だということですね？」

　ナーガはジト目になって頭を引く。

「……おまえ相変わらずキツいな」

「え？　そうですか？　わたし、事実を淡々と言っただけですけど」

「それがキツいと。いやまぁ、それはいいわ」

　ナーガはアイスからハリガンへと顔を向けた。

「そいつを海戦に投入するため呼び寄せると言うんだな？」

「うむ。ハンネゥイ一人で大型の戦いくさ船ぶね一隻にも匹敵すると思うぞ」

「そうですね。ハンネは、水に入ればとてつもない戦闘力を発揮しますよ。陸の上だと、ほとんど役立たずですけど」

「おまえ……」

　ナーガは辟へき易えきした顔でアイスを見やったが、すぐにハリガンに顔を戻した。

「なら、すぐにでも呼んでくれないか。戦いくさの準備もあるし、レンスールの連中との顔合わせも必要だろう」

「姉あね様さま、ハンネを呼ぶのでしたら一緒にエーネも呼ぶべきでは？」

　アイスがそう言うと、ハリガンは、おぉそうだな、と頷うなずいた。

「エスピエーネとハンネゥイは仲がいいし、今回の戦、街攻めのほうではエスピエーネの魔法が役に立つ場面もあるやもしれんな」

「エスピエーネ？　別の魔女か。そいつの魔法はどんなものなんだ？」

　とナーガに訊きかれ、ハリガンがにやりと笑った。

「エスピエーネの魔法か？　それはな、見ればわかる。見れば。なぁアイス」

　アイスも意味深な顔でにっこりと笑った。

「そうですね。見ればわかります」
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・エゥラニアの街を攻め陥おとし、海賊ジュダンドット一味を一掃し、街を自分たちの物とする（攻め陥とさなくても、降伏開城させてジュダンドット一味と手切れをさせれば、それでもよしとする）。

・カサンドラ王国が西さい果はての半島を勢力下に収めるために助力する。






　この二つが今回の作戦目標となるが、どちらも魔女国の勢力を伸張させる上では重要な作戦目標だ。

　エゥラニアの街を支配できれば、ナーガと魔女たちは大陸本土に新たな拠点を置くことができる。

　その利点は計り知れないとナーガは考えていた。

　商いの規模を拡大させるにせよ、軍事行動を起こすにせよ、大陸本土に本拠地があれば便利なことこの上ない。

　心配すべきは旧教会側の攻撃だが、幸い今は新教会との戦いでそれどころではないだろうから、魔女たちが大陸本土に進出してもすぐには対応が取れないはず、というのがナーガの読みだった。

　一方、カサンドラ王国が半島を勢力下に置けば、当面、背後を心配する必要がなくなるのも大きい。

　背後を心配することなく、大陸諸都市の攻略に集中できるようになる。

　エゥラニアの街を支配できたのなら、エインの砦とりでくらいはカサンドラ王国に返してやってもいいとナーガは思っていた。

　リガヤは、

「すべての都市を攻め陥として支配下に置くつもりはない。外交交渉でけりがつくなら、それはそれでいい」

　と言っていたが、その考え方にはナーガも賛成だ。

　ことさら武力を行使しなくても、平和裏に支配下に置けるのならそれがいちばんだ。

　相手から攻撃されたのならともかく、戦いくさは万策が尽きたときの最終手段。

　交渉では、どうやっても目的が達成されないと判断したときの強硬手段。

　ナーガの中では、そういう位置づけだった。




（さて、どうやってエゥラニアの街を攻めるか。攻めて陥として支配下に置くか）

　ジュダンドット一味を支援しているのだから、レンスールの街がどれほど努力しても、話し合いで解決することはないだろう。

（ならば、攻めるしかない。攻めて、力尽くで海賊どもと手切れさせるしかない）

　とはいえ、自分たちの本拠にしようというのだ、攻め滅ほろぼすわけにもいかない。

　エゥラニアの街側が徹底抗戦を選ばないように、同時に街の住民の被害が大きくならないように、気を遣つかって攻めなくてはならない。

　それはなかなか難しいことだった。

（だが、やるしかないな。幸い魔女の数が増えた。ということは適材適所の選択肢が増えたわけだ。上う手まく攻め、上手く陥おとし、上手く支配する。なんとかなるだろ）

　ナーガはエゥラニア攻めに関しては意外と楽観していた。

（問題はカサンドラ王国のほうだな。半島の諸国がどういう態度に出るかは、話を進めてみないとわからない。臨機応変な対応が必要になるが、俺はエゥラニア攻めに張りつかなくてはならない。そちらを誰に任せるかとなると……やはりヴィータか。エリュシオーネがいるから連絡はなんとでもなるだろうし。連絡といえば、ユウキの奴やつは立ち直れるかな。あいつにも連絡役としてだけではなく、エゥラニア攻めの際の主力として活躍してもらいたいもんだが）

　こればっかりは時間が必要かもしれないなと、そう思うナーガだった。

　サッハとナッシサスを失ってはいたが、ハインドラ一族に厭えん戦せん気分は出ていない。

　悲しみにうちひしがれたり怒りに我を忘れたりする魔女もいない。

　ハリガン曰いわく、

「昔から人との戦いで仲間を失うことはあった。黒い森に隠れ住むようになってからはそんな機会も減ったが、それ以前は、戦って仲間を失い、戦って仲間を失いの繰り返しだったのだ。実際に仲間を失う場面はなくても、仲間をなくした話は先代たちから嫌というほど聞かされた。だから、慣れているのだよ」

　だそうだ。

（それはそれで心強いというか、頼もしいがな。ともあれ、ユウキの立ち直りを待ってはいられない。魔女軍を二つの作戦に割り振って、早さつ急きゆうに行動を開始しないとな）
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　ナーガはレンスールの街に拠点を移し、カッシゥスとリガヤから大陸本土沿岸の諸都市や西さい果はての半島諸都市の情報を得た。

　それら最新の情報を踏まえてナーガは戦略を立てた。

　魔女たちの多くも、ここ、レンスールの街に開設した魔女国の商館に移ってきている。

　ナーガは戦略を基に、今度は二方面──エゥラニアと西果ての半島の攻略──での戦術を組み立てる。

　エゥラニア攻略の主力はハインドラ一族とレンスールが用意した船団に陸上部隊。

　西さい果はての半島攻略の主力はスレイマーヤ一族とカサンドラ王国軍部隊。

　まだこのときは、ナーガの中に明確な「方面軍」という概念はなかっただろうが、その萌ほう芽がはあっただろう。

　レンスールの街、カサンドラ王国、そして魔女軍は、ナーガの立てた戦略と戦術に基づいて、各おの々おのが戦いの準備に邁まい進しんすることとなった。

　そんな折、アイスは忙しい合間を縫ぬって商館の一室を訪ねた。

　そこはユウキの部屋で、彼女の精神状態を考えたナーガとハリガンは、彼女にだけ一人部屋を用意してやっていた。





　３






「入るわよ、ユウキ」

　そっと戸を開けたアイスが呼びかけると。

　窓際の椅子に腰を下ろしてぼんやりと外を見ていたユウキが振り返った。

「アイスか。っていうか、もう入ってきてるじゃない」

「邪魔だったかしら？」

「……邪魔だわね。一人で考え事していたのに」

　邪魔だと言われたのもかまわず、アイスはさほど広くない室内を横切ってユウキの横に立った。

　部屋にあるのは寝台と衣装箱、文ふ机づくえくらいで、じつに殺風景な印象だ。

　すぐ横に立ったアイスの顔をユウキは物もの憂うげに見上げる。

「で。なんの用？」

「あなたが何をしているのか気になって」

「そう。相変わらず面倒見がいいのね、アイスは」

　そう言ってユウキは椅子の上で大きく伸びをした。

「とくに何もしてないわよ。見てのとおり、窓から海を見ながら考え事をしてるだけ」

　港に近い高台に建つ商館の三階のこの部屋は展望がよく、遙はるかに広がる大おお海うな原ばらも一望することができた。

「いい眺めね」

　そう言って、アイスもユウキの頭越しに窓の向こうを見やった。

　どこまでも続く青い海原に立つ無数の白い波は頭とう。

　海上を行き交う大小の船。

　上空を飛ぶ海鳥の姿も見える。

　ずっと黒い森に逼ひつ塞そくしてきた魔女たちにとって、それはあまりに開放的で魅惑的な光景だった。

　いや、むしろ幻惑的と言っていいのかもしれない。

　それまでの価値観が壊れていくような。

　それまでのこだわりが溶けていくような。

　そんな落ち着かない気分にさせられる。

（わたしでさえ、そんな気分になるのだから、ユウキはなおさらよね）

　などと思いながらも、アイスは青い海原を遠えん望ぼうしたまま呟つぶやくように言った。

「大きいわね、海は」

「……何が言いたいの、アイスは？」

　そう言って仰あおぎ見るユウキは、どこか疑わしそうな顔だった。

「別に言いたいことなんてないわよ？　ただ、目の前の景色を見て思ったことを口にしただけ」

「あ、そう」

　ぶすっとした顔でアイスから視線を外したユウキは、ゆっくりと首を巡らせ、再び海に目をやった。

「たしかに海は大きいわね。海がこんな大きかっただなんて驚きよね……ううん、驚くって言うよりも……」

　ユウキは少しだけ言葉を探すように俯うつむいたが、すぐに顔を戻した。

「こんな大きな世界があることを知らなかった自分が笑えてくる」

「たいていの人は、まぁ魔女もですけど、自分の目の前のことしか見ていないわ。だからあなたが海の大きさを知らなかったことを自じ嘲ちようする必要も恥じる必要もないし、自じ省せいする必要もないのよ？」

「ん……」

　ユウキは一言、気のない返事を寄よ越こしただけで、見るともなしに海を見つめている。

　不意にアイスが腰を折り、両手を伸ばす。

　右手をユウキの後頭部に置き、左手をユウキの背中に回し。

　ぎゅっとユウキを抱きしめた。

「なっっ、いきなり何っ!?　苦しいんだけど、アイスっ！」

　アイスの豊満な胸元に顔を埋うずめるような体勢で、ユウキは両手を振り回す。

「頑張ってね、ユウキ」

「はぁ？　だからなんのことかわからないと言って……」

　アイスは笑いながら手に込めた力を緩め、ユウキから体からだを離した。












「また来るわ」

「いや、もういいから。なんかアイスが心配してくれてるのはわかったけど、べつにわたし、心を病んでるわけでも自責の念に押し潰されそうなわけでもないから」

「そう？　だったら遠慮しておくわね。でも、代わりにユウキが話したいことがあったら、何か訊ききたいことができたら、いつでも来てくれていいのよ？　わたしも姉あね様さまも、ナーガさんも、いつでも話を聞くから。いつでも問いに答えるから」

　アイスが優しくそう呼びかけると、ユウキは唇を尖とがらせて応えた。

「ハリ姉ねえやアイスならともかく、あんな奴やつに話をしに行くとか、あり得ない」

「そうなの？」

「そうに決まってる！」

「わかったわ。ではね、ユウキ」

　アイスはひらひらと手を振りながら部屋を出て行き、くるりと体からだを回すと、静かに戸を閉めた。

　戸を閉めるときに覗のぞいた彼女の顔は、いつもと同様、にこやかに微笑ほほえんでいた。

　再び部屋で一人になると、ユウキは椅子から起たち上あがる。

「あ～も～、なんなのよ、アイスは!?　っていうか、いつまでもこれじゃ、わたしが馬鹿みたいじゃないのよ」

　彼女は美しい金髪を苛いら立だったような手つきで掻かき毟むしったが、すぐに手を止め、のろのろと顔を上げた。

　窓の向こうには果てしない海が広がっている。

　海の上にも果てしない青空が広がっている。

　こうして海を見下ろしていると。

　あるいは空を見上げていると。

　自分の小ささが感じられてしまう。

　ユウキはそのことに言いようもない苛立ちを感じるのだった。
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　ちょうどその頃、レンスールの街の港に集まった水軍船が出撃の準備を進めているところだった。

　その間かんを利用して、ナーガと魔女軍は演習を繰り返していた。

　激闘を経験して戦力を高めている魔女たちも、街を攻めるのは初めてだ。

　城攻めには城攻めの、野戦とはまた違った難しさがある。

　元いた世界の確たる記憶はないものの、ナーガは城攻めの難しさを直感的に、あるいは本能的に理解していた。

　まず守備兵は、接近する攻め手に対しては弓矢で攻撃してくる。

　超薄着──というかほぼ半裸──の魔女たちにとって、かなり危険を伴ともなう場面だ。

　また、乗り込んで城内を制圧する場面では乱戦になる可能性が高い。

　ケイなどの特別、特殊な魔女を除けば、これまた危険な戦いになる。

　それに城内に乗り込んでの乱戦となると、住民にも被害が出る虞おそれがある。

　陥おとしたあと、街を支配下に置くことを思えば、住民の被害は最小限に抑えたい。

　ナーガとしては、城じよう壁へきを突破して城内へ乗り込み、敵兵を排除しつつ城内を制圧するという常識的な戦法の代わりに別の戦い方を模索する必要があった。

　ナーガは主立った魔女を集め、己の考えを伝えることにする。
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　レンスールの街の商館にある応接の間に集まったのは。

　ハリガン。

　アイス。

　レラ。

　ケイ。

　ノノエル。

　クゥ。

　アルルカン。

　ランジュ。

　エンスーヤ

　以上の九人だった。

　他の魔女は留守番役として国都に残っていたり、連絡役として街の政庁舎に出かけていたり、奴隷兵たちと共に戦闘訓練を行っていたりする。




　その九人に対してナーガが自身の構想をざっと話して聞かせると、すぐにハリガンが疑義を呈ていしてきた。

「それだけで相手が降参するものか？」

　ハリガンだけでなく、アイスやレラも怪け訝げんそうな顔をしている。

　だが、ナーガは事ことも無なげに言い放った。

「すぐに降参するかどうかはわからないが、圧倒的な戦力差を見せつけてやれば、確実に戦意を喪失するだろうよ。そこで降伏を勧告する使者を送る。この使者にはレンスールの顔役がいいかもしれないな。これ以上抵抗しても無駄だと悟れば、同時に住民や支配者の安全が保証されれば、こちらの言い分を聞く気になるだろう」

「そういうものなのか」

　ハリガンはまだ半信半疑といった体ていだが。

「相手もレンスールと同様、商人の街だっていうからな、損得勘定は得意中の得意だろ。今までは海賊を飼っておくことが街の利益になったわけだが、海賊を飼うことが不利益になると思えば、連中は海賊を切り捨てるだろうさ」

　ナーガは自信満々でそう言い切った。

「いつもながら深くて鋭い読みで、す」

　レラが感心の顔でそう言うと、同意だとばかりにエンスーヤが頷うなずいた。

「本当に戦いくさ慣れしていますね」

「向こうの世界じゃあ、俺の日常は戦いくさ塗まみれだったみたいだからな。とはいえ当時のことはあまりよく覚えていないから、本当にそうだったかどうかはわからないが」

　ナーガはそう言って笑った。

「いや、本当だと思うぞ。でなくては、おぬしの百戦錬磨の指揮ぶりに説明がつかん」

　とハリガンは言い。

「そうですね。戦塗れといいますか、戦というお湯が張られた湯船に首まで浸つかっていたといいますか」

　とアイスが揶や揄ゆし。

「生まれたときから、戦いくさという産うぶ湯ゆに浸つかってたんじゃないの？」

　とケイが口を挟み。

「あら？　ケイちゃんが珍しく上う手まいことをいったわ」

　とアイスが揶揄し。

「青せい天てんの霹へき靂れきとはこのこ、と」

　レラが皮肉を言い。

「嵐が来る？」

　とクゥが傷口に塩を塗り込み。

「ふむ。ケイにも思考力というものがあったのだな」

　とランジュが止とどめを刺した。

「みんな、あたしをなんだと思ってるの！」

「ケイちゃんのことはケイちゃんだと思っているわよ？」

「そ、う。ケイはケイ以下でもケイ以上でもないただのケ、イ」

「レラのその言い方、ものすごく腹立つんですけど？」

「まぁいいじゃないか、ケイ。おまえはおまえってのは、そのとおりだと思うぞ」

「ナーガさんが考えるあたしって、どういうのよ？」

「ん？　そうだな。硬くて平らで馴なれ馴なれしい？」

「何それっ!?　あたし、どんな生き物なのっ！」

　クゥが、ぷっと噴いた。

「たしかにケイ、皮膚が硬くなって胸が平らで嫌になるほど馴れ馴れしい。ナーガさん、ケイの特徴をよく掴つかんでいる」

「お。クゥに褒められたぞ」

「ナーガさんを褒めつつ、あたしのことは貶けなしてるよね！」

「そんなこと、ない。クゥはケイのこと好き」

　ケイがジト目になって頭を引いた。

「本当かな」

「本当。もはや好きが高じて愛していると言える。ケイと接せつ吻ぷんしてもいいくらい」

「いや！　それは遠慮しとくから！」

「クゥ、俺のことはどうなんだ？」

「ナーガさん？　もちろん好き。もはや好きが高じて愛していると言える。縄を全部脱いでもいいくら……」

　と言いかけたクゥの全身に悪お寒かんが走った。

「いっっ!?」

　クゥが振り返ると。

　眉まゆを吊つり上げて自分のことを睨にらみつけているレラと視線が合った。

　レラの背中にどす黒いオーラが立ち上っている。

　見られているだけで体力や魔力が削り取られそうな怨おん念ねんが彼女の視線に籠こもっている。

　クゥにはそんなふうに思えた。

「脱がない。まったく脱がない。むしろ着込んでしまうくらいナーガさんのことは好きではない」

　ぷるぷるとレラに向かって首を振りながら、クゥがそんなことを言うと。

「なんだよ、悲しいこと言うなよ、クゥ。せっかくなんだから、ちゃんと脱げよ」

「せっかくだから脱げって……」

　ナーガの物言いにランジュが苦笑する。

「悲しむことはありませ、ん。クゥの代わりにわたしが脱ぎ……」

　そこまで言いかけて、レラは慌てて自分の手で口を塞いだ。

　だが、遅かった。

「あら？　あらあらあら？　レラってば、今なんて!?」

　アイスがしっかりと聞いていた。

「脱ぐの？　クゥの代わりにレラが脱いでしまうの？　ナーガさんの前で？」

「ぬぬぬぬ脱ぎませ、ん。脱ぐわけがありませ、ん」

　ノノエルが目を輝かがやかせ、隣にいるレラの手を取った。

「自分では脱がないということですか!?　つまりナーガさんに脱がされたいということですか!?」

「いきなりノノが食いついてきたっ!?」

「ですか、らっ。脱ぎもしませんし脱がされもしませ、ん！」

「え？　でもさっき、脱ぐって言いかけたわよね？」

「アイスの聞き間違いで、す！」

「そうだったかしらぁ」

「そうで、す！　ちなみにアイスが脱いだら殺しま、す！」

　レラが殺人光線を発しそうな険しい目つきでアイスを睨むと、アイスはわざとらしく身を捩よじった。

「いやだ恐こわい」

「おいおい、みんな、寂しいこと言うなよ」

「ナーガさん、そんなに脱いでほしいの!?　仕方ないなぁ。じゃあ、あたしが一肌脱いであげようか。一肌っていうか、一衣装」

「ケイが？　うん、ケイがなぁ」

「ちょおぉ!?　なんでそこで考え込むの!?　あたしだけ扱い酷ひどくない!?」

　ケイが泣き崩れる真ま似ねをしたところで、ハリガンから冷静なツッコミが入った。

「おい、ナーガ、また話が逸それているぞ？」

「あぁいかんいかん、つい俺まで食いついてしまったわ」

「脱ぐ話になると、際限なく否いや応おうなく止とどまることなく食いつくよね、ナーガさん」

「ぐはっ。ケイに竹篦しつぺ返がえしを食らった！」

　ナーガも楽しそうに笑った。

　一ひと頻しきり笑ったところで、ナーガは真顔に戻る。

「さて、エゥラニアの街の攻略だがな」

　魔女たちも笑みを消し、真剣な面持ちでナーガに視線を据えた。

「先ほども言ったが、街の中に攻め入ることなしに攻略する。それが基本線だ。もうこれ以上の抵抗は無駄だと思える状態に持っていく。そうしておいて、街中に突入する構えを見せつつ最後通つう牒ちようを送る。それで向こうは少なくとも開城交渉には応じざるを得なくなる。何しろこちらはいつでも街中に突入できるんだからな。ただ、そのためには海戦でも勝っておく必要があるんだが、そちらは水軍の船団に任せるしかないからな」

「それはわかった。となると、問題は、その方法だが。どんな策を考えているのだ？　街の規模はそれほどではないといっても、城じよう壁へきは二ヤルドもの高さがあるのだろう？」

　ハリガンがそう訊きくと。

「高さはそれほど問題じゃねえよ。今回は乗り越える必要はないんだからな」

「まぁ、そうかもしれんな。しかし、どうやるのだ？　高さはともかく、厚さも一ヤルドくらいあるのだろう？」

「攻撃部隊の主力はおまえとアイスだな」

　とナーガに言われ、ハリガンが、あ！　と叫んだ。

「吾われの髪の毛か！」

「それとアイスの拳げん骨こつと足だ」

　ハリガンとアイスが顔を見合わせる。

「たしかにそれなら……可能か？」

「そうですね。わたしと姉あね様さまの攻撃なら、鉄の城壁でもない限り、なんとかなるのではありませんか」

「あとは、そうだな、ノノエルにもやってもらうか」

「え？　わたしですか？　わたしの魔法には姉様やアイスのような破壊力はないですが」

「ところが、そうでもないんだな」

　ナーガの言葉にノノエルは目をぱちくりさせているが、他の魔女たちも同じようなものだった。

「レンスールの街の連中にもう一度確認しておく必要があるが、俺はノノエルの魔法でも充分にやれると思っている」

「ど、どういうことだ、ナーガ？」

「詳しいことはあとで説明する。先に手て筈はずの確認をしておこう」

　そう言って、ナーガは具体的な攻撃手順を話し始めた。

　その途中でアイスから、

「ちょっと待ってください、ナーガさん」

　と声がかかった。

「攻撃しているあいだは、わたしも姉あね様さまも敵からの攻撃に対して無防備になります。攻撃を避よけながら、では、存分に力を発揮できませんよ？」

　ハリガンもアイスに続いた。

「飛んでくる矢を払いのけることくらいなら吾われの髪の毛にもできるが、そうなるとアイスだけで作業を進めることに……いや、ノノエルもいるのか？　ノノエルがどうやるのかはよくわからんが、いずれにせよ、かなりの時間がかかるだろう？　その間に敵兵が討って出てきたら作業も続けられなくなるぞ」

「あ、じゃぁ、あたしもやる？」

　と言ってケイが右手を挙げた。

「あたしなら弓矢攻撃を避ける必要ないから。アイスやハリ姉ねえほどの破壊力はないけど」

「いや、ケイには見張り役と護衛役を頼みたい。他にも何人か護衛役として三人と一緒に城じよう壁へきまで進んでもらう必要があるな」

　ナーガがそう言うと、その場にいた魔女たちから次々に声が上がった。

「行きま、す」

「クゥも行く」

「わたしも行こう」

「わたしも行く。狼おおかみを連れていけば護衛として役に立つと思うよ」

「心強いな。まぁ実際に誰を連れていくかはあとで決めるとして。その前に黒い森で木を伐きり出してもらう必要があるんだ」

　全員が頭の上に「？」を浮かべて首を捻ひねった。

「城攻めのための兵器を作りたいのさ。昔、書物で読んだことがあるんだが、それを思い出してな」

　レラの瞳が、ぴきーん、と光った。

「どんな物ですかそれ、は!?」

　腰を浮かせ床しよう几ぎを持ち上げたレラは、素早くナーガの前まで移動してきた。

「紙と筆で、す。これに描いてみてくださ、い」

「相変わらずだな、レラは」

　とケイが呆あきれた声を上げる。

「ちょうどいい。どうせみんなで作らなきゃならないから説明が必要だ。ちょっと描いてみせるわ」

　羊皮紙を床の上に広げ、ナーガは筆を手に取った。

　墨を付け、羊皮紙にさらさらと絵を描いていく。

　全員がナーガの前に集まり、彼の手て許もとを覗のぞき込こむ。

「要するに屋根と側壁を持った長方形の車だ。でもって前方には板戸が付いていて、これを開けると前が素通しになる。後ろは最初から素通しだ」

「ふんふん、なるほど」

　魔女たちはナーガが描いた絵を見て頷うなずいている。

「内部の側壁には車を押し引きするための棒を取り付ける。これを兵が押して車を城じよう壁へきの間際まで進め、これを引いて城壁から撤収するんだ」

「なかなか大がかりな仕掛けだな。だが、本当にこれで敵の撃つ矢が防げるのか？」

　ハリガンがそう訊きくと、レラも上体を乗り出し、ナーガの顔を覗き込むようにして訊いてきた。












「といいます、か。矢を防ぐとなると、これは鉄で作るのです、か？　そんなことができる鍛か冶じ職人はわたしたちにはいません、が」

「いや、車自体は木製でいい。ただ、防御力強化のため、屋根や側壁の表側に金属の盾を貼りつける必要はあるだろうな。とくに火矢対策として」

「車自体が木製ならば、作れないことはありませんね」

　とアイスが絵を見ながら頷うなずくと、ランジュが呟つぶやくように言った。

「盾は手持ちの物を使うとしても、たくさんの盾を車に貼りつけるのは大変だな」

「まぁ三台くらい作ればいいだけだから、なんとかなるだろ」

　あくまでナーガは楽観的だ。

「三台？　吾われとアイス、ノノエルは同じ車に乗り込むのではないのか？　別々の車に乗り込むのか？」

「別々の車だ、ハリガン。それと、他に一台くらいは予備がほしいな。使っている最中に壊れるかもしれないし、敵の攻撃で天井や側壁が破れるかもしれない。そうなったら新しい物と交換しないとならないからな。虎の子の一台が壊れたから攻撃は中止しますなんて言ってたら、作戦を完かん遂すいできないぞ」

「それもそうだ」

「ナーガさんは昔これを使って戦っていたのです、か？」

　とレラが訊きくと、ナーガは、う～ん、と唸うなって首を捻ひねった。

「俺自身は使っていなかったと思うんだがな。俺がいた国の城は、ここと違って、ただの城なんだよ」

　そんなナーガの説明がよくわからず、魔女たちは揃そろって首を傾かしげる。

「つまり城郭都市じゃないってことだよ。城の周囲を囲むのは石や煉れん瓦がの城じよう壁へきじゃなく、木柵であることがほとんどだな」

　そこまで言って、ナーガは、そうか、と膝を打ち、呟くような小声で続けた。

「俺の城も石造りの城壁で囲めば、もっと強固になるな」

　ナーガの呟きを聞き逃さず、なおもレラが食い下がる。

「俺の城？　ナーガさんは自分の城を持っていたのです、か？　城郭都市ではないとするとどんな城なのです、か？　広さはどうでした、か？　城壁はないと言いましたが城その物は石造りなのです、か？」

「レラの奴やつが本領を発揮し始めたな」

　とハリガンが苦笑した。

「あ、いや、どうだったかな。持っていたような気もするが……はっきりとは思い出せないな」

　レラが、あからさまにガッカリした表情になった。

「思い出したらレラにはちゃんと教えるから」

「ええお願いしま、す」

「話を本題に戻そう」

　と言ってナーガは自分が描いた拙つたない絵を指し示す。

「要するに、ハリガンとアイスとノノエルがこれに乗り込んで城じよう壁へき間際まで進んで作業を進めるというのが策の眼目だ。となると、重要なのは車の強度だ。木の伐きり出しや加工はともかく、製作そのものは、おまえたちでやるより、カッシゥスに相談して木工職人とか鍛か冶じ職人なんかを手配してもらったほうがいいだろう」

「たしかに、そのほうが頑丈な車になるだろうな」

　とハリガンが言うと、アイスも頷うなずいた。

「専門の職人に頼んだほうが時間も節約できますね」

「ただし。一つ問題がある。街の守備部隊が大きな石を用意していると困る。石を城壁の上から落とされると、車をどれほど頑丈に作っても壊れる虞おそれがあるからな」

「むむむ、そうか。そうだな」

「というわけで、ハリガン、街の守備部隊がどんな用意をしているかを事前に探りたいんだがな」

「そういうときこそユウキの出番……なのだが、今は難しいな」

　ハリガンがそう言うと、一瞬、アイスが口を開きかけたが、結局、彼女は何も言わないままだった。

「となれば、セレナの天てん眼げんを使うしかない。セレナを街の近くまで送り込むのが難しいが……いや、エスピエーネの魔法で行けるな」

　ハリガンがそう言うと、ナーガが目を輝かがやかせる。

「ああ、新しく来るっていう魔女だな。敵に見つからずにセレナを近づけられる魔法ってどんなものだ？　エリュシオーネみたいに空間を飛び越える魔法の類たぐいか？　だとしたら、かなり使える魔法だな」

　するとケイが、あれ？　と首を傾かしげてハリガンを見やった。

「ハリ姉ねえ、まだナーガさんにエーネの魔法を説明してないの？」

　ケイの問いに、ハリガンはにやにやと笑いながら答える。

「ああ。何しろ見ればわかる魔法だからな」

「？……！」

　ハリガンの言う意味がわかったケイも、にんまりと笑った。

「たしかに見ればわかるよね」

「おまえら、なんか楽しそうだな」

　などとナーガが皮肉を言うと、ハリガンは真面目まじめな顔で、そうだな、と頷いた。

「おぬしがエスピエーネの魔法を見たときの反応を想像すると楽しくなってくる」

「なんだよ。どういう意味だ、それ。もったいぶらずに教えろよ。けち臭いな」

　ナーガがぶつぶつと文句を言う。

「安心しろ、すぐにわかる。あいつの魔法を使えば、セレナが敵に見つからずに街へ近づいて中の様子を探ることができる。その方法も、見ればわかるよ」

　ナーガは不ふ承しよう不ぶ承しようといった顔で頷うなずいた。

「ならば、いいんだがな。セレナが守備側の迎撃態勢を確認してくれれば、こちらの策も確定できる」

　気を取り直すようにナーガは、よし、と言って拳こぶしを握った。

「セレナの探索を待っていては間に合わない。ロザリアを通じてカッシゥスに話を通してもらうか。でもって、職人を用意してもらって攻城兵器の製作に取りかかってもらうか」

　ナーガは床しよう几ぎから立ち上がると、アイスに目を向けた。

「アイス、一緒に来てくれるか」

　とたんにレラの眉まゆが撥はね上がる。

「向こうが俺の策を疑うなら、おまえに魔法を実演してもらう必要が出るかもしれない」

「わかりました。政庁舎の壁を殴って壊しますか？　それとも柱の一、二本、蹴り壊してみましょうか？」

「いやいや、それはやり過ぎだから」

「そうですか？」

　なんとなくアイスは不満そうだ。

「そうだな、どこかに取り壊し間近の廃はい屋おくでもあれば、そこで実演と行こうか」

「思いきりやりますよ!?」

（嬉うれしそうだな、アイス。そんなに実演したいのか）

　ナーガがアイスを見やっていると、レラが躙にじり寄ってきた。

「わたしも行きま、す。相談の場で話を聞きたいで、す。兵器の製作現場にも立ち会ってみたいで、す。駄目だと言っても行きま、す」

　訴えるレラの必死さに、ナーガは苦笑するしかない。

「あ、わかったわかった。駄目だとは言わないさ」

「よかっ、た！」

「おまえの知的好奇心は止とどまるところを知らないな」

　と感心の顔でナーガが言うと。

「レラがナーガさんについていきたい理由は知的好奇心だけかなぁ？　何か別の理由があるんじゃないかなぁ、ノノ？」

「ですねぇ、ケイちゃん。他にも理由があるような気がしますですね」

　レラが二人に視線を向けた。

「ケイとノノは何が言いたい、の、か、な？」

　顔は薄く笑っているものの、目はあくまでもどこまでも真剣で、その視線は見る物を凍こおらせそうなほど冷たかった。

「なななな何も言いたくはないよ、うん」

「ですです。べつに言いたいことはありませんです」

　レラから視線を外した二人は、冷や汗をかきながら小声で応えるのだった。

「吾われは行かなくてもいいのか？」

「ハリガンはここに残って全体の統括を続けてくれ。国都やカサンドラ王国から何か連絡があるかもしれないしな」

「わかった」

「では今回の評定はこれまでとしておこう。各自、受け持ちの場所に戻ってくれ。何か疑問等が出た場合は、ここに詰めているハリガンに尋ねること。いいな？」

「おお──っっ！」

「では、行くぞ、アイス、レラ」

「はい」

「行きま、す」
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　その後、魔女たちは皆、目の回るような忙しさの中でエゥラニア攻めの準備に邁まい進しんした。

　五会頭に対して行われたナーガの提案はあっさりと了承された。

　ナーガの策が成功すれば人的被害を出さずにエゥラニアを降伏に追い込めるかもしれないのだから、カッシゥスたちにしても歓迎すべきことである。

　五会頭が集めた職人たちは大急ぎで攻城兵器の製作に取りかかったのだった。




　そうして半月後──。

　エゥラニアの街を攻撃し、海賊ジュダンドット一味を壊滅させるための作戦が開始されようとしていた。
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　エゥラニア攻略の準備と並行して、カサンドラ王国が西さい果はての半島に影響力を拡大するという作戦の準備も進められていた。

　そちらはエゥラニアの場合と違って、和わ戦せん両りよう様ようの構えである。

　まずはカサンドラ王国から諸都市へと使者が送られた。

　使者は派遣された国で、

「カサンドラ王国を攻めようとしたことを謝罪していただき、その上で今後は我が王国と協商関係なり同盟関係なりを結び、互いに繁栄する道を目指しましょう」

　と口上を述のべた。

　それだけでなく、

「申し出を認めていただけば、追って正式な使節団が派遣されましょう。認めなければ、使節団ではなく攻撃部隊が送られることになります」

　と、半なかば脅しもした。

　半島諸都市はカサンドラ王国の無礼ないい分に怒りはしたが、ではどうするのかということに関しては、各国で対応が割れた。

　侵攻してきた新教会の軍勢と戦うため、旧教会は戦力を西さい果はての半島から抜いている。

　カサンドラ王国の言い分を認めないのであれば、半島諸都市は教会の援助なしに自力で対抗しなくてはならない。

　とりあえず諸都市の首脳は一堂に会して、今後の対応策を話し合うことにした。

　会談の席では様々な意見が出た。

「魔女に敗れて戦力を減じているカサンドラ王国など恐るるに足たらず」

　と強気なことを言う国もあれば、

「その魔女の助力を得て、神の旅団を三個も討ち破ったのだぞ」

　と恐れる国もある。

「カサンドラ王国を討ち破った魔女が、今ではカサンドラ王国と同盟を結んでいるそうではないか。魔女の軍と戦って勝てるのか!?」

　と弱気になっている国もある。

　各国首脳は自分たちの考えを声こわ高だかに主張するだけで、話をまとめようという気運は盛り上がらなかった。

「たかだか二十や三十の魔女を恐れていてどうする！」

「たかだか二十や三十の魔女軍が旧教会の神の旅団を討ち破ったのだぞ」

「そ、それは……」

「それに、今は旧教会の援軍は望めないのだ。単独で魔女とカサンドラ王国連合軍と戦うつもりか!?」

「なんとか旧教会に援助を頼むしかなかろう」

「そんなことをしたら、新教会との戦いに兵を出せと言われるぞ」

「いま兵を送ることなどできん」

「そうだ。本国が手薄になったらカサンドラ王国と魔女の思おもう壺つぼだ」

「では、どうすると言うのだ!?　まさかカサンドラ王国と手を結ぶとでも？」

「いや、そうは言わんが」

「とりあえず、ここはカサンドラ王国と、上うわ辺べだけでも手を結んでおけばいいのではないのか？」

「だが、奴やつら、まず先の戦いくさを謝罪しろと言っているのだぞ？　賠償を迫せまられたらどうする気だ!?」

「賠償など無視すればいい」

「それでは手を結んだことにならん。連中が攻め寄せてくるぞ」

「カサンドラ王国にそこまでの兵力はあるまい」

「だから。連中は魔女と手を結んだのだ。あのジュエルジュードやグリスタンを討ち取った魔女と、貴殿の国は戦えるのか!?　戦って撃退できるのか!?」

「い、いや、それは……」

　ジュエルジュードやグリスタン、ゲッツェンバーグといった歴戦の神の戦士を魔女が討ち取ったという衝撃の報ほうは、すでに半島だけでなく大陸本土にまで伝わっている。

　半島諸国の首脳も、その知らせに接したときは腰を抜かしそうになった。

　現場から逃げ帰ってきた部隊長たちから話を聞き、神の旅団敗北が真実だと知ったとき、首脳は震え上がった。

　何より恐ろしいのは、カサンドラ王国が魔女と同盟を結んで神の旅団を撃退したことだった。

　魔女の後ろ盾を得たカサンドラ王国が、やがて自分たちの街を攻めるべく遠征してくるのではないかと首脳たちは怯おびえた。

　今やその不安が的中した恰かつ好こうである。

　半島には本格的に魔女と戦ったことのある国はなく。

　どの国にも魔女と戦った経験のある兵士など、ほとんどおらず。

　魔女の強力な魔法の噂うわさばかりが広がって。

　首脳の誰もが恐慌に陥おちいり、恐怖に震え、冷静な思考力も判断力もなくしていた。

　結局、会談の席では何も決まらず。

　改めて集まって対策会議を行うということだけを決めて首脳たちは散会した。

　だが、カサンドラ王国からは引っ切りなしに使者が送られてきて。

　要求を躱かわして時間稼ぎをしようとする首脳たちに対するカサンドラ王国の態度は、ますます強硬になってきた。

「これ以上は誤ご魔ま化かしきれない」

　各国の首脳の中には、そう考える者も出てきた。

　その中うちの一人がサント・ゼッファの街の執政官──ゼッファは王国ではなかった──で、彼は他の国に無断でカサンドラ王国との交渉を始めてしまった。

　執政官が交渉開始を決断したのには、幾つか理由があった。

　最大の理由は、このあいだ送られてきた使者の中に魔女が混じっていて、目の前で魔法を見せられた執政官以下の首脳陣が、みな怖おじ気けづいてしまったから、というものだ。

　サント・ゼッファの街は半島諸国の中でも南に位置する都市国家だ。

　もしカサンドラ王国が遠征してきたときは真っ先に狙われる位置にある。

　それも首脳が交渉を急いだ理由の一つだった。

　執政官が「交渉のための使節団を受うけ容いれる」と使者に返事をすると、ほどなくカサンドラ王国から正式な使節団が到着した。

　言うまでもないことだが、サント・ゼッファの街の執政官以下を魔法で脅したのはヴィータだった。
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　サント・ゼッファに送られた使節団の団長はヴェルガルスという男で、カサンドラ王国では外交全般を担当する官僚だ。

　彼に従う使節団員は四名。

　警護の兵が二百名。

　それ以外に五人の魔女が同行していた。

　サント・ゼッファの首脳にしてみれば、使節団の五名と警護の兵二百名よりも、わずか五名の魔女のほうが恐ろしい。

　みな半裸同然の出いで立たちの若くて綺き麗れいな魔女だというのに、会談に臨のぞんだ執政官以下の首脳はまともに魔女を見られないほど恐こわがっていた。

　ちなみに同行した魔女はいずれもスレイマーヤ一族の魔女で、族長ヴィータ以下、エリュシオーネ、ドーラドーラ、カーラマイヤ、アルンストシーの五人だった。

　前回、ヴィータの魔法で押し潰されそうになった執政官は、ヴィータ以下の魔女たちを下にも置かないもてなしでご機嫌取りに走るのだった。

（無ぶ様ざまな連中ですね。まぁ、こちらは仕事がやり易やすくて助かりますが）

　魔女と自分たち交渉団を応接の間まに導き入れ、酒食でもてなすサント・ゼッファの首脳陣を冷ややかな目で見つめながら、ヴェルガルスはそんなことを考えていた。

　ひとしきり酒食を楽しんだあと、やおらヴィータが椅子の上に立ち上がり──椅子から降りて床の上に立っても、首から下が卓に隠れてしまうのだ──長卓を囲んでいる一同を、腕組みをして踏ん反ぞり返るような体勢で睥へい睨げいした。

　びくぅっ。

　サント・ゼッファの首脳陣が椅子の上で仰のけ反ぞっている。

　首脳陣からだと、椅子の上に立つヴィータを見上げる形になるから、かなり際どい光景になるのだが、そんな際どい光景を楽しもうと思う首脳など一人もいなかった。

「執政官殿よ、そろそろ本題に入ったほうがよいのではないですかな？　こちらも何かと忙しい身、あまり時間に余裕はないのでのう」

「も、もちろん承知しておりますとも、ヴィータ殿」

　トスカーヤという名の執政官は自分の斜め前に座っているヴィータに向かって、へこへこと頭を下げてから、ヴェルガルスに向き直った。

　サント・ゼッファの執政官は文民であると同時に軍の指揮官でもあるが、今回はカサンドラ王国の使節団を饗きよう応おうし交渉するという立場なので、トスカーヤは軍務服ではなく文官らしい小こ綺ぎ麗れいな上着と筒つつ袴ばかまを身に着けていた。

　トスカーヤはサント・ゼッファの執政官を二期に亘わたって務めていて、小国をそつなくまとめ導いてきた、それなりに有能な四十絡みの男だ。

　小国サント・ゼッファの指導者としていろいろな苦労をしてきたからだろうか、少し髪の毛が薄くなっているが、逆に額の広さが理知的な印象を与えてもいた。

「で、ヴェルガルス殿、貴国の要求はどのようなものでありますか？」

「まずは、旧教会と共に我が国を攻めたことに対する謝罪と賠償……と言いたいところですが、幸い我が国は攻めてきた八はち八はち旅団も、その後の三個旅団も撃退できました。ですから謝罪と賠償を要求する必要はないだろうというのが、国王カサンドラ四世様の仰おおせであります」

　ヴェルガルスの言葉を聞き、トスカーヤはあからさまに安あん堵どの色を浮かべた。

「とはいえ我が国の兵士が何人か、戦いくさの犠牲になっております。貴国には犠牲者に対する追つい悼とう文ぶんと弔ちよう慰い金きんをいただきたく存じます」

　トスカーヤの顔に浮かんだ安堵の色は忽たちまち消えた。

「つ、追悼文はともかく、弔慰金はいかほど？」

「弔慰金でありますから、それは貴国の裁量でお決めくださればよいかと存じます」

　真面目まじめくさった顔でそう言うと、ヴェルガルスは表情を緩め、ふっと笑った。

「これは、ただの形式であります。貴国が謝罪の意を呈ていし、我が国がそれを受うけ容いれるという形が取れれば、それでいいのです。金額はさして問題ではありません」

　再びトスカーヤが安堵の息を漏らした。

「承知いたした。その件については受け容れられると思う」

　と言ってから、トスカーヤはヴェルガルスの顔色を窺うかがうようにして言葉を継ついだ。

「貴国の要求、他にもありますか？」

「駐在官の常駐と協商の締結。それから貴国を他の国から守るための部隊を城下に駐留させる許可。双方の商人に対する税を軽減する措置。以上であります」

「人質は要いらないのですか？」

「必要ないという国王様の仰おおせであります」

（賠償金も人質も要らないと言うのか。意外と寛大だな）

　というのがトスカーヤの感想だった。




　この辺の要求はリガヤとナーガの話し合いで決められたもので、とくに賠償金や人質を要求しないというのはナーガの主張をリガヤが受うけ容いれた結果だった。

　カサンドラ国王は、

「せめて賠償金を少しくらい取らないか？」

　などと未練がましく言っていたそうだが、ナーガは、損して得取れだろ、と言って押し切ったのである。




（それに、カサンドラ王国軍部隊の駐留は、こちらとしても願ったり叶かなったりだ）

　トスカーヤはそうも思った。

　いち早くカサンドラ王国と手を結ぼうとするサント・ゼッファに対して、他の半島諸国が難癖をつけてくる可能性は、たしかにある。

　サント・ゼッファは三百の兵しか持たない小国だから、他の半島諸国が結束して攻めてきたら単独ではとうてい対抗できない。

　だが、カサンドラ王国軍が近くにいれば、他国に対する牽けん制せい、抑止力になる。

　それに、とトスカーヤは頭の中で計算を巡らせる。

（カサンドラ王国は魔女国と結び。魔女国はレンスールの街と結んだという。つまりカサンドラ王国もレンスールの街との繋つながりができたということだ。レンスールの街は、商業の国として名を馳はせている。カサンドラ王国にも珍ちん奇きな品や貴重な産物が入ってくるようになる。双方が商人に対する税を軽減すれば、こちらを訪れる商人も増えるだろう。我が国も、おこぼれに与あずかれるかもしれない）

　というのが、小国サント・ゼッファの執政官、トスカーヤの計算……というか、打算であった。

　トスカーヤは決断を下した。

（いいだろう。カサンドラ王国と協商関係を結ぼうではないか）

　とはいえ、彼の一存では決められない。

　トスカーヤは執政官であって国王ではないのだ。

　この街の政体では、他国との協商や同盟などの最重要事項は、執政官と補ほ佐さ官かん、民事官の都合三名による合議を経ないと最終的な決定ができないことになっている。

　とはいえ、トスカーヤにとって補ほ佐さ官かんは気心が知れた仲間である。

　一方、民事官とはそれほど気安い間柄ではない。

　むしろ自派とは意見を異いにする派閥に属している。

　だが、常識的で計算高い男でもあるから、大きな問題にならないだろうと思った。

　トスカーヤは右隣に座る親しい補佐官──ランドールという男だ──に顔を寄せ、耳みみ許もとで囁ささやいた。

「受けようと思う」

「お任せする」

　二人のあいだでは、そんな短いやり取りがあっただけだ。

　次にトスカーヤは左隣に座るもう一人、民事官のフォルツォを見た。

　彼はまだ心が揺れ動いていた。

　カサンドラ王国と手を結べば、半島諸国から攻められるのではないかという虞おそれが拭ぬぐえなかったのだ。

　フォルツォの表情と視線から、そんな思いを察したトスカーヤは、

「カサンドラ王国と協商すればレンスールの街とも繋つながれると思うが、如い何かに？」

　と囁いた。

　その一言が躊ちゆう躇ちよするフォルツォを後押しした。

　サント・ゼッファ←→カサンドラ王国←→魔女国←→レンスールという図式が彼の頭の中で輝かがやきを放つ。

　レンスールの街との交易の道が拓ひらければ、取るに足たらない小国サント・ゼッファの街が発展する契機になるかもしれないと、そう思ったフォルツォは、無言でトスカーヤに対して頷うなずくのだった。

　ヴェルガルスに向き直ったトスカーヤは、威厳のある声と態度を心がけながら、徐おもむろに口を開いた。

「我が国は貴国との協商に同意し、駐在官の滞在、及び貴国部隊の城下への駐留を認めるものといたします」

　ヴェルガルスはちらっとヴィータに視線を向け。

　その視線を受けたヴィータが小さく頷いた。

　すぐにトスカーヤに視線を戻したヴェルガルスは、

「ありがとうございます」

　と低てい頭とうした。

「向こう後ごは二国が手を取り合って半島に確かな地歩を築き、さらなる発展、繁栄を目指してまいりましょう」

「そうしたいものです」

「善は急げと申します。協商条約の仮締結を済ませてしまいましょう」

　そう言って、ヴェルガルスは使節団の副団長から二通の書類を受け取った。

　彼は受け取った書類を卓上に置くと、トスカーヤが読めるように書類の上下を返して彼のほうへ差し出してきた。

　トスカーヤは素早く書類に記載された条文を読む。

　そこには先ほど説明があった事柄が並んでいた。





　９




・カサンドラ王国とサント・ゼッファは協商を締結し、以下の条項を実現させる。

・サント・ゼッファはカサンドラ王国の戦死者に対する追つい悼とう文ぶんと弔ちよう慰い金きんを用意する。

・カサンドラ王国はサント・ゼッファに駐在官を常駐させる。

・サント・ゼッファが必要と判断すれば、駐在官をカサンドラ王国に滞在させることができる。

・カサンドラ王国はサント・ゼッファを援助するための部隊を派遣する。

・サント・ゼッファはカサンドラ王国軍部隊の一部が城下へ駐留することを認める。

・双方は相手国から訪れる商人に対する通行税と売上税を軽減する。

・各条項の詳細は、追って詰めることとする。






　条文の最後に、カサンドラ国王の署名が入っていた。

　一読したトスカーヤは、問題はなさそうだと判断した。

　彼は一通を補ほ佐さ官かんの前に、一通を民事官の前に置いた。

　すぐに条文を読み終えた二人は、トスカーヤに向かって頷うなずいてみせた。

　トスカーヤは二人に頷き返すと、控えている秘書官に、

「署名をする」

　と呼びかけた。

　秘書官はすぐにペンとインク壺つぼを持参し、卓上に置いた。

　執政官としてトスカーヤが書類に署名を入れ、一通を手元に残し、もう一通をヴェルガルスに戻した。

「これで滞りなく仮締結は完了いたしました。貴国のご配はい慮りよに感謝いたします」

「こちらこそ。遠路ご足労いただき、まことにありがとうございました」

「では、早速ですが」

　そう言ってヴェルガルスは、傍かたわらの魔女たちを指し示す。

「この者たちが、我わが国が貴国に滞在させる駐在官となります。ご手配のほど、よろしくお願いいたします」

「なぁっっ!?」

　トスカーヤが、ぱかっと顎あごを落とした。

　彼だけではない。

　隣の補ほ佐さ官かんも民事官も、驚きよう愕がくに目を見開き、阿あ呆ほうのように口を開き、ヴェルガルスを見やっていた。

　いったん腰を下ろしていたヴィータが、またもや椅子の上に立ち上がった。

「吾われと吾の娘むすめらが駐在官として貴国に厄介になる。よろしく頼むぞ。うはははは」

　彼女の甲高い笑い声でトスカーヤが我に返る。

「そ、そんな馬鹿な。魔女が駐在するなど聞いてはおりません！　だいいち貴国の駐在官なのですから、貴国の者でなくてはならないはずです！」

　トスカーヤはそう抗議したが、ヴェルガルスは仮締結を交わしたばかりの書類をかざし、涼しい顔で応じてきた。

「もちろん、我が国の者も駐在いたしますとも。ですが、駐在官が我が国の者に限るとは条文のどこにも書いてはありません。我が国は魔女国と同盟を結んでおりますから、我が国が貴国に送り込む駐在官の中に魔女国の者が何人か混じっていても少しもおかしくないと思いますが？」












（や……やられた）

　トスカーヤは愕がく然ぜんとするが、もはやあとの祭りだった。

　カサンドラ王国の駐在官なのだから、当然、カサンドラ王国の者。

　そう思い込んでいた。

　まさか相手が魔女を送り込もうとするなど思ってもみなかった。

（どうする？　すでに仮締結は済ませてしまったが『詳細は追って決める』という一文を盾に拒否するか？　いや、拒否できるような内容ではないな。相手の言うとおり、条文にカサンドラ王国の者に限ると書いてない以上、同盟国の者がいてもおかしくはないが……しかし、魔女がこの街に入るとなると、住民たちがなんと言うか）

　おそらくは魔女に対する拒絶反応を示すだろうとトスカーヤは思った。

　彼自身、目の前に魔女が居並んでいるという現実を進んで受うけ容いれる気にはなれないのだから、住民はなおさらだろう。

　民事官のフォルツォが唐突に腰を浮かせた。

「そんなことは認められない！　魔女が我が国に住まうなど以もつての外ほかだ！」

　常識的なフォルツォの価値観では、魔女とは忌避すべき存在で、魔女と同じ街に暮らすことなど耐えがたいのだろう。

　この会談の場に魔女がいること自体、彼にとっては屈辱なのかもしれない。

（まぁ、自分も似たようなものだが。とはいえ、ここでは自分たちは弱者の立場だ。常識や好こう悪おを振り回すだけでは国は保てないんだがな）

　フォルツォは眉まゆを吊つり上げながらヴェルガルスに迫せまった。

　けれど、全身から怒りを発散させているのに決して魔女のほうを見ようとはしないのがトスカーヤには微笑ほほえましかった。

（いやいや、笑ってる場合じゃない。どうするか……）

　トスカーヤが迷っていると。

　ヴェルガルスがヴィータに目で合図を送った。

　小さく頷うなずいたヴィータが椅子の上に立ったまま腰に手を当て胸を反そらせてフォルツォを睨にらみつけると、彼女の視線に気づいたフォルツォは、ぎくりと上体を引いた。

「そこの民事官殿は正式に締結された協商の条約を反ほ故ごにすると申されるかや」

「ま……魔女風ふ情ぜいが何を偉そうに言うか！」

　ヴィータに対して怒鳴りながらも、決して彼女と視線を合わせようとしないフォルツォである。

「執政官殿も同じ意見か？」

　ヴィータが自分に鋭い視線を向けてきたので、トスカーヤは少し気け圧おされたように頭を引いた。

「いえ、そういうわけではありませんが」

「ならば協商の仮締結は正式に発効したという理解でよろしいのか？」

「え、ええ、まぁ、そうです、ね」

　フォルツォがトスカーヤに向かって怒鳴った。

「トスカーヤ殿。わたしは認めませんぞ！」

「しかしフォルツォ、すでに双方が署名を済ませている以上、仮締結は有効だ」

「だが条文に違反する行為があればその効力は失われるはず。カサンドラ王国の駐在官である以上、たとえ条文に書かれていなくても、カサンドラ王国の者に限定されるのは当然のこと。魔女が混じっているなど、あきらかに条文に違反する行為ではないか！」

「そうとも言えないぞ。条文に『限定する』と書いていない以上、同盟国の者であっても違反とはならないだろう。過去を見ても、そういう前例はたしかにある」

「前例!?　魔女を受うけ容いれた前例など、あるものか！　人と魔女を同列に扱うこと自体が我が街の住民に対する裏切りだ！」

　フォルツォの怒りは増すばかりだった。

　こうなると正面から筋道立てて論理的に説得するのは難しい。

「民事官殿はああ言っておるが、これは貴国の見解ではないのじゃな？」

　ヴィータという魔女の目つきが険しくなったのを目まの当あたたりにして、トスカーヤは困り果てる。

　ここで魔女を怒らせたら。

　魔女国とカサンドラ王国が同盟を結んでいる以上、両国が攻め寄せてくるのは確実だと思われる。

（そもそも魔女国の支援を受けたからこそ、カサンドラ王国は半島の制圧なんていう野望を実現しようという気になったんだろうからな）

　もし両国が侵攻部隊を送ってきたら、もっともカサンドラ王国寄りに位置するサント・ゼッファが真っ先に血祭りに上げられるのは確実。

（そうならないためにカサンドラ王国と手を結んでおこうと思ったのに。今や半島の諸国より、旧教会の神の旅団を二度に亘わたって撃退したカサンドラ王国と魔女国に勢いがある）

　トスカーヤの情勢判断と将来を見る目はなかなかのものだった。

　だからこそ彼は、半島諸国から反感を買う危険を冒おかしてまでもカサンドラ王国と結んでおこうと考えたのだ。

　だが、その配はい慮りよも民事官フォルツォが台無しにしようとしている。

（いや。むしろこれは好機かもしれないな。反対派を一掃して自分と自分の一派の地歩を固める絶好の機会……）

　トスカーヤは禍わざわいを転じて福となそうと考えた。

　立ち上がったトスカーヤは、ヴィータとヴェルガルスに向かって、

「仮締結は、もちろん有効です。これは国と国の信義の問題ですから、個人的な見解とは無関係であります」

「トスカーヤ、貴様、裏切る気か！」

　フォルツォが顔を歪ゆがめて罵ののしった。

「この腰抜けめ！　魔女に恐れをなして我が国をカサンドラ王国に売り渡すのか!?」

　フォルツォの剣けん幕まくに、補ほ佐さ官かんは狼狽うろたえた顔でトスカーヤとフォルツォ、ヴェルガルスやヴィータの顔色を窺うかがうばかりだった。

「黙れ、フォルツォ。貴様こそ恐怖に怯おびえて国を滅ほろぼそうとするのか」

「な……なんだとう!?」

「魔女が恐こわいのは貴様のほうだろう。だからこそカサンドラ王国の駐在官に魔女が加わるのを認められないだけだろう」

　本音を言えば、トスカーヤだって魔女が恐い。

　恐いが、味方にすれば心強い存在になる可能性があるとも思う。

（目の前にカサンドラ王国という好例があるではないか。恐くても我慢して上う手まく魔女と付き合い、味方にする。味方にして利用する。そのくらいの気概がなくてどうする）

　というのが現実主義者であるトスカーヤの決断だった。

　そのために、邪魔になるフォルツォを除外してしまう。

　ついでに、フォルツォに代表される反対派も一掃してしまう。

（サント・ゼッファのような小国が生き残るためには挙国一致が絶対に必要なのだ）

　だからトスカーヤは、この機会を利用してフォルツォを失脚させてしまおうとしたのである。

「き、き、貴様……言うに事欠いて俺が魔女を恐がっているだと!?」

「事実だろう？　その証拠に、貴様、先ほどからヴィータ殿をちらりとも見ようとしないではないか」

「ばっ馬鹿な！　魔女のような卑ひ賤せんな存在を見たら目が汚れるから見ないようにしているだけだ！」

　フォルツォは初めてヴィータのほうに顔を向けた。

　顔を向け、震える指でヴィータを指さして言った。

「見ろ、あの不遜で淫いん猥わいな出いで立たちを。夜、街角に立つ娼しよう婦ふでさえ、もっとマシな恰かつ好こうをしているわ！　淫猥で狡こう猾かつ、残虐で愚劣。魔女はそこにいるだけで害毒を垂たれ流す存在！　そんな奴やつらを街に入れるなど、狂気の沙汰だ！」

　叫ぶように自分を非難するフォルツォに、ヴィータは何も言い返さない。

　ただ薄い笑みを向けるだけだった。

　それが却かえってフォルツォの理不尽さを浮かび上がらせた。

　応接の間に居合わせたサント・ゼッファの幹部や秘書官、護衛兵、侍女たちも、決して魔女を歓迎してはいない。

　だが、彼ら彼女らの目からしても、フォルツォの言動は子供じみて見えて、気恥ずかしく思えるのだった。

　その場の空気を確かめたトスカーヤは、傲ごう然ぜんと言い放った。

「今のフォルツォの言動は、国の賓ひん客きやくに対する侮辱の罪に問われると思うが、ランドール、貴殿はどう思うか!?」

　いきなり名を呼ばれ、補ほ佐さ官かんは慌てて周りを見回した。

　カサンドラ王国の使節団の者や魔女たちの視線がすべて自分に向いているのを感じて、ランドールは大きな重圧を受ける。

　と同時に、トスカーヤが何かを狙っていることもわかった。

　もう何年も二人三脚でサント・ゼッファの街を運営してきた間柄なのだ。

（ならば、ここは流れに乗るしかない）

　ランドールも覚悟を決めた。

「たしかにフォルツォ殿の態度は賓客に対するものではありません」

「では、執政官トスカーヤの名において、賓客に対する侮辱の罪で、フォルツォの民事官解任を動議する！」

「何を言い出すかトスカーヤ！」

　フォルツォが顔を朱しゆに染めて怒鳴り返した。

「執政官トスカーヤこそ反はん逆ぎやくの罪で解任されるべきだ！　ランドール！」

　トスカーヤとフォルツォの双方がランドールの名を呼んだのは、最高意志決定機関としての執政官会議では多数決が常道だったからだ。

　だからこそトスカーヤは、ランドールを巻き込んでフォルツォを除外しようと決断できたのである。

　会談の結果を左右する、つまりはサント・ゼッファの未来を左右する立場となったランドールは、魔女に対する忌避感より、これまで共に行動してきたトスカーヤに対する信頼を優先させた。

　何より、国と国の代表が協商を締結しようという場で相手方に謂いわれなき非難を投げつけるフォルツォの態度こそ非難されるべきだと現実派のランドールは考えた。

「フォルツォの解任動議に賛同します」

「き……貴様！」

　怒り心頭のフォルツォは、頭の天てつ辺ぺんから湯気を噴き出しそうになっている。

「トスカーヤは反はん逆ぎやく者だ。我が国をカサンドラ王国と魔女に売り渡そうとしている。こんな動議に効力などない。衛兵！」

　フォルツォは振り返ると、壁際に直立不動で居並んでいる警護の兵に向かって手を振り回し、叫んだ。

「反逆者のトスカーヤを捕らえるのだ！」

　しかし、衛兵たちは互いに顔を見合わせるばかりで、行動を起こそうという者は一人もいなかった。

「フォルツォは解任された。奴やつを賓ひん客きやくに対する侮辱の罪で詮せん議ぎする。奴を捕らえよ！」

　今度はトスカーヤが衛兵に向かってそう命じた。

　だが、やはり兵たちは顔を見合わせたまま動けないでいた。

「何をしている！　早くトスカーヤを捕らえよ！」

　怒りに我を忘れたフォルツォが、衛兵の前まで歩み寄り、一人の兵の胸ぐらを掴つかんだ。

「どうした!?　なぜ動かん!?　貴様、魔女が我が国で大きな顔をして活動するのを認めると言うのか!?」

「い、いえ、そうは言いませんが……」

　衛兵は顔を背そむけ、それ以上何も言わなかった。

　何かの行動を起こそうともしなかった。

「貴様は!?　貴様はどうなのだ!?」

　フォルツォは居並ぶ衛兵の胸ぐらを次々と掴んで揺さぶった。

　だが、動こうとする者は現れない。

「腰抜けどもめ！」

　と吐はき捨てたフォルツォは、一人の衛兵の剣の柄つかに手を伸ばし、それを引き抜いた。

「貴様らが動かないのなら、儂わしが自ら反逆者を討ってくれる！」

　剣の腕に覚えがあったフォルツォは、ここで目の上の瘤こぶであるトスカーヤを斬ってしまおうと思った。

　衛兵が動かないのなら、それができると思った。

（トスカーヤさえ斬ってしまえば、ランドールを抱き込むことなど造ぞう作さもない。仮に二人がかりで抵抗したとしても、一緒に斬ってしまえばいい。二人を切り捨てれば、衛兵どもも動かざるを得なくなる。すぐに儂が執政官に昇って、我が一派の者を補佐官に据えれば国の危機は回避できる）

　それがフォルツォの判断だった。

　だが、彼はこの場にいる魔女の存在を忘れていた。

　フォルツォが衛兵の剣を抜き放ってトスカーヤを睨にらみつけた。

　この展開はトスカーヤも読んでいなかった。

　彼は少し焦り気味に衛兵に向かって叫んだ。

「そいつこそが反はん逆ぎやく者だ！　取り押さえよ！」

　だが、やはり衛兵は動かない。

　どうすればいいのか判断がつかないのだ。

「反逆者トスカーヤを処刑する！」

　抜き身の剣を構えたフォルツォが一歩進み出ると。

「協商締結国の執政官殿をお助けする。ヴィータ殿！」

　ヴェルガルスが叫んだ。

「承知じゃとも」

　椅子の上に立っていたヴィータの体からだがふわりと宙に舞った。

　まるで体重がなくなったかのように優雅に宙を舞ったヴィータが、右手を伸ばしながら降下してきた。

　彼女の右手が、トスカーヤに向かって突き進もうとするフォルツォの頭に触れた、その瞬間。

　ぎゃっ、と一声上げたフォルツォは、そのまま勢いよく前方に倒れ込んだ。

「ぐ……が……」

　剣を放り出したフォルツォは、俯うつぶせになって口を大きく開け、目を見開き、必死に呼吸しようとしたが、上う手まく息が吸えない。

　顔を上げようとしても。

　手足を動かそうとしても。

　重くて動かせない。

　彼の喉のどから切れ切れの声が漏れ聞こえてきた。

「ま……が……ね……ぐ……」

「何を言っておるのか聞こえんのう」

　ヴィータが魔法を緩めると、フォルツォの体が少しだけ軽くなった。

　彼は必死の形ぎよう相そうで首を擡もたげ、手足を持ち上げ、ヴィータを睨にらんで叫んだ。

「この魔女め！　卑劣で卑ひ怯きようで極悪で淫いん猥わいな毒どく婦ふめが！　神の聖なる炎に焼かれて地獄に墜おちろ！」

「言いたいことはそれだけかや？」

　ヴィータが再び魔法の効力を戻すと、フォルツォは、ぐえ、と呻うめいて顔を落とした。

　手足で支えきれなくなった体が床に押しつけられた。

「トスカーヤ殿。此こ奴やつはどうすればいいですかな？」

「剣を抜いた以上、反逆の罪は明らか。のみならず、賓ひん客きやくに対する侮辱の数々は見逃せません。この場でわたしが斬ります」

「いやいや、執政官殿が自らお手を汚すこともありませんよ。此こ奴やつは吾われが成せい敗ばいいたしましょう。よろしいか？」

　床に腹はら這ばいになっているフォルツォの頭に手を置いたまま、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべてヴィータがトスカーヤを見やると、彼は汚れ仕事をしなくてもよくなったことに小さく安あん堵どの息を漏らして答えた。

「……お願いいたします」

　フォルツォが血走った目をぎょろりと動かし、力を振り絞って声を出す。

「こ……の裏切……り者……が！」

「黙れ」

　ヴィータが一気に魔法の威力を高めた。

　べしゃ。

　嫌な音がしてフォルツォの体からだが床にめり込んだ。

　実際はめり込んでなどいないが、その場に居合わせた者たちには、そう見えた。

　何な故ぜならフォルツォの体があり得ないほど平べったくなっていたからだ。

　骨格も内臓も、自らの体の重さで圧壊してしまったのだ。

　人の体とは思えないほど平たくなったフォルツォは、血ち反へ吐どを吐はいたまま、ぴくりとも動かない。

　ヴィータはフォルツォの頭から手を離し、ゆっくりと立ち上がった。

「執政官殿に仇あだ為なそうとした反はん逆ぎやく者は成敗いたしました」

　小柄な魔女の足下に倒れ伏しているフォルツォの平たくなった体を見つめながらトスカーヤは、

（やはり魔女は恐こわい）

　と思った。

　その一方で、恐ろしい魔法を眼前で見せつけられ、

（だが、頼りにもなる）

　とも思った。

　自らも一度、ヴィータの魔法を味わっていたが、人を圧死させるほど強力なものだとは思わなかった。

（そうだとも。この魔女たちを後ろ盾にしているのなら、カサンドラ王国は本当に半島を制圧してしまうかもしれないではないか。だから）

　トスカーヤは震える声でヴィータに応えた。

「ご苦労様でした、ヴィータ殿。我がサント・ゼッファは、あなたが駐在官として滞在することを歓迎いたします」

　そんな執政官に向かってヴィータは鷹おう揚ように頷うなずいてみせる。

「うむ、世話になる。よろしくの」

　トスカーヤはヴィータからヴェルガルスのほうへと顔を向けた。

「我わが国は魔女の駐在官殿を受け入れることといたします」

　トスカーヤに対してヴェルガルスが頭を下げてきた。

「ご配はい慮りよ、痛み入ります」

　トスカーヤが部屋にいる衛兵たちを見回した。

　衛兵たちは皆、眼前で見せつけられた魔法の威力に度肝を抜かれ、唖あ然ぜんとした顔で棒立ちになっている。

　トスカーヤは隊長の名を呼んだ。

「ジッグス！」

　それで隊長が我に返る。

「は、はい、トスカーヤ様」

「我が国の将来を危うくする者たちの大掃除をしなくてはならない。反はん逆ぎやく者フォルツォに連なる者たちを捕らえるのだ」

　隊長は返事をするのを躊ちゆう躇ちよした。

　そんな彼に、トスカーヤがなおも言葉を重ねた。

「放っておけば、フォルツォの仲間が魔女の方たちを襲うかもしれないぞ。そんなことになれば、我が国はカサンドラ王国と魔女国を敵に回すことになるのだ」

　トスカーヤの言葉に、ジッグスは震え上がった。

　魔女国と戦うようなことになれば、自分が兵を率いて、あの恐ろしい魔女たちと戦わねばならないのだから当然か。

　ジッグスは冷や汗を流しながら立ち尽くす。

　そんな彼を、カサンドラ王国使節団の一行が、そして五人の魔女たちが、じっと注視している。

　その視線の圧力に隊長は抗しきれなかった。

（仕方がない。フォルツォ様は、いやフォルツォは反逆者なのだ）

　そう自分を納得させた彼は、トスカーヤに向かって敬礼した。

「反逆者フォルツォに連なる者たちの身柄を確保いたします」

「すぐに手て筈はずを調ととのえよ。それと軍の首脳を呼ぶのだ」

「は！」




　神の旅団が魔女に討ち破られるのを身近で見聞きしていた軍の首脳に、魔女を拒む気はさらさらなかった。

　魔女の強さは頼むに足たる。

　彼らもそう思った。

　カサンドラ王国と魔女の連合軍と、半島諸国の連合軍。

　神の旅団が来ないなら、どちらと組むべきかは明らかだ。

　軍の首脳もそう判断した。




　こうしてサント・ゼッファにおける静かな政変劇は幕を閉じた。

　半島に、カサンドラ王国と魔女国に通じる最初の国が登場したのである。
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　その後ほどなく、サント・ゼッファの街はカサンドラ王国と正式に協商条約を締結した。

　そのことが他の半島諸国にもたらした衝撃は絶大だった。

　反カサンドラ王国の立場を明確にする国が多かったが、中には態度を明らかにしない国もあった。

　半月ほどで半島の勢力図は、だいたい固まってきた。

　サント・ゼッファの街が積極的にカサンドラ王国と手を結び。

　その北方にあるレグナゥスの街は様子見に走り。

　その他の諸国は反カサンドラ連合を組むに至った。

　ただし、反カサンドラ連合諸国にも温度差はあった。

　強硬派は比較的大きな都市国家が三つ。

　それ以外の小国は、その三国に引きずられている恰かつ好こうだ。

　リガヤはナーガと語らって、反カサンドラ連合の中心となっている都市国家を粉砕する腹を決めた。

　そのためには魔女の力が必要不可欠だった。

　しかし、いまハインドラ一族は、ナーガと共にエゥラニアの街を攻めるべく大陸に渡ろうとしている。

　反カサンドラ連合との総力戦ともなれば、戦力的にカサンドラ王国単独では難しい。

　スレイマーヤ一族が加わったとしても、戦力的にはまだ不足気味と言える。

　エンスーヤやナムジャ、アストゥロの一族は戦いの経験に乏とぼしい。

　ナーガとハインドラ一族の力は絶対に必要だった。

　そこでナーガとリガヤは、エゥラニア攻めが終わり次第、半島に取って返して反カサンドラ連合打倒の兵を起こすことに決めた。

　それまでは反カサンドラ連合に有形無形の圧迫をかけ続けるのだ。

　まずは軍備の増強。

　魔女との戦いくさで消耗した国軍の充実を図るべく、リガヤは様々な手を打つのだった。
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　ナーガと魔女軍、そしてレンスールの街が用意した部隊によるエゥラニア攻めの手配が調ととのったのは、夏も盛りになろうという頃だった。

　レンスールの街は攻撃部隊を送り込む前にエゥラニアに対して使者を送り、「ジュダンドット一味を追放し、これまでの海賊行為による被害の一部を賠償せよ」と要求した。

　当然のようにエゥラニアの街はジュダンドット一味との関わりを否定し、要求を拒否してきた。

　その際、「そのような言いがかりでこちらに兵を向けるつもりなら、我々は完かん膚ぷなきまでに貴軍を討ち破るつもりだ」と言い添えてきた。

　その回答を見る限り、交渉による解決は不可能。

　そう断定した五会頭とナーガは、ついにエゥラニア攻撃部隊の出撃を決めた。
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　レンスールからの最後通つう牒ちようを受けるや、エゥラニアの街は直ただちにジュダンドット一味を呼び寄せた。

　両者の関係がすでにレンスールに掴つかまれている以上、隠し立てする必要はもうなかった。

　本拠地を出た海賊船団は堂々と海を渡り、おおっぴらにエゥラニアの街の港に入船した。

　それを知った五会頭筆ひつ頭とうカッシゥスは、残りの五会頭とナーガを呼び集めた。

　政庁舎の評ひよう定じようの間まに集まってきた五人に向かって、カッシゥスは少しだけ強こわばった顔で告げる。

「奴やつら、正面から闘やり合うつもりですぞ。もはや交渉の余地はありません」

「こうなれば、食うか食われるかね」

　とロザリアが応じ。

「食うか食われるかの戦いとなれば、魔女の存在が頼もしいな」

　とヴィットーリオが続き。

「そうだな。あの魔女たちの戦闘力が大きくものを言うだろう」

　とコロネルが応えると。

「ああ、大きかったのう」

　そう言ってサレンジャスが両手を胸の前に持ち上げ、前後左右に振った。

「踊ると激しく揺れておったからのう。戦いくさに勝ったら魔女たちに戦勝記念の踊りを踊ってもらわんとなぁ？」

「「そこか！　この期ごに及んで言うことがそれか！」」

　ヴィットーリオとコロネルが激しくツッコんで。

「このすけべ禿はげ爺じじいは」

　ロザリアが蔑さげすんだ目を向けた。

「何を言うておる。戦に勝ったら戦勝会を派手に行う必要があるじゃろうが。そこで街の住民や旅の商人どもに魔女の踊りを見せれば、魔女たちの戦功をお披ひ露ろ目めする絶好の機会になるじゃろが。のう、ナーガ殿？」

　サレンジャスが自分のほうに顔を向けて同意を求めてきたので、ナーガは大きく頷うなずいてみせた。

「サレンジャス殿の言うとおりだ。俺としては魔女たちの存在が世間に認められる機会は逃したくない。あいつらも喜んで踊るだろう。もし嫌がっても、俺が踊らせるわ。あいつらの戦勝記念の踊り、俺も間近で見たいんでな」

「そうじゃろう、そうじゃろう」

「何しろ、こう、激しく揺れるからな！」

　ナーガも両手を胸の前に持ち上げて前後左右に揺さぶった。

「そうじゃろう、そうじゃろう！　こう、な？」

「ああ、こうだ！」

　サレンジャスとナーガが揃そろって胸の前で両手を動かしているのをロザリアが呆あきれた顔で見やっている。

「駄目だ、こいつら。サレンジャスはともかく、龍りゆう王おうの御み遣つかい殿がこれほどすけべぇだったとは」

　呆れた顔でロザリアは力なく頭を振った。

「まぁ、踊りは勝ったあとの話だ」

　両手を下ろしたナーガが真面目まじめな顔に戻った。

「連中がこちらを迎撃してくるというなら、こちらもそれなりの対応をしないとな」

　ナーガがそう言うと、カッシゥスは渋い顔で頷いた。

「……そうですな。できれば穏おん便びんに済ませたかったのですが、もはや、そんなことを言っていられませんな」

　ナーガは五会頭の顔を見回して言った。

「ってことで、もう一度、戦略を練っておこう」
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　五会頭との軍議を終えると、ナーガは水軍船団が待つ港へと向かった。

　いよいよ船団が海を渡るときだ。

　この季節なら海が荒れることは少なく、半島から大陸本土へ渡るのも簡単だ。

　ナーガと魔女たち、そして陸戦兵力の千二百──このうち二百は輜し重ちよう部隊の扱いだった──は直接エゥラニアの街を目指すのではなく、レンスールの友好国であるヴィジャガの街の近くに上陸し、そこから陸路でエゥラニアの街へと進軍することになっている。

　攻撃部隊の指揮官はジェノスという男で、彼は二百を直じき率そつし、彼に従う二人の大隊長が四百ずつを率いていた。

　残りの二百は輜し重ちよう運搬のため、ヴィジャガの街の近くに留とどまることになる。

　攻撃部隊千二百は魔女軍と共にナーガの指揮下に入ることになっている。

　つまり陸上攻撃部隊の総指揮官はナーガ、そういう位置づけだった。

　部隊の兵や隊長たちの中には魔女と共同戦線を張ることに疑問を抱く者もいたが、魔女軍が神の旅団を二度に亘わたって撃退し、三人の旅団長を討ち取るという大戦果を上げたことは皆が知っている。

　兵たちからすれば頼もしいこと、この上ない。

　それにナーガたちを受うけ容いれたあとの作戦だから、熱心な旧教会の信者は最初から除かれていて、従軍を拒否するような兵士は出てこなかった。

　都市攻撃部隊の戦力は、歩兵が九百に騎兵が百だ。

　騎兵が百というのは少ないように思えるが、元々が街攻めの兵力で、なおかつエゥラニアの街の守備部隊も騎兵の割合は低いから、これで問題はなかった。

　むしろ騎兵は、街攻めの戦力としてよりも攻城兵器を運搬する役目を期待されていた。

　攻撃部隊の千二百と魔女たちを大陸本土まで運んだ十隻以上の大型船は、すぐにレンスールの街へと引き返していった。

　今度は海戦用の兵士を積んでエゥラニアの港を目指すのだ。

　大陸本土に上陸したナーガは二百をヴィジャガの近くに残し、残りの一千を率いて進軍を開始した。

　最初の作戦目標はエネビア高地と呼ばれる丘陵地で、そこを占拠すれば、海沿いの街道だけでなく、エゥラニアから内陸へ向かう街道も押さえることのできる重要拠点だ。

　まずナーガは騎兵五十と歩兵三百五十、それに魔女軍を先行させ、エネビア高地の占拠を狙った。

　占拠した後に全軍を進め、そこに本陣を置くつもりだ。

　ナーガ自身は先行する魔女軍と共にエネビア高地を目指した。

　このレンスール陸戦部隊の動きにエゥラニアの街がどう対応するのか。

　無視して籠ろう城じようを続けるのか。

　高地占拠を阻止するための迎撃部隊が討って出てくるのか。

（そこが最初の大きな分岐点だな）

　ナーガは相手の出方を注意深く探らせつつ進軍を続けた。
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　ナーガやハリガンたちを乗せた水軍の船団が港を離れていくのを、ユウキは商館三階にある自分の居室の窓から眺めていた。

「……行っちゃったか」

　ユウキは留守番としてレンスールの商館に残ることになったが、それは商館の留守を預けたというより、先の戦いで受けた衝撃から未いまだに立ち直っていない彼女をナーガやハリガンが慮おもんぱかって、敢あえて連れていかなかったというほうが正しいだろう。

　商館にはロザリアの家の者が何人か詰めてくれているので、ユウキが何かをする必要はなかった。

　だが、広い商館に魔女は自分一人だけという状況が、彼女の心に寂せき寥りよう感かんを呼び起こす。

　その寂寥感は、屋敷に仲間がいないことから来るのではなく、仲間に取り残されてしまったというユウキの思いから来ていた。

（みんなは前に進んでいるのに、わたしだけ同じ場所に留とどまって、足踏みしてる。それでいいの？）

　ユウキは自問する。

　もう何度目の自問だっただろうか。

　答えは出ているはずなのに。

　でも、それを実行に移すのが怖い。

　それを認めるのは。

　それをしてしまうのは。

　今までの自分を否定することに繋つながるからだ。

　人を憎み、人に敵意を燃やしてきた自分。

　人を殺すことに拘こだわり続けてきた自分。

　そんな自分を今ここで否定するほど潔く開き直れない。

　自分を否定し、新しい未来を信じられるほど楽観的にはなれない。

　けれど、いつまでも同じではいられない。

　いつまでも同じ場所で足踏みしてはいられない。

　いつまでも後ろを向いてはいられない。

　それもわかっている。

　わかってはいるが、まだ彼女の中でいろいろなことが整理できていなかった。

　これまでの自分を捨て、新しい生き方をしていく、その割り切りができなかった。

「わたしの信念とか生き方はともかく」

　身を乗り出すようにして窓から海うな原ばらを見つめていたユウキは、小さなため息を漏らして少し上体を引いた。

　開け放った窓から湿り気を帯びた潮風が吹き込んできてユウキの鼻び腔こうをくすぐる。

　降り注ぐ陽光を受けて無数の波は頭とうが煌きらめく様は、海全体に貴石をぶちまけたかのようだ。

　すでにナーガたちを乗せた船団は港を離れ、ユウキの視界からは消えていた。

　大陸本土に着けば仲間の魔女たちは船を下り、新たな戦いに臨のぞむことになる。

（それをこんな遠く離れたところから見ているだけでいいのかな……）

　不意にリィリィの顔がユウキの脳裏に浮かんだ。

（前の戦いのとき、彼女、なんて言ってたっけ。たしか……）

「戦いくさは危険だし怖いけど、でも目指すべき理想の未来があるのなら、その怖さにも耐えられるのよ。命を懸かけて戦う気にもなれるのよ。座ざして滅ほろぶのを待つだけより、未来のために戦って死ぬほうがまだマシかなって思えるのよ。誰かが死んでも、あたしが死んでも、残った仲間が理想の未来を手に入れられるのなら、嬉うれしいじゃない？」

　たしかリィリィはそう言っていた。

　ユウキの目に、じわりと涙が浮かんだ。

　リィリィの言う目指すべき理想の未来とは「魔女と人とが共に暮らせる世界」だ。

（そんな未来が本当に来るのなら、わたしだって見てみたいわよ。でも）

　強く瞼まぶたを擦さすったユウキは、眼下の大おお海うな原ばらを睨にらみつける。

（人間に対する恨みは消えていないけど。新しい世界の実現を確信できてはいないけど。可能性があるのなら。目の前に道があるなら。とりあえずは進むしかないのかな。まぁ、わたしの場合、道がなくても空を飛んでけるんだけど）

　ユウキは視線を、頭上に広がる青空に向けた。

（そう、わたしは飛べるんだから。飛んで、みんなと一緒に戦わなきゃダメだよね。まだ結論は出せないけど。まだ覚悟が決まらないけど。新しい世界や新しい生き方はともかく、みんなが戦ってるときに、こんなところで一人のうのうと海を眺めてちゃダメだよね）

　しばらくユウキはどこまでも続く青空を見つめていたが、やがてのろのろと顔を戻し、部屋の中に下がっていった。

　部屋の片隅に置かれた飛空艇を見やりながら、彼女はこう思った。

（とりあえず行こう。行って、みんなと戦おう。リィリィやライバッハに対してわたしがどう責任を取ればいいのか、結論を出すのはその先でも遅くない……よね）
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　大陸本土に上陸して進軍を続けていたレンスール陸戦部隊の本陣に、街を見張らせていたセレナが姿を現した。

　すぐに彼女はナーガの前に連れていかれた。

　セレナが口早に報告をすると、

「エゥラニアの船団は港に籠こもったままか」

　床しよう几ぎから立ち上がったナーガがそう問い返してきた。

　エリュシオーネのように長いマンテラで体からだを覆おおったセレナが、はい、と頷うなずく。

　報告には、本陣にいたハリガンやレラ、アイスなどが立ち会っている。

「港の出入り口に鎖を張ったままです。水か主こや戦闘員と思われる者が大勢、船に出入りはしていますが、すぐに出撃という感じはありませんでした」

（相変わらず便利だな、セレナの魔法、天てん眼げんは）

　報告を聞きながら、ナーガは感心する。

（こうして外にいても街中の様子が手に取るようにわかる。苦労して何人もの乱らつ破ぱを送り込んでも、こうはいかないだろう……ん？）

　ナーガは「乱破ってなんだっけ」と喉のどまで出かかった言葉を、かろうじて呑のみ込こんだ。

（ここで何か言えば、またレラの奴やつが食いついてきて面倒だからな。今はそれよりも）

「守備部隊のほうはどうだ？」

「それなんですが」

　報告するセレナの表情が少し曇った。

「そちらは出撃の準備を進めているように思えました。おそらく一千くらいの兵が街から出てくるのではないでしょうか」

「そうだろうな。奴らにしてみたら、エネビア高地を占拠されるのを座ざして見ているわけにはいかないからな」

　そう言ってナーガは不敵に笑った。

「高地を押さえられてしまうと、奴らの生命線の一つとも言えるリュゼック街道の通行が脅おびやかされる。海上路は沖合のレンスール船団が邪魔で使えない。リュゼック街道まで使えなくなったら、奴ら、干上がってしまうからな」

　笑みを納おさめたナーガは、ところで、とセレナに向き直る。

「城じよう壁へきの守りはどうだ？　石は積んでいるか？」

「何台かの投石機を用意してはいましたが、城壁の上に石や丸太を載せてはいません」

「であれば、そちらは予定通りに行けるな。まぁその前に討って出てくる敵の部隊を撃退しなくちゃならないが」

「で、どうする、ナーガ？　後続の六百を呼んで全軍で敵に当たるか？」

　とハリガンが訊きくと。

「いや、六百には攻城兵器を運ぶという役目がある。エネビア高地の占拠は俺たちだけでやろう」

「だが、出てくるのが千だとすると兵力的に苦しいのではないか？」

　ナーガはハリガンに向かって、ははは、と高笑いしてみせる。

「四百対千だけなら苦しいがな。そんなときのためにおまえたちがいるんじゃないか」

「それもそうだな。実際、吾われらは二十ばかりでカサンドラ王国軍の二千を撃退したこともあるからな」

「そういうことだ。たかだか一千程度、おまえたちだけでどうにでもなる」

「任せておけ」

　自信ありげに応えるハリガンに向かって頷うなずくと、ナーガは顔を巡らせた。

「アイスもレラも、頼んだぞ」

「はい、やりますよ？」

「頑張りま、す」

「セレナには引き続き街の内情を探ってもらいたいんだが」

　セレナは決意を瞳に漲みなぎらせ、はい、と頷いた。

「すぐに戻って偵察を続けます」

「ところでセレナ、エスピエーネとやらは向こうに置いてきたのか？　そもそもおまえはどうやって敵に見つからずに街に近づけたんだ？　いくら天てん眼げんがあっても、街中の様子を探るには、相手の見張りに見つからずに街へ近づかなくては駄目だろう？　エスピエーネの魔法でそれが可能になるという話だったが、いったいどんな魔法なんだ？」

　未いまだにエスピエーネの魔法について説明されていないナーガは──まだ彼女に会ったことすらない──セレナにそう訊きいたのだが。

「あ、えぇと、それは」

　困った顔になったセレナがナーガの隣で床しよう几ぎに腰を下ろしているハリガンを見やると、彼女はにやにやと笑いながら逆に訊きき返してきた。

「どういう魔法か知りたいか、ナーガ？」

「知りたいに決まってるだろ！　見ればわかるとか言っていたが、本人がいないんじゃ、確かめようがないじゃないか」

「なら、本人に訊けばいい」

「は？　本人に？」

　ナーガはきょろきょろと辺りを見回すが、本陣にいるのは見知った魔女ばかりで、会ったことのない魔女は見当たらない。

　首の動きを止めたナーガは、思い切り怪け訝げんそうな顔をハリガンに向けた。

「どういうことだ？」

「すぐそこにおるから訊いてみればいい、ということだよ」

「なんだって!?」

　ナーガは慌ててもう一度、周囲を見回した。

　だが、知らない顔の魔女はいない。

「まさか！　他人になりすますことができる奴やつなのか!?」

「そうではないよ。そうではなく、ほれ、そこにおるだろうが」

　ハリガンはにやにや笑いを浮かべたまま、右手を挙げ、セレナの背後を指さした。

「あぁ？」

　彼女が指し示すほうにナーガが視線を向けると。

　赤茶けた地面の上に片膝立ちになっている者の輪郭がうっすらと浮かび上がった。





　７






「あぁあ!?」

　ナーガは思わず叫び声を上げてしまう。

「そいつがエスピエーネか！」

　うっすらとした人の輪郭はすぐに明瞭な線となり、同時に輪郭の中が人の肌の色に変わっていった。

　やがて片膝を落とした体勢の魔女の全身が露あらわになる。

　現れた魔女は全裸だった。

「そうか！　保護色なんだな！　体表の色を変えて背景に紛まぎれていたのか！」

　片膝を落としていた魔女はゆっくりと立ち上がり、腰に手を当て、胸を張って言った。

「正解だ。大正解だ。大成功だ。いい性せい行こうだ。とても精せい巧こうだ」

　いろいろと丸見えだった。

「いや……おまえ、自分の恰かつ好こうを自覚しているのか」

「もちろん自覚している。視覚している。知覚している」

　全裸で腰に手を当て胸を張っているエスピエーネに無遠慮な視線を這はわせながら、ナーガは言った。

「そうか。自分でわかってるならいいんだがな」

「ナーガさんを驚かすのに成功しましたね、エーネちゃん」

　そう呼びかけると、セレナはマンテラを持った右手を伸ばした。

「ああ、成功した。精巧に成功した。けれど生せい硬こうな性交はしていない」

　けたけたと笑いながら、エスピエーネはセレナからマンテラを受け取った。

　短髪で背はそれほど高くなく、筋肉質の体からだつきのエスピエーネは、胸部の盛り上がりはあまり大きくなく、股間の翳かげりも薄目だった。

　体つきはケイに似ていたが──胸部の盛り上がり具合はケイより少し大きい──受ける雰囲気はかなり違っている。

　体型だけでなく顔つきも少年のようで、声も低め。

　全身から不思議な中性っぽさを醸し出している魔女だった。

　エスピエーネは裸はだかの体からだをナーガに向けたまま、悠然とマンテラを羽織った。

　そのあいだずっとレラが、どす黒い殺気を撒まき散ちらしながら恐ろしい形ぎよう相そうで彼女を睨にらんでいたのだが、エスピエーネはどこ吹く風だった。

（こいつはこいつで凄いな。俺に裸を見られて平然としているとは。その上、あのレラの視線を受けて平然としていられるとはな。たいていの魔女はすくみ上がるものなんだが。というか。レラはいつもなんであんなに不機嫌そうになるんだ？　俺はべつにレラ以外の奴やつに向こうの世界の話をしようとは思っていないんだがな）

　その点に関しては意外と鈍いナーガだった。

「いや、しかし。見事なものだな、エスピエーネ。まったく気がつかなかったぞ」

　マンテラで全身を隠したエスピエーネが──その姿はエリュシオーネを連想させた──わざとらしく頭を下げる。

「お褒めに与あずかり恐縮だけど、迂う闊かつすぎるんじゃないかな、ナーガさん。僕がその気になったら、あなた完かん膚ぷなきまでに暗殺されてたよ」

「おまえが俺を暗殺する理由なんか、ないだろ」

「どうかな。僕はずっと森にいたじゃないか。他の一族と通じていて、あなたを暗殺するように唆そそのかされていたかもしれないのに。知らないのに。知り得ないのに」

（なんだ、こいつの喋しやべり方かた。っていうか、変な言葉遣づかいをする奴だな）

　と思ったナーガだが、それを指摘すると面倒なことになりそうな気がしたので、敢あえて無視した。

「その場合は」

　ナーガは隣にいるハリガンやアイス、レラを見やった。

「こいつらが教えてくれたさ」

　エスピエーネは、くす、と小さく笑って言った。

「そうだね。いくら身を隠していても防御力が上がるわけじゃない。裸ん坊だから極上の無防備なんだしね。無謀なほど無防備なんだしね。無能なほど無防備なんだしね。ハリ姉ねえの髪の毛で一刺しされただけで死んじゃうからね」

（この言葉を重ねて韻いんを踏む話し方、こいつの趣味なのか）

　思わずナーガが苦笑する。

「今のはちょっと言ってみただけ。いわばあなたを秤はかりにかけたってことかな。秤にかけて量る意図があったってことかな」

（秤にかけるって言い方、この場合、おかしいだろ）

　ツッコみたくて仕方がないナーガだが、ツッコんだら負けと思って我慢した。

　すると、横からハリガンが口を挟んできた。

「どうだ、ナーガ。此こ奴やつの魔法は森の中を見張るのにちょうどいいだろう？」

「たしかにな。森の木々に紛まぎれれば絶対に見つからないだろう」

「だからずっと森の中に残しておいたのだ。吾われらが大陸本土の街と戦うことになった以上、そうも言っていられなくなったから、こうして呼び寄せた」

　ハリガンに対して頷うなずいたナーガは、ところで、と言ってエスピエーネに向き直った。

「おまえが裸はだかなのは、保護色になるのは体表だけ、という理由からか？」

「理由からだね」

「なるほど。おまえが見つかり難にくい魔女だってのはわかった。しかし、セレナが見つからないのはどうしてだ？　おまえの魔法は他人に対しても有効……ってことか？」

「正解だ。正確に正解だ。正解なのはあなたの才覚だ」

「いや、だから……まぁいいや」

　ナーガはツッコむ言葉を呑のみ込こんだ。

「つまり、おまえの魔法でセレナも保護色になっていたから街に近づけたのか……って、待て！　ってことはセレナも裸になっていたのか!?」

　ナーガが驚きの顔を向けてきた。

（というか。セレナの奴やつ、あのマンテラの下は裸なのか!?）

　ナーガがまじまじと見つめるのを感じ、セレナは顔を赤くして俯うつむいた。

　俯いたのは、レラの視線が突き刺さって痛かったという意味もあった。

「そのとおりだね。その透とおるだね。まさに透明になるが如ごとく相手から見えなくなるのさ。体からだだけはね。ナーガさんがいみじくも看破したように僕が保護色にできるのは人の体だけ。着ている服は保護色にできないんだな。だからセレナにも脱いでもらった。全裸になってもらった。全身断然裸はだかになってもらった。これが本当の全ぜん然ぜん裸らだ。僕もセレナも一糸まとわぬ全然裸になって偵察任務に当たったんだ」

（全然裸って、意味がわからねえよ！）

　と内心でツッコむナーガだが。

（その場に居合わせたかったな）

　などと邪よこしまなことも考える。

　その瞬間、彼の全身に悪お寒かんが走った。

　はっとして顔を振り向けると。

　悪あつ鬼きのような顔つきのレラが、今度はナーガを睨にらんでいる。

　彼女の周囲で渦巻くどす黒いオーラがはっきりと視認できたような気がして、ナーガは慌てて顔を背そむけるのだった。

　どす黒いオーラを撒まき散ちらすレラにかまわず、気にせず、エスピエーネは平然と説明を続ける。

「むろんもちろん異論総論、武器や防具も保護色にはできない。だから僕の魔法は攻撃には向かない魔法ってことだね」

　ナーガは一つ思いついたことがあるので、それを確かめてみる。

「クゥの縄でも駄目なのか？」

「駄目だね」

「イクシーヌの入れ墨はどうだ？」

　エスピエーネが、ん？　と首を傾かしげた。

「あれは服じゃないだろ。むしろ体からだの一部なんじゃないのか？」

「イクシーの入れ墨か。それは試したことがないな。たしかにあれはイクシーの肌みたいなものだから。入れ墨があっても裸はだかみたいなものだから。行けるのかな？」

「体を硬くしたケイはどうだ？」

　エスピエーネは、あぁ、とため息のような声を漏らす。

「それも試したことはないな。というか。そもそも僕の魔法を使って誰かを保護色にするような必然性を感じたことなどなかったからね。誰のどんな状態を保護色にできるのか、できないのか。そんなことを考えたことがない。僕はナーガさんの肝心な質問に、関心があり感心している」

　レラが、けっっ、と吐はき捨てた。

「いつもながらエーネの話し方は超絶うざったいです、ね！」

「あれえ？　レラがそれを言う!?　それを言うで、す、か？」

「うざいうざいうざ、い」

「何を怒っているのさ、レラは。いつも不機嫌そうな顔してるけど、今日は一段と機嫌が悪そうだね。期限が終わりそうだね。不機嫌の起源はどこにあるのかな」

「こんな顔で悪かったです、ね」

（レラが口くち喧げん嘩かしてる図ってのは、なんか新鮮だな）

　ナーガが面白そうに二人を見ていると。

「レラとエーネは、あれで割と仲がいいのだ。だからこその口喧嘩だな」

　とハリガンがそっと教えてくれた。

「なるほどな」

「あ？　もしかして僕が裸をナーガさんに見せちゃったのが気に入らなかったのかい？　気を煎いらなかったのかい？　木が要いらなかったのかい？」

「意味がわかりません、ね！」

「なら、レラも見せちゃえばいいのに。魅せちゃえばいいのに」

「なななな何を言ってますかエーネ、は！」

「レラの貧弱な、貧相な、貧ひん鉱こうな裸でもきっとナーガさんは喜んでくれると思うよ」

「なんて失敬、な！」

「だって僕の裸はだかを見ていたときのナーガさんの目の輝かがやき、尋常じゃなかったもの」

「なんだばれてたのか」

　ナーガは悪びれることなく笑った。

「ばればれだったね。だからさ、僕なんかの裸でもあれだけ目を輝かせたんだから、レラの裸なら、ナーガさんの目は太陽のように明るく眩まぶしく眩まばゆく禍まが々まがしく光り輝くんじゃないかなと僕は思うんだ」

「禍々しく輝いたら駄目だろう」

　とハリガンが呟つぶやくようにツッコんだ。

　レラは目をぐるぐると回しながら、顔を真っ赤に染めて抗議の声を上げる。

「ななななな何を言ってますかエーネは馬鹿なこと言わないでくださ、い！」

「喜びに光り輝くよね、ナーガさん」

「太陽のように輝くかどうかは知らないが、レラの裸なら歓迎だな！」

　ナーガがいい笑顔になって、びし、と親指を立てると。

　レラは茹ゆで蛸だこのように体からだ全体を真っ赤に染め、鼻と耳と口から、ぷしゅ、と蒸気を噴き出して固まってしまった。

「あはははは、レラが照れてる。面白い。愉快だ。大愉快だ。超愉快だ」

　エスピエーネは腹を抱えて笑った。

　セレナは天を仰あおいで嘆息し。

　ハリガンは静かにナーガの両肩に手を置いた。

「そろそろ本題に戻らんか、ナーガ」

「あ。ああ、そうだな。そうだったな」

「言っておくが、今この大事なときに吾わが娘むすめに手を出したら承知せんぞ？」

「わかってるって。心配性だな、ハリガンは。俺は知性と理性の塊かたまりだぜ？」

「どの口がそんなことを言う！　おぬしはすけべえの塊かたまりだろうが！　知性ではなく痴ち性せいの塊だろうが！」

「ハリ姉ねえ、上う手まい！」

「エーネは黙っとれ！」

　ハリガンに睨にらまれ、エスピエーネは思わず、うへぇ、と首をすくめた。

　しばらくエスピエーネを睨みつけていたハリガンだが、やがてゆっくりと首を巡らせ、今度はナーガを軽く睨ねめつける。

「いいか、ナーガ。せめて吾われらの戦いくさに目め処どがつくまでは抑えてくれよ？　今、戦力としてのレラを失うわけにはいかんのだからな」

「だからわかってるって。心配のしすぎだ、ハリガン」

　ハリガンはジト目になってナーガを見やる。

「此こ奴やつはぬけぬけと……」

「まぁまぁ、ハリ姉ねえ。もしもナーガさんの痴ち性せいが暴走したら。自制が爆発したら。痴情が炸さく裂れつしたら。僕はこの身を投げ出してもナーガさんの暴走を制止するから。生死を賭けてするから。精子をかけてもらうから。大丈夫」

「最後、の！」

　突然レラが蘇よみがえった。

「ぜんぜん大丈夫じゃないで、す！　そんなこと許しませ、ん」

　エスピエーネが、にや、と笑った。

「じゃあレラがかけてもらう？　熱くて濃厚な奴やつを」

「そそそそそんなことも許されませ、ん」

　ハリガンが、どこまでも真面目まじめな顔で、そうだな、と頷うなずいた。

「少なくとも今は駄目だ。もう少し我慢せい、レラ」

「べっべつに我慢してるわけではありません、がっっ！」

「してるしてる。痩せ我慢してる。痩せるほど我慢してる。あまり我慢しすぎると、ただでさえ乏とぼしい胸がさらに目減りしちゃうんだぜ？」

「エーネがとことん失礼で、す！」

　一人、置き去りにされていたセレナが、おずおずとツッコんできた。

「あのう、そろそろいいですか？　できれば本題に戻っていただけませんか？　わたしも見張りに戻らなくてはなりませんし」

　ハリガンが、うほん、と咳せき払ばらいをする。

「そうだったな。で、ナーガ。どうする？」
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　ナーガは不敵な笑みを浮かべてハリガンの問いに答えた。

「予定どおりだ。このままエネビア高地を目指し、出てきた敵部隊を撃退して高地を占拠する。占拠したらリュゼック街道の交通を妨害してエゥラニアの街に人や物資が出入りするのを妨さまたげる。出撃した一千が撃退されれば、敵は籠ろう城じようするしかない。そこで運んできた攻城兵器を並べて城じよう壁へきに仕し寄よる。敵の反撃を排除しつつ城壁を破壊する。とまぁ、そういう手順だな」

「じゃあ、僕とセレナは街の見張りに戻るとしよう」

「ちょっと待ってくれ、エスピエーネ」

「何かな、ナーガさん？」

「おまえの魔法、一度に何人まで保護色に変えられる？」

「！」

　ナーガの問いに、一瞬、驚きの色を浮かべたエスピエーネだが。

「そうだね。両の掌てのひらと両の足の裏を使えば四人まで可能かな？　ただし。そうすると僕は身動きできなくなっちゃうけどね。ということは保護色になった四人も動けないわけで。全ぜん然ぜん裸らの五人が一ひと所ところでじっとしているという、ちょっと間抜けな絵え面づらになってしまうね。まぁ周囲からは見えないから、関係ないと言えば関係ないんだけど」

「ふぅむ、なるほど。だったら……」

　ナーガはエスピエーネの顔をじっと見つめたまま訊きいた。

「すぐにケイとイクシーヌに魔法がきくかどうか試してくれないか。正確に言うと、硬化の魔法を使っているケイも保護色で見えなくなるのかと、イクシーヌの入れ墨も保護色になって見えなくなるのかを確かめてくれ、だな」

「そうかなるほど。わかった。わかりまくった。わかりめくった。すぐに呼ぼう。確かめるのはその二人だけでいいのかな？」

「できればユウキも試したいところなんだがな。飛空艇に乗ったときに保護色になれば、相手に見つかる危険がずっと低くなる」

　というナーガの指摘にエスピエーネが、んん？　と首を傾かしげる。

「ユウキを保護色にしたところで、僕が手を離せば元に戻ってしまうんだよ？　保護色のまま飛空挺には乗れないんだけど」

　というエスピエーネの指摘に、ナーガはにやりと笑って応える。

「あいつが二人乗りできることはもう証明済みだ」

「ああ、そういうこと！　ナーガさんは僕に飛空艇に乗れと言うんだね！」

「見たところ、おまえはそれほど重くなさそうだ。だからなんとかなるんじゃないかと思ったんだがな」

「試してみる価値はあるかもね。成功すれば勝ちがあるかもね」

「おい、ナーガ。おぬし、肝心なことを忘れておらんか？」

　とハリガンが口を挟んできた。

「ん？　何を忘れてる？」

「乗っているユウキとエーネが保護色になっても、飛空艇は保護色にならんのだぞ」

「わかってる。そちらは色を変えるしかないだろう」

「色を？　変える？」

「晴れた日には青い染料で染めてから飛ぶ。曇りの日は暗色に染めてから飛ぶ。空高くを飛んでいれば、それで気づかれる虞おそれはほとんどなくなるだろうと思う。いちいち塗り直すのが手間だけどな」

　ハリガンが、ふむ、なるほど、と頷うなずいた。

「ユウキは予備を何台か持っている。予あらかじめ塗っておけば、それほど手間はかからないな」

「保護色になったまま風の魔法が使えるなら戦闘にも使えるしな。敵に気づかれずに上空から降下してきて、風の魔法を使って、また上空へ舞い上がる。そうなったら敵は大混乱間違いなしだぜ」

「急降下すると僕が恐こわい目に遭あいそうだけど、でも、そこは慣れかな。鳴れかな。慣れれば成れるかな。よし、ユウキも呼んで試そうか。こっちに来てから顔を見せていないけど、ユウキは今、何してるの、ハリ姉ねえ？　従ついてはきているんだよね？」

　ハリガンとナーガが顔を見合わせる。

「いいや。肝心のユウキが今ここにはおらんのだ」

　苦虫を噛みつぶしたような顔でハリガンがそう応じると、エスピエーネが少し驚いたような顔になる。

「え？　そうなの？　じゃあ、ユウキは今どこに？」

「ユウキは留守番としてレンスールの商館に残して……」

　すると。

「呼んだ、ハリ姉？」

　という聞き慣れた声が耳に飛び込んできて、ハリガンもナーガも、レラやセレナも驚いて振り返る。

　本陣に張った幔まん幕まくのあいだから顔を覗のぞかせていたのは。

「ユウキ！」

「おぬし、どうしてここにいる!?」
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　幔幕を潜くぐって本陣内に足を踏み入れるユウキを皆が驚きの顔で出迎えるが、一人アイスだけは、それほど驚いてはいないようだった。

「どうしてって」

　ハリガンの問いかけにユウキは、しれっとした顔で答える。

「飛空艇で飛んできたに決まってるじゃない。船に乗らなくてもわたしが来られること、忘れたの、ハリ姉」

「レンスールから飛んできたというのか!?」

「飛んでこなくちゃ、ここにいるわけないじゃない」

　ハリガンは大きくため息を吐つく。

「そのような無む茶ちやを……」

「いざというときに備え、西さい果はての半島から大陸本土まで飛べるかどうかを確認しておくのは必要でしょ」

（なるほど）

　ナーガは内心で大きく頷うなずいた。

　ユウキがそう言う以上、彼女はこの戦いに参加するために飛んできたに違いない。

（だったら是非に及ばず、だ。あれこれ訊きく必要もねえ）

「で。ユウキ、おぬし、何しに……」

　と言いかけたハリガンをナーガが素早く遮さえぎった。

「ユウキ、話はどこまで聞いた？」

「お、おい、ナーガ」

　咎とがめるような視線を向けてくるハリガンに、ナーガは片目を瞑つぶってみせた。

「大丈夫だ。ユウキの奴やつは戦うために飛んでいたんだ。おまえたちと一緒にな」

「……そのようだな。そうでなくては、ここまで飛んでくるはずもない」

　以前のような自信満々の尊大な態度ではないものの、ユウキの様子は、自分がしでかした過ちにへこみまくっていたときとは明らかに違っていた。

（だが、以前のユウキと同じではない。本当に立ち直っているのか？）

　ハリガンはまだ疑わしそうな顔だったが、ナーガはかまわずユウキに向き直り、言葉をかけた。

「ここで俺たちが話していたこと、どこまで聞いている？」

　足を止めたユウキは、ゆっくりと一同を見回してからナーガに視線を留めた。

「話はだいたい聞いたわね」

「……それほど大声で話した覚えはないんだがな」

「リンネとリンナと一緒だったから。あとエンスーヤさんもいたわね」

「あの二人、いや三人か、盗み聞きしていたのか」

　やれやれといった顔でナーガは小さく首を振った。

「えへへへ」

　照れくさそうに笑いながら、ユウキの背後からリンネとリンナが現れ。

　続いて申し訳なさそうに頭を下げながらエンスーヤも本陣に入ってきた。

「というわけで、話は聞いてたから。エーネの魔法、試してみてもいいわよ」

「おお！」

　ハリガン、レラ、セレナ、ナーガが揃そろって目を見開いた。

「いったいどういう風の吹き回しだ、ユウキ？　えらく前向きになったようだが」

「ちょ……姉あね様さませっかくユウキがやる気になったのに水を差すようなこと、を」

　慌ててレラが制止するが、ユウキは平然としている。

「わたしだけ何もしないでいるのが嫌になったの。なんか一人だけ取り残されているみたいで……」

　寂しい、という言葉をユウキは呑のみ込こんだ。

　代わりに彼女が口にしたのは、

「悔しかったし」

　という言葉だった。

　だが、負けず嫌いの彼女にとっては、それもまた本音だったはずだ。

　ハリガンはユウキの中にまだ迷いがあることを見抜いたが、そこに関しては何も言わず、そうか、と言って大きく頷うなずいた。

「なんにせよ、おまえが来てくれたのは歓迎だ」

　ナーガも両手を広げて歓迎の意を呈ていした。

「おまえが一緒に戦う気になってくれたのは頼もしい限りだ。戦力として、大いに頼りにしているからな。頼んだぜ？」

「べべべ、べつにあんたのためにやるわけじゃないから！　ハリ姉ねえやアイスや他のみんなのためにやるんだから！　勘違いしないで！」

「あぁ、わかってるって」

「なにニヤニヤ笑ってるのよ、気持ち悪い！」

　ナーガだけでなく、ハリガンもセレナもエスピエーネも、リンネとリンナも、エンスーヤまでもが、生なま温ぬるい笑みを浮かべてユウキを見やり。

　アイスは納得の顔で、うんうんと頷き。

　一人、レラだけが嬉うれしいような困ったような焦ったような複雑怪奇な表情で、ナーガとユウキを見比べるのだった。
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　その後、ユウキにケイとイクシーヌを加えて行われたエスピエーネの魔法の実地試験はどれも成功に終わった。

　そこでナーガは、早速、二人に任務を与えることにする。

「ユウキとエスピエーネには、二人乗りでの飛行訓練を兼ねてエネビア高地へ偵察に出てもらおうか」

「何を見てくればいいの？」

「高地に石が転がっているのかどうか、だな」

「は？　どういうこと？」

　ナーガはにやりと笑って片目を瞑つぶってみせた。

「それが相手への第一撃に関わってくるんだよ」

　疑わしそうなユウキに向かって、

「とにかく頼むわ」

　とナーガが頭を下げると、ユウキは少し不服そうな顔ながら、

「まぁやるけど」

　と頷うなずいた。

「で、エネビア高地を占拠したら、ユウキとエスピエーネには水軍船団のほうへ向かってもらう」

「そっちも偵察を？」

「そちらはもっと直接的に参戦してもらいたいんだ」

「船上すれすれに近づいて、風の魔法で水か主こを攻撃するわけ？」

「いや、それだとエスピエーネの魔法で姿を隠していても危険度が高い。直接水主を攻撃するよりも、もっと効果的な方法があるんだ」

「え？　ど、どんな？」

　驚いたのはユウキだけではない。

　ハリガンもアイスもレラも、そしてエスピエーネも、驚きに目を見開いた。

「ああ、今から説明する。それほど難しいことじゃないんだ。何しろ的まとはでかいからな」

　そう言って笑ったナーガは、ユウキたちに狙いを説明した。

　ナーガが一通りの説明を終えると。

　聞いていた魔女の誰もが、なるほどと唸うなった。

　魔女たちは大型船に乗った経験などないから、船の長所や短所に詳しくない。

　ユウキの魔法で船団の戦闘力を大きく削そぐなどという発想が出てこなくても当然だ。

（本当に戦いくさの熟練者だな、この人。人というか、龍りゆう王おうの遣つかい？）

　エスピエーネは感心するやら呆あきれるやらだった。

（もっとも、そうでなくちゃ僕たちはここまで勝ってこられなかったよな。たしかに面白い人だ。人というか、面白い龍王の遣いだ）

「さて、敵が出てくるのなら、こちらも急がないとな。先に高地を占拠されてしまったら狙いが空くうを切ってしまう」

　そこで言葉を切ったナーガは、ハリガンたちを見回した。

「今こそおまえたちの人並み外れた脚力を発揮してもらうぞ」

「ん？」

「つまりだ、魔女部隊は騎兵と共にエネビア高地まで走りに走ってもらうぞってことだ」

　ハリガンは大きな胸をどんと叩たたいた。

「任せておけ。なあ、アイス？」

「ええ。なんでしたらナーガさんを背負って走ってもいいですよ？」

「それは魅力的なお誘いだが」

　とたんにレラが殺気を放ち始めた。

「俺は自分の馬で進むから遠慮しておくわ」

　レラの殺気は薄まった。

（相変わらずわかり易やすい奴やつだ、レラの奴は。本人は周りに気づかれていないと思っているのが可愛かわいいわ）

　ハリガンは少し微笑ほほえましい気分になる。

「では、ユウキとエスピエーネはすぐに偵察に出てくれ。石の確認、頼んだぞ」

「わかった」

　とユウキが応えると、エスピエーネが呼びかけてきた。

「じゃあ、ユウキ、あちらへ行こうか」

「は？　どこへ？　ここから飛べばいいじゃない」

「いいの？　僕と君が保護色になるには、僕も君も素すっ裸ぱだかの真まっ裸ぱだかの全ぜん然ぜん裸らになる必要があるんだけど？　まぁ君がいいなら僕はすぐにマンテラを脱ぐから、君も素っ裸の真っ裸の全然裸になってよね」

「あぁぁぁ、よくない。絶対によくない！」

「じゃあ、どこかでこっそりと、ひっそりと、おっとりと脱ごう」

「兵どもに覗のぞかれるといけないから見張っててやろうか？」

　とナーガが訊きくと。

「あんただ！　覗くような奴はあんたしかいないじゃない！」

「そんなことはないだろう？」

「あるわよ！」

　ユウキは首を巡らせて言った。

「アイス、ナーガの奴がこの場を離れようとしたら、足の骨を叩たたき折って阻止してよね」

「わかったわ」

「わかるな！」

「なんだったら足の骨だけじゃなく首の骨も折っておく？」

「死ぬわ！」

「そこまでは言わないけど。そうね、両手両足で妥協しておく」

「妥協じゃねえだろ、それ！」

「ナーガが覗きに行こうとしたら、吾われの髪の毛で全身を地面に縫ぬいつけておいてやるから、二人は早く行かんか」

　ナーガは思い切り情けなさそうな顔で情けなさそうな声を上げた。

「ハリガンも酷ひどいな」
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　エネビア高地へ飛んだユウキとエスピエーネは、高地に降り立って現地の様子を確認すると、すぐに引き返した。

「飛ばすわよ。しっかりと掴つかまっててよね」

　ユウキはそう言って飛空艇を離陸させる。

　どこかで誰かが見ていたら、エスピエーネの魔法のせいで二人の姿は見えず、飛空艇だけが宙に浮かんでいるという摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景が目に映ることだろう。

　二人乗りで飛空艇を飛ばしていると、どうしてもリィリィのことを思い出す。

　あのとき、もっと上う手まく乗れていたら。

　もっと上手く戦えていたら。

　やはりそんな後悔の念がどうしても湧き上がってくるが、ユウキは無理やりそれを抑えつけた。

（今は目の前のことに集中しなくちゃ。でないと、また同じ過ちを繰り返すことになってしまうもの）

　ユウキは脳裏に浮かんだリィリィを振り払うように頭を振った。

　しかし、そんな動きをすること自体、すでに集中力を欠いていることに外ならない。

　少しだけ飛空艇の操縦が疎おろそかになり、いきなり飛空艇が揺れた。

「うわぁお」

　エスピエーネは慌ててユウキの腰にしがみつく。

　魔法の使い手であるエスピエーネには保護色になっている魔女の姿が見えているから、咄とつ嗟さの場合でも掴み損ねることはない。

「ちょっと、ユウキ。急に飛空艇を揺らさないでくれる？」

　背後からのエスピエーネの声に、ユウキが我に返る。

「なに物思いに耽ふけっているのかは知らないけど」

「べべべ、べつに物思いに耽ってなんかいないから！　あんたこそ、このくらいの揺れでぎゃあぎゃあ騒がないでよ。気が散って操縦に集中できないじゃない」

「ユウキの言い分もわかるけど。でも、いま君は、というか僕もだけど、真まっ裸ぱだかで丸裸ですっぽんぽんで全ぜん然ぜん裸らだということを忘れないでよ？」

「あ！」

「千が一、万が一、十万が一、僕が落ちてしまったら、君は真っ裸で丸裸ですっぽんぽんの全然裸姿を飛空艇の上に晒さらすことになるんだけど、いいのかな？」

「いいい、いいわけないでしょ！」

「もし本番のときに僕が落下したら、君は丸まる裸はだかのすっぽんぽんの全ぜん然ぜん裸ら姿を君の大嫌いな人間たちに下から覗のぞかれてしまうね。それはもう壮観な眺めだろうね。そう簡単な眺めだろうね」

「簡単な眺めって何!?」

　と勢いよくツッコんだユウキだが、すぐに顔を赤らめて声を落とした。

「そ……それは……困る」

「だったら、もう少し僕に気き遣づかってくれてもいいんじゃないの？　っていうか、飛空艇を急上昇や急降下、急旋回させるときはちゃんと声をかけてよね」

「……わかったわよ。できるだけ丁寧な操縦を心がけるし、急な動きをさせるときは声をかける」

「そうしてくれると助かるね」

「じゃあ、もう本陣が近いから少し高度を下げる」

　不意に飛空艇の先端が下がり、エスピエーネは体からだが軽くなるのを感じた。

「うわぁお！」

　またもやエスピエーネは慌ててユウキの体にしがみつく。

「ちょ!?　ど、どこに手を回してるのよ！　そこ、そこ掴つかんじゃ駄目！」

　ユウキが身を捩よじりながら叫ぶ。












　彼女が叫ぶのも当然で、エスピエーネの両手はユウキの両胸をしっかりと掴つかんでいたのだった。

「いや、でも、だって、咄とつ嗟さのことだから掴む場所を選んでなんかいられないよね。僕も落ちないようにと必死だから。これは必ひつ至しだから」

　などと言いながら、エスピエーネはもにゅもにゅと両の掌てのひらを動かした。

「ちょぉぉ、やめやめ駄目ぇぇ」

　ユウキがなおも身を捩よじり。

　飛空艇が小刻みに揺れ。

　エスピエーネはさらに強くユウキの胸を掴んだ。

　飛空艇は均きん衡こうを失ったようにふらふらと降下していく。

　近づいてくる飛空艇──地上からは乗っている二人は見えていない──を本陣で見上げていたナーガやハリガン、アイス、レラ、イクシーヌが騒ぎ出した。

「おい、なんか変な飛び方してるぞ!?」

「二人に何かあったのか？　それとも飛空艇に異変が!?」

「あのままだと地面に落ちてしまいます！」

「魔法の制御ができていな、い!?」

「ユウキに何かあったのかな!?」

「吾われが髪の毛で飛空艇を受け止める！」

　飛空艇が降下していく方向へとハリガンが疾はしった。

　慌ててアイスとレラ、イクシーヌ、ナーガも追いかける。

　だが、飛空艇の速度のほうが速はやかった。

　ハリガンが追いつく前に飛空艇は地面すれすれまで下りてきて。

　しかし、なんとか激突することはなく、不時着といった感じで地面の上を滑走し。

　大きめの石に乗り上げて飛空艇が跳ね。

「うわぁっ」

「きゃぁあっ」

　姿の見えない二人の悲鳴が聞こえてきて。

　続いて二人の体からだが地面に落ちる、どさりという鈍い音が聞こえてきた。
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「あ……あ」

　追いついてきたハリガンが、なんとも間の抜けた声を上げて立ち止まる。

「あらあら、まぁまぁ」

　そのあとから駆けつけたアイスが呆あきれた声を上げた。

「おい、どうし……あ！」

　アイスの肩越しに前方を見やったナーガが目にしたものは。

　丸まる裸はだかのすっぽんぽんの全裸姿のエスピエーネとユウキが、仰あお向むけ大の字になって地面に倒れているという惨状だった。

　ユウキの姿が現れたのはともかく、エスピエーネ本人の姿まで見えているのは、落下の衝撃で彼女が半なかば気を失い、魔法の効果が失われたためだろう。

「おいおい、なんて素敵な光景なんだ、これは！」

　ナーガが目を皿のようにして素敵な光景を目に焼きつけようとしたその瞬間。

　アイスの指がナーガの目を突いた。

「んぎゃぁっっっ」

「はい、ナーガさんはそれ以上見てはいけませんよ？」

「目がっ！　目がぁっっ！」

　ナーガは両目を押さえて地面の上を転げ回る。

「レラ、イクシー、周囲の兵が近づかないようにして」

「わかりまし、た」

「了解」

　レラとイクシーヌは本陣周りの兵士に、なんでもないから騒がないようにと伝えるために走っていった。

　何人かの魔女も顔を出したのだが、二人で受け持ちの場所に帰した。

「うん……あ痛いたたた」

　意識を取り戻したエスピエーネが腰をさすりながら身を起こし。

「痛いなぁ、もう」

　ユウキも唸うなるような声を上げて上体を起こし、頭を振った。

「ちょっとエーネ。強く掴つかみすぎでしょ。わたしのおっぱいが千切れたらどうする気!?」

　怒りに顔を朱しゆに染めてユウキが立ち上がると、何かが足にぶつかる、どすんという衝撃を感じた。

「あぁ？」

　ユウキがエスピエーネから足下に目を転じると、そこには目を押さえたナーガが転がっていた。

「なんであんたがここにっ!?」

　何かにぶつかって転がるのを止めたナーガは、瞼まぶたを擦さすりながら声のしたほうを見上げ、

「なんでって、そこが本陣なんだから、いるだろ」

　と答えた。

「あぁ痛いて。アイスの奴やつ、思い切り突きやがって。目が潰れたらどうするんだ、まったく」

　ナーガは地面に転がったまま瞼まぶたを擦さする手を止め目を開く。

　すると。

　そこに立っていたのは丸まる裸はだかのすっぽんぽんの全裸姿のユウキだった。

　その足下にナーガは横たわっていて、真下から彼女を見上げる恰かつ好こうになっていた。

　それはもう大変なくらい丸見えだった。

「なんという絶景」

　ぼそりとナーガが呟つぶやくと。

　ようやくユウキは今自分が置かれている状況が理解できたらしい。

「みっっっ見るなぁぁぁっっっ！」

　大きく右足を持ち上げたユウキは、勢いよくナーガの顔目がけて足を振り下ろし、踏みつける。

　どげし！

　ユウキの右の足裏が大きく見開かれたナーガの赤く充血した目を直撃した。

「んぎゃあぁあっっ!?」

　ナーガは再び目を押さえ、辺りを転げ回る。

「殺す殺す殺す殺す殺す千の肉片に切り刻んで殺す！」

　ユウキの体からだの周囲で風が渦巻いた。

「うわ、これは不ま味ずい！」

　エスピエーネが助けを求めるように周りを見回すと。

　ハリガンとアイスが疾はしった。

　どす！

　ごん！

　アイスの手刀がユウキの首筋に叩たたき込まれるのと、固く束ねられたハリガンの髪の毛がユウキの脳天を叩くのと、ほぼ同時だった。

　ユウキの魔力が急速に減じ。

　彼女の周囲で渦巻いていた風が霧消し。

　くにゃっ、と頽くずおれるユウキをアイスが抱き留めた。

「あ痛え。本気で目が潰れるところだったぞ」

　少し離れた場所で上体を起こしたナーガが、真っ赤に充血した目を頻しきりに擦さすっている。

「ナーガさん、目が潰れるどころじゃなかったんだけど。下へ手たすると四し肢し切断どころか、四肢十六分割くらいになってたんだけど。危機感、ないなぁ」

　なんとか起たち上あがったエスピエーネが呆あきれた顔でそう言うと。

「四肢だから十六か。上う手まいこと言うな」

「だから。それが危機感なさ過ぎだと。危機管理できてなさすぎだと」

「まぁハリガンとアイスとレラがなんとかしてくれると思っていたよ。実際、してくれたんだしな。それより。おまえも素敵な恰かつ好こうだけど、いいのか？」

「ん？」

　ナーガに言われ、エスピエーネが自分の体からだを見下ろす。

　隠す物も遮さえぎる物もない、見事な全裸姿だった。

「ああ、そうか。僕も丸まる裸はだかのすっぽんぽんの全ぜん然ぜん裸らだったねぇ」

「おまえこそ危機感ないな」

　裸のまま平然と突っ立っているエスピエーネに向けて無遠慮な視線を這はわせたままナーガがそう言うと。

　ごごごごご。

　エスピエーネの背後で殺気のような怨おん念ねんのような感情が噴出し、渦巻いた。

　それまで平然としていたエスピエーネの額にうっすらと冷や汗が浮かぶ。

　彼女が顔を巡らせると。

「う」

　いつの間にか戻ってきていたレラが、眉まゆを吊つり上げ悪あつ鬼きのような顔つきで睨にらんでいた。

　レラの全身から噴き出しているどす黒い情念の炎は、これまでよりずっと強大で禍まが々まがしかった。

　そんなレラが、正面からエスピエーネを睨みつけている。

　これまではレラの視線を平然と受け流していた彼女だが、今回はレラの視線が剥むき出だしの自分の肌にぶすりぶすりと突き刺さるのを感じ、思わず顔を顰しかめてしまった。

「やっぱりナーガさんに裸を見られるのは不ま味ずいから僕は向こうでマンテラでも羽織ってくるよ」

　エスピエーネはそそくさとその場から逃げ出した。

　レラは恐ろしげな表情を少しも緩めず、そのままナーガに顔を向ける。

「ナーガさんも少しは自重したらどうです、か。どうして次から次へと女子の裸を覗のぞこうとするのです、か」

　声に抑えた怒りが籠こもっていて、表情と相まってとても恐こわい。

「いやいや、待て待て！」

　ナーガは眼前に挙げた右手を思いきり左右に振った。

「今のは俺が覗こうとしたんじゃないだろ！　完全に不可抗力だろ！　むしろ俺は被害者だろ！」

「被害者がどうしてユウキやエーネの裸を喜んで見ているのです、か」

「だから、そういう状況になっちゃったら男としては見るだろ。でも、そういう状況にしたのは俺のせいじゃないからな？　そこのところを忘れるなよ？」

　そこへハリガンが割って入ってきた。

「あまり気にするな、ナーガ。レラは嫉妬しているだけだ」

「ちっ違いま、すっっ！」

　ユウキを肩に担いだアイスもやって来た。

「そんなに悔しいのなら、レラも脱げばいいんじゃないかしら」

「なっ何を言っ、てっ!?」

　少し遅れて戻ってきたイクシーヌが、レラの肩をぽんぽんと叩たたく。

「いよいよ脱ぐの？　脱いじゃうの？　手伝ってあげようか？」

「イクシーが何を言ってるのかわかりません、がっ！」

　マンテラを羽織ったエスピエーネも戻ってきた。

「そうそう、僕やユウキがナーガさんに丸まる裸はだかのすっぽんぽんの全ぜん然ぜん裸らを見られたからって、八つ当たりをしないでくれるかな。僕が見られたのが気に入らないのなら、レラも丸裸で素すっ裸ぱだかですっぽんぽんで全然裸になってナーガさんに見られればいいんだよ。じっくり、ゆっくり、とっぷり、たっぷり見せてあげればいいんだよ。それでお相あい子こだろ？　とてもご愛あい顧こだろ？」

「まったく意味がわかりません、がっっ！」

　レラのツッコミをものともせず、エスピエーネは、ぐっと親指を立て、片目を瞑つぶった。

「レラが一人で脱ぐのは恥ずかしいって言うなら、僕が一緒に脱いであげるからさ。一勝に脱いであげるからさ。一笑に付しながら脱いであげるからさ」

「ますます意味がわかりません、がっっ！」

「それより、エーネ」

　ハリガンが少し険しい目つきでエスピエーネの名を呼ぶと。

「それよりって……」

　レラが情けなさそうな顔と恨めしそうな目でハリガンを見やった。

「なんです、姉あね様さま」

「さっき飛空艇が墜おちたのは、どうしたわけだ？」

「あ……あぁ、それはね」

　エスピエーネは少しも疚やましさを感じていないのか、胸を張ったまま答える。

「飛空艇が急降下したとき、僕は思わずユウキにしがみついたんだけど、咄とつ嗟さのことだったからしがみつく場所を選んでなんかいられなくて、なんというか、しがみつきどころが悪かったというか」

「しがみつきどころ？　どこにしがみついたのだ？」

　疑わしそうな顔でハリガンがそう訊きくと、エスピエーネはハリガンに向かって、ぐ、と親指を立ててきた。

「腰やお腹なかにしがみつくより、そこのほうが楽しそうだったので、つい」

　その言葉に、ハリガンはピンときた。

「胸か！　よりによってユウキの胸にしがみついたのか！」

「しがみついたというか、しがみ掴つかんで揉もんだというか」

　ハリガンが眉まゆを撥はね上げた。

「結局、飛空艇の墜落とその後のドタバタの原因はおまえではないか！」

　ハリガンの髪の毛が、ぶわっと持ち上がり。

　毛先がまとまり槌つちの形状となってエスピエーネの脳天に振り下ろされた。

　ごん！

「ぎゃんっっ！」

　髪の毛は鋼はがねのように硬くなっているから、その衝撃は絶大だった。

「痛つう」

　エスピエーネは両手で頭頂を押さえ、その場にしゃがみ込んで呻うめくのだった。

「もう少し真面目まじめにやらんか。この戦いくさには吾われらの未来が懸かかっているのだぞ。わかっているのか、エスピエーネ!?」

「わ、わかってますよ、姉あね様さま」

　エスピエーネは涙目でハリガンを見上げ、ぐ、と親指を立ててみせた。

「僕はやるときはやる魔女だから」

　ハリガンがキツい目でエスピエーネを睨にらみつける。

「ふだんから、ちゃんとやれ」

「反省してます──。僕の半はん生せいを反省してます──」

　ハリガンは、はぁ、とため息を吐ついた。

「そこまで遡さかのぼらずともいいがな。ともかくだ、ユウキが目を覚ましたら、もう一度、飛んでもらうぞ」

「承知ですとも、姉様！」

「返事だけはいいな」

　と皮肉を言ってから、ハリガンはナーガのほうに向き直った。

「飛空艇とユウキ、エスピエーネは、エーネの奴やつが問題を起こさなければ、とくに問題はなさそうだな」

　そうハリガンが言うと、エスピエーネは不服そうに頬ほおを膨らませた。

「なんか納得できない言われ方だな」

「そうだな。下から見ていても、かなり接近するまで気づかなかったしな。飛空挺の底を空の色に似せて塗れば、もっと気づかれ難にくくなるだろう」

　ナーガはにんまりと笑った。

「ってことで、俺の策は間違いなく実行に移せそうだ」

「そうだな。だが、その前に吾われらが戦いに勝利しなくてはならん」

　ハリガンは厳しい顔でそう応えた。

「もちろん勝つさ」

　ナーガは自信満々の顔で頷うなずくと。

「さて、連中が来る前に高地に乗り込まないとな。ハリガン、皆を集めてくれ」
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　こうしてナーガは、魔女部隊と陸戦部隊の一部四百を率いてエネビア高地を目指した。

　自身は馬で魔女たちや騎兵五十と共に走り、三百五十の歩兵はあとから追いかける恰かつ好こうである。

　歩兵三百五十は部隊長ジェノス自らが指揮していた。

　魔女たちは騎兵に遅れることなく、それどころか何人かの魔女は騎兵より早くエネビア高地に辿たどり着ついた。

　真っ先に高地に駆け登ったアイスは、いちばん高い場所から辺りを見渡してみる。

「まだ敵は来ていませんね」

　続いてハリガンとケイが、やや遅れてナーガとイクシーヌの乗る馬が高地に駆け登ってきた。

「アイスの足は馬並みだよなぁ。胸は牛並みなのに。あんなに速はやく走って、おっぱい邪魔にならないのかな」

　などとケイが口の中で呟つぶやいていると、アイスがにこやかな顔で訊きいてきた。

「え？　ケイちゃん、今なんて？」

「いや？　何も言ってないけどっ！」

「そうだったかしら」

　アイスが疑念の籠こもった視線をケイに向けていると。

「ユウキの報告どおり、石がごろごろ転がってるな、アイス」

「あ、ええ、そうですね」

　アイスがナーガのほうへ顔を向けたので、ケイは静かに安あん堵どの息を漏らした。

（助かった）

「これならどれだけ投げても石が尽きることがありませんね」

「そのユウキが戻ってきたぞ」

　というハリガンの声に、ナーガ、アイス、イクシーヌが空を見上げた。

　なるほど、青空に紛まぎれるように青く塗った飛空艇がかなりの速度でこちらに近づいてくるのが見えた。

「言われて目を凝らせばわかるが、何気なしに見上げたくらいじゃ気づかないな」

　ナーガは満足そうにそう言った。

（さて、これで準備は調ととのった。打てるだけの手は打った。あとは予定どおり戦って、予定どおり勝利を掴つかむだけだ）

　高地の上から北と西に通じる二本の主要街道を遠えん望ぼうしながら、ナーガは闘志を沸き立たせていた。

（これまでは攻められた魔女たちによる反撃だった。だが、ここから先は魔女のほうから攻勢を強めていく。今回の戦いがその一歩だ。俺が俺の能力のすべてを使って魔女たちの未来を切り拓ひらいてやる。魔女たちの世界を創ってやる）

　それからナーガはゆっくりと馬首を巡らせ、後続の騎兵のところへ引き返していった。
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　エゥラニアの街から出撃した一千はエネビア高地を目指して進軍していた。

　出撃部隊の作戦目標は、高地をレンスール勢に占拠されるのを防ぎ、リュゼック街道の交通権を確保することである。

　要するに、敵に占拠される前に自分たちで高地を占拠してしまえ、ということだ。

　エゥラニア側が占拠すれば、リュゼック街道の往来を敵に脅おびやかされる虞おそれはなくなる。

　のみならず、エゥラニアの街へ進軍する敵の背後を脅かすこともできる。

　街の近くに進出した敵の攻撃部隊の背後を脅かせば、敵は武器や兵ひよう糧ろうを補充することができない。

　そもそも敵の人数は千人ほどしかいないのだから、増援が来ない限り、街が陥おとされる心配はない。

　エネビア高地を占拠していれば、敵の増援部隊が街に近づくのを牽けん制せいできるのだ。

　出撃部隊の正確な内訳は、騎兵が百四十に歩兵が九百で、合計千四十。

　騎兵の数が百四十ということは、エゥラニアの街は持っている騎兵のほぼすべてを投入したことになる。

　惜しみなく騎兵を投入したのは、エネビア高地をどちらが占拠するか次第で今後の戦局が左右されると街の首脳が判断したからに外ならない。

　出撃部隊の指揮は、街の防衛軍副司令官ディアンドロが担っていた。

　これも、首脳がエネビア高地を巡る戦いを重要視している証拠だろう。

　ディアンドロは騎兵百二十による大物見を先行させていた。

　高地の様子を探ると同時に、敵より先に橋きよう頭とう堡ほを確保しておきたいという思惑からだ。

　百の騎兵が高地の一角に進出すれば、高地全体を敵に占拠されるのを阻止できる。

　そうして一角を確保しておいて、後続の騎兵と歩兵を高地に上げ、敵の攻勢を撥はね返しつつ、占拠地域を高地全体に広げていく……というのがディアンドロの構想だ。

　真っ当な発想であり、真っ当な戦術だった。

　彼にとって不幸だったのは、彼が相手にするのが、奇想天外な発想を平然と熟こなし、相手の意表を衝つく戦術を編み出すのが得意なナーガだったことだろう。
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「ディアンドロ様、先行する騎馬部隊からの伝令が来ました！」

「なんと言っておる？」

「は。『高地に敵影なし。敵部隊は高地の後方を進軍中。兵力はおよそ三、四百。我らはこのまま先着し、高地に登る』。以上であります！」

「そうか。わかった」

　部下の報告を受けたディアンドロは、送った騎馬中隊が敵に先着できそうなことに安あん堵どの息を吐はいた。

（これで高地を敵に占拠される虞おそれはなくなったな。ということは、リュゼック街道を敵に押さえられる虞がなくなったということだ）

　リュゼック街道はエゥラニアの街にとって陸の生命線というべき街道、交通権の確保は最重要事項なのである。

「よし、我々も急ぐぞ」

　ディアンドロは進軍する歩兵九百の足を速はやめさせた。
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　先行する大物見騎馬中隊の主力が高地手前まで到達した。

　そこで騎馬中隊の隊長サンドロンは、放った物見騎兵から報告を受けた。

「敵部隊は未いまだに高地後方を進軍中。その数、歩兵三百から四百」

「先行する敵騎馬部隊がすでに高地の手前まで進出しています。その数は五十ほど」

「高地に敵影なし」

（敵も騎馬部隊を先行させているか。まぁそうだろうな。だが数はこちらのほうが多い。今なら問題なく高地に登れる。登ってしまえば敵の騎兵五十を追い落とすことも可能だ）

　そう判断したサンドロンは新たな命令を下す。

「敵主力への見張りは、そのまま続行。高地の騎兵小隊はその場に待機して我らの到着を待て。万一、敵の騎馬部隊が先に登ってきた場合は交戦せずに撤収。以上を、それぞれに伝えよ」

「は！　敵主力の見張りは続行。高地の小隊はその場に待機して本隊の到着を待つ。万一、敵の騎馬部隊が先に登ってきた場合、交戦せず撤収。以上を各物見騎兵に伝えます！」

「我らは敵の騎馬隊が現着する前に高地に上がる！　急ぐぞ！」

「おお！」

　元々が高地の一角を占拠することを作戦目標にしていたのだから、サンドロンの決断が悪あく手しゆだったというわけではない。

「後方の主力歩兵部隊本陣に伝令！」

「は！」

「敵の先行騎馬部隊五十を確認。我ら騎馬中隊は敵に先んじて高地に登り、登ってくる敵の騎馬部隊を追い落とす。以上である」

「敵の先行騎馬部隊五十を確認。我ら騎馬部隊は敵に先んじて高地に登り、登ってくる敵の騎馬部隊を追い落とす。以上を主力本陣へ伝えます！」

「よし、行け！」

　数騎の伝令騎兵が走り去るのを見送ると、サンドロンは一個小隊──五騎──に、その場に留とどまって後続の主力との繋つなぎをするように命じ、残りの百騎に高地へ登るよう命令を発した。

「目標はエネビア高地！　全騎、進め！」
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　エネビア高地は長卓状に盛り上がった地形で、「高地」と言っているが、周囲との比高は百二、三十ヤルドくらいの台地だ。

　斜面はそれほどきつくないが、馬で登るとなると直ちよく登とうは無理で、ジグザグに登らざるを得ないから、速度も落ちるし時間もかかる。

　そこを狙うのがアイスの戦術だった。

　いまアイスとエスピエーネはエネビア高地の先端に立ち、下方に蠢うごめく騎馬部隊を見下ろしていた。

　サンドロンが送り込んだ物見の騎馬小隊の姿は、どこにも見えなかった。
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「高地に敵影なし」と報告した騎馬小隊だが、彼らが到着したとき、すでにアイスとケイ、イクシーヌ、エスピエーネの四人は高地の上に登っていたのだ。

　エスピエーネの魔法で周囲の地形に同化して潜ひそんでいたから物見騎兵たちが気づかなかっただけである。

　入れ墨を纏まとったイクシーヌにもエスピエーネの魔法がきくことは確認済みだったから、ハリガンはアイスやケイと共に彼女も送り込んだのだった。

　そのときエスピエーネは、しゃがんだアイスとイクシーヌの肩に掌てのひらを当て、しゃがんだケイの背中に足の裏を載せて三人に魔法をきかせていた。

「どうしてアイスとイクシーが掌であたしは足の裏なの!?」

　納得がいかないといった顔でケイが抗議すると。

「だってケイだから。足の裏がお似合いだろ。お見合いだろ。お見舞いだろ」

　とエスピエーネに一いつ蹴しゆうされてしまったのだった。

「意味がわからないんだけどっ!?」

　と、なおもケイが抗議すると。

「静かに。敵の騎兵が登ってくるよ」

　エスピエーネは足の裏でぐいぐいとケイの背中を押した。

（踏まれてるんですけど～。納得できない～）

　と思うものの、敵が来てしまっては声を出すことができない。

　ケイは抗議を中止せざるを得なかった。

　四人が静かに待ち受けていると、すぐに五騎の騎兵が高地に姿を現した。

　誰もいないことを確認した──実際はいたのだが──小隊長は、配下の二騎を大物見部隊を指揮するサンドロンの下もとへ送り、自分は残りの二騎を率いて高地の上に留とどまった。

　二騎が高地を下りていったのを確認すると、留まった三騎に向かってイクシーヌが入れ墨を放った。

　三人は何が起きているのかわからないまま入れ墨に首を絞められ、昏こん倒とうして落馬した。

　イクシーヌの入れ墨はそのまま三人を絞め殺した。

　やがて送られた二騎が戻ってきたが、高地に登った直後、仲間の三騎の姿を探して周囲を見回しているところをイクシーヌの入れ墨に襲われた。

　入れ墨は音もなく馬の足に絡みついて馬を倒し、落馬した騎兵の首を絞めた。

　最初の三騎と同様、二人の騎兵は声を上げる暇さえなく絶命する。

　斃たおれた五人は、ケイが掘った穴にアイスが運び込んで埋めた。

　硬化の魔法で体からだを硬くしたケイは、道具を使わなくても易やす々やすと地面を掘れるのだ。

　彼らが乗っていた馬はイクシーヌが反対側まで連れていって放った。

　そうして四人は敵の先行部隊を待ち受けているところだった。
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「騎兵部隊が近づいてきますよ、エーネ」

「そうだね、アイス。ざっと百ほどかな」

　本人だけでなくアイスにもエスピエーネの魔法がきいている。

　下から見上げても空の青に同化していて確認できないはずだから、二人とも屈かがむこともせず、堂々と立っていた。

　アイスは高地の縁へりに立って腕組みし、下方を睥へい睨げいするように仁王立ちだ。

　エスピエーネはそんなアイスの背中に右手を置いている。

　一方、エスピエーネから離れて後方に控えているケイとイクシーヌの姿は見えている。

　だから二人は身を低くしていた。

　送り込まれた騎馬小隊を不意打ちするときの四人は全裸だった。

　エスピエーネの魔法で隠れるから当然の措置だ。

　そして今も魔法で隠れているエスピエーネとアイスは全裸のままだが、ケイとイクシーヌは土を塗まぶして隠しておいた衣装を取り出して着ていた。

　下方を見ながらアイスが呟つぶやくように言う。

「あのまま登ってきますね」

「来そうだね。でも、斜しや度どがあるから一気に登るのは難しそうだよ。そこが付け目だね。付け毛だね。付け根だね」

「相変わらず意味不明ね、エーネの言葉は」

「意味なんかどうでもいいんだよ。問題なのは語感だから。五感だから。強ごう姦かんだから」

「たしかに最後のは大問題ね！」

　振り返ったアイスがエスピエーネの額に右の手刀を叩たたき込んだ。

　一瞬だけアイスの全裸姿が浮かび上がったが、アイスが左手でエスピエーネの右手を握ると、彼女の姿はすぐにかき消える。

「痛いじゃないか、アイス。そんなことされると、僕は君の体からだを手放しちゃうよ？　そうしたらアイスは素すっ裸ぱだかの真まっ裸ぱだかな全ぜん然ぜん裸らを登ってくる敵兵にさらけ出しちゃうんだけど？　いいのかな？」

「あら。そんなことになったら、焦ったわたしは混乱してエーネの首を絞めてしまうかもしれないわね？　それとも、驚いたわたしは後先考えられずにこのままエーネの腕を握り潰してしまうかも？」

　そう言ってアイスは、エスピエーネの右手を掴つかんでいる左手に力を込めた。

「痛いたっっ」

「あるいは、そうね、混乱したわたしはエーネのおっぱいを掴んで引きちぎってしまうかもしれないわね？」

　あくまでもにこやかな顔でアイスがそう続けると、掴まれた腕の痛さに顔を顰しかめながらエスピエーネは勢いよく首を左右に振る。

　エスピエーネの魔法がきいているアイスには彼女が見えている。

「いやいや、もちろんアイスを手放すとか、そんなことしないよ。僕は命懸がけでアイスの姿を隠し続けるから安心して」

　そう応えると、エスピエーネは空いている左の掌てのひらをアイスのお腹なかに当てた。

「よかった」

　にこやかな笑みを浮かべたままアイスが掴んでいるエスピエーネの右手を放すと、彼女は自由になった右手をふるふると振った。

　そうして至近距離で正対すると、エスピエーネの顔前にアイスの巨大な乳房が迫せまるような恰かつ好こうになる。

（相変わらずでかいなぁ、アイスは。ハリ姉ねえもだけど、どうしたらここまで大きく育つんだろう。何か秘ひ訣けつとかあったら教えてほしいくらいだ）

　大きく盛り上がった双丘とその頂点に乗った桜色の乳首をまじまじと見ながら、エスピエーネは小さく首を振る。

「何を見ているのかしら？」

　エスピエーネは慌てて視線を逸そらせた。

「べつに何も見てないけどっ」

「なら、いいのですけど。でも、あれよね。相手から見えていないのがわかっていても、こんなふうに全裸になって敵兵の前に立つというのは、どうにも緊張するわね」

　アイスがそう言うと、エスピエーネは顔を戻し、にんまりと笑った。

「そうかい？　そこがいいんじゃないか」

「いいの？」

「凄くいいね。何も着てないという開放感。人前で素すっ裸ぱだかの真まっ裸ぱだかの全ぜん然ぜん裸らになるという背徳感。でも相手からは見えてないという安心感。でも、もし魔法が切れると全然裸姿が現れてしまうという危機感。現れたら、あんなところもこんなところもそんなところも、表も裏も上から下まですべてが丸出しで全部丸見えになってしまうという堪たまらない恥ずかしさ。そんな感情が綯ない交まぜになって、渦巻いて、僕はとても興奮する！」












　などと一息にまくし立てるエスピエーネを、アイスは呆あきれた顔で見やった。

「前から思っていたけれど、エーネって変態よね」

「いつもながらアイスはキツいなぁ。まぁ否定はしないけどね！」

「思い切り胸を張って肯定されましたっ!?」

「僕が変態だからこんな変態じみた魔法を覚えたのか、こんな変態じみた魔法を覚えたから僕が変態魔女に育ったのか。それはわからないけどね」

　そう言ってエスピエーネはアイスに向かって片目を瞑つぶってみせた。

「なんでしょう、エーネの今の仕草とか表情とかは凄く恰かつ好こういいのに、全裸姿がすべてを台無しにしているわね」

「ふふ。何しろ僕は変態だからね。凄い恰好で凄く恰好いいことを言うのは得意なのさ」

「ですから。そんなことで胸を張られても」

「お──い、アイスぅ」

　少し離れた場所からケイが声を抑え気味に呼んだ。

「もう来るの？　あたしたち完全に隠れたほうがいい？」

「あ、そうね」

　顔を斜め横に向けたアイスが、そちらを指さした。

　とはいえケイにもイクシーヌにも二人の姿は見えていないから、そんな動作には大して意味はなかったが。

「そろそろ穴の中に伏せてもらいましょうか」

　五人の騎兵を埋めるとき、ケイはもう一つ浅い穴を掘っていた。

　それは自分とイクシーヌが隠れるための穴だ。

　アイスが全力で石を投げる際は、エスピエーネはアイスにしか触っていられない。

　他の二人を保護色にする余裕はないのだ。

　アイスの投とう擲てきをかいくぐって乗り込んできた騎兵を不意打ちするためにも、とりあえず二人は姿を隠しておく必要があった。

　アイスの言葉でケイとイクシーヌは腰を浮かせ、腰を折り気味に低い姿勢で穴まで走っていった。

　二人が穴の中で俯うつぶせの体勢で横になるのを確認してからアイスは体からだの向きを戻し、下方を覗のぞき込こむ。

　今度はエスピエーネの掌てのひらがアイスの肌から離れることはなかった。

　すでに騎馬部隊の先頭は斜面を登り始めていた。

「来るわね」

「アイスが投げるとき、僕は君の軸足を触っていればいいんだね？」

「投石するときにいちばん動きの少ないのがそこですから」

「じゃあ、アイス、少しだけしゃがんでいて」

　エスピエーネはアイスの腰から手を放すと、その場に腹はら這ばいになった。

　その間、跪ひざまずいた裸はだかのアイスの姿が浮かび上がったが、エスピエーネが右手を伸ばしてアイスの右の踝くるぶし辺りに触れると、すぐに彼女の姿は見えなくなる。

「もういいかしら？」

「もう大丈夫。真まっ裸ぱだかで素すっ裸ぱだかで全ぜん然ぜん裸らのアイスは敵から見えなくなってるから、どんな体勢になっても問題なし」

「そ、そうね。思い切り石を投げるときは思い切り足を高く上げるから、それを考えるといくら見えていなくても恥ずかしくなるわね」

　苦笑しながらアイスは腰を折り曲げ、手近に積んでおいた石の山に手を伸ばした。

　高地には大小無数の石が転がっているから、少しくらい石を積んでもほとんど目立たなかった。

　腹這いになっているエスピエーネが、声を抑え気味に、ははは、と笑った。

「どれだけ足を高く上げようと、どれほど足を押おっ広ぴろげようと、相手からは見えていないから、まったく以もつて大丈夫」

「押っ広げません！」

　アイスは顔を赤くして抗議の声を上げた。

「そんなことしたら石を投げられないでしょう!?」

「だからものの喩たとえだよ。さ、敵が来るよ、アイス。覚悟を決めて足を上げよう。下から迫せまってくる敵にちょうど股間を向ける恰かつ好こうだけど。股間をさらけ出す恰好だけど。股間を押っ広げる恰好だけど。見えないんだから大丈夫」

「言い方！」

　アイスが小さな悲鳴を上げた。

「そんなこと言われると余計に意識してしまうわ！」

　顔を赤らめたまま、アイスは憤然とした顔でエスピエーネを睨にらみつける。

「あとで殴りますからね、エーネ」

「うへぇ」

　腹這いのエスピエーネは思わず首をすくめるが、右手はアイスの足から離さない。

「ちなみに、もし途中で手を放したら、その場で石を投げつけます」

「ちょ、それは勘弁してよ！　僕の土ど手てっ腹ぱらに風かざ穴あなが開いてしまうよ？」

「だったら。わたしの足に触ったまま少し黙っていてね？　集中できないから」

「わかった。わかったとも。おとなしくしている。おとなしく触っている」

　アイスの脅しが利きいたのか、エスピエーネは口を閉じ、アイスの踝に手を置いたまま動きを止めた。

「いえ、あの、そうやって無言でじっと見上げられるのもちょっと」

　なるほど、周囲から見えていなくても二人には互いの体からだが見えているのだから、腹はら這ばいの体勢のまま視線を上に向ければ、すぐそこに立っている全裸のアイスを見上げる恰かつ好こうになる。

「アイスは注文が多いなぁ。いいじゃないか、同じ一族の魔女同士なんだから、裸はだかの一つや二つや三つや四つ、見られても煮られても煎いられても」

「煮られるのも煎られるのもご免ですけど？　いえ、この角度からだと見られるのも嫌ですけど？　少し目を瞑つぶっていてもらえないかしら？」

「断る！　僕は眼前にそそり立つアイスの全ぜん然ぜん裸らを、そそるように立つアイスの全然裸を、しっかり仰あおぎ見て、じっくり鑑賞したい。干渉したい。完勝したい」

　アイスが無言で右の手首を返した。

　ひゅんっ。

　風切り音が聞こえ。

　どすっ。

「ひぃっっ!?」

　腹這いになっているエスピエーネの腰の横、地面に小さな穴が穿うがたれ、石がめり込んでいた。

「あらあらごめんなさいね、手が滑ってしまったわ」

「いや。いやいやいや。今のはどう見てもわざと……」

「エーネにそんなふうに下からまじまじと覗のぞかれていると、わたし、恥ずかしさのあまり何度か手を滑らせてしまうかもしれないわね？　ね？」

　アイスが極上の笑顔で笑いかけてきた。

「う」

「まぁ目を瞑ってしまうと、いざというときの対応が遅れるから、せめて上を見ないでくれると嬉うれしいのですけれど？」

「わ、わかった。見ない。見上げない。地上げない。僕はただひたすら真まっ直すぐ前だけを見て生きていくつもりだ」

「よかったわ」

　にこやかな笑みを浮かべたまま、アイスはもう一度、石の山に手を伸ばした。

（アイスってば、顔は笑ってるのに目はマジなんだもの。僕はハリ姉ねえよりもアイスのほうが恐こわいと思うな）

　ここはおとなしくしていようと思うエスピエーネだった。

　石を一つ掴つかんだアイスは上体を乗り出すようにして斜面を覗のぞき込こんだ。

　すでに敵騎兵の先頭は斜面の中腹辺りにまで登ってきている。

　後続も縦陣隊形でジグザグになって斜面を登っている。

（もう少しで先頭までの距離が百ヤルドくらいになるわね。そこまで来れば……こちらが高みにいるし、届きます）

　アイスは石を握った右手に力を込める。

　緊張感が漲みなぎり。

　動どう悸きを感じる。

　石を握る掌てのひらに汗が浮かび。

　けれど恥ずかしさや気後れは忘れ。

　意識は下方を登ってくる騎兵に集中した。

（行きます！）

　アイスは左足を高々と上げ、大きく振りかぶった。

　エスピエーネの指摘どおり、下から迫せまる騎兵がこちらを見上げたら股間が丸見えになる体勢だ。

（大丈夫、相手には見えていません。大丈夫、相手には見えていません。大丈夫、相手には見えていません……）

　踵かかとの辺りに触れているエスピエーネの指先の感触を確認しつつ、アイスはそんな言葉を呪文のように内心で繰り返し唱える。

（たあぁっっ！）

　声は出せないので内心で気合いをかけると、アイスは大きく振り上げた左足を勢いよく下ろし、捻ひねった上体を戻す勢いに乗せて右腕を振り抜いた。

　ごぉっっ。

　空気を切り裂いて拳こぶし大の石が飛んでいって。

　どごっっ。

　騎兵にではないが、乗っている馬の横っ腹に命中した。

　衝撃で馬がどうと横倒しになり。

　乗っていた騎兵は勢いよく投げ出された。
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　先頭の騎兵に続いて後続の騎兵も一騎、また一騎と倒れ、落馬した。

　アイスの投げた石がすべて命中したわけではなかったが、それでもエゥラニアの騎兵はあっという間に十騎ほどが倒れ落馬していた。

「なんだっっ!?」

「敵の攻撃かっ!?」

「馬鹿な！　敵はいないはずだろう!?」

「先に登った連中は何してる!?」

　仲間が落馬しても、最初は何が起きているかわからなかった後続の騎兵たちだが、ようやく攻撃を受けているのだということを自覚した。

　前の二つの小隊が全滅したせいで自然と先頭に立つことになった三番目の小隊の隊長が、咄とつ嗟さに散開の指示を出した。

「散れっ、これは礫つぶて攻撃だっ！　固まっていると狙い撃ちにされる！　散らばって上まで一気に駆け登るのだ！」

　乗っている兵ごと馬を横倒しにするような威力で礫を投げられるものか、という疑問は浮かんだが、上方から石が飛んできて味方の騎馬に当たっているのは間違いない。

　小隊長の指示で、先頭を行く騎兵は慌ててばらけた。

「散開！　散開！　後続も散開して高地を目指せ！」

　後続に向かって叫ぶと、小隊長は馬首を巡らせ、斜面を駆け上がっていった。

　後続の騎兵も先頭に立った小隊に倣ならって散開した。

　斜しや度どはそれほどきつくないといっても一気に駆け登るのは無理なので、各騎馬はジグザグの進路を取りながら、あるいは大回りして側方に回り込み、礫攻撃を避よけながら高地を目指して馬を走らせた。

　馬の速度はあまり上がらないが、それでも打ち落とされる騎兵の数は減った。

（くう。密集してくれていると、適当に投げてもどれかには当たるのですけど、数騎ずつばらけて走られると、この距離ではそう簡単には当たりません）

　アイスは歯がみするが、それでも目につく騎馬を狙って石を投げ続けた。

　さらに何騎か落としたが、そうこうしているうちに、左側方へ回り込んだ騎兵が三騎、高地の上端に駆け上がってきた。

「アイス！」

　腹はら這ばいになっているエスピエーネが空いている左手で──右手は右足の踝くるぶし辺りに置いたままだ──アイスの左足を叩たたいた。

「敵の騎兵が来た！」

　アイスは慌てて地に伏せる。

　見えないから立っていても同じようなものだが、石を持ったまま立っていると、石だけが宙に浮いて見えて敵の目を引く。

　だからアイスは石を持ったままでも目立たないように伏せたのだ。

「どういうことだ!?　誰もいないぞ！」

　高地に駆け登った三騎がしきりに辺りを見回している隙に、アイスは膝を立て、素早く石を投げた。

「ぐぁっっ！」

　横手投げだが、それでも威力は十分で、まず一騎が落馬した。

「なっなんだっ!?」

　残った二騎には、どこからか石が勝手に飛んできたように思えたことだろう。

　状況が飲み込めないまま、二人の騎兵は馬首を巡らせ、その場で一周した。

　三百六十度を見渡しても誰もいなかった。

「いったい何がどうなって……がっっ！」

「おいどうしたぎゃっ!?」

　二騎が続けざまに倒れた。

「ケイちゃん！」

「あいよっっ！」

　アイスの呼びかけに、穴から跳ね上がるようにケイが姿を現した。

　すでに硬化の魔法をきかせているケイは全身が銀色に輝かがやいている。

　落馬した騎兵に駆け寄っていったケイが、硬くなった拳こぶしで思い切り殴りつけると、なんとか起き上がろうと藻も掻がいていた二人はぱたりと倒れ、そのまま動かなくなった。

「次々に来るぞ！」

　エスピエーネが叫び。

　穴に伏せたままのイクシーヌが自分の入れ墨を放った。

　イクシーヌの体からだを離れた瞬間、入れ墨は見えるようになるのだが、地を這はって進むので敵に見み咎とがめられる虞おそれはない。

　黒蛇のようにうねりながら地を這った入れ墨の群れが高地に乗り込んでくる騎馬の足にまとわりつき、締めつけた。

　足の自由が利かなくなった馬がばたばたと倒れ。

　乗っていた騎兵は次々と地に落ちる。

「うお────っっ！」

　気勢を上げたケイが駆け寄っていく。

　姿は見えているから、どれほど大声を上げても問題ない。

　というより、敵の注意がケイに集中すればイクシーヌが見つかり難にくくなるから、彼女は敢あえて叫びながら突進した。

「ぎゃっ」

「ぐはっっ」

　ケイは相手を、手当たり次第、足当たり次第に殴りつけ、蹴りつける。

　鉄のように硬いケイの拳で殴られ足で蹴られた騎兵は、よくて気絶、最悪、頭蓋骨陥没骨折で即死だった。

　アイスも片膝を突いた体勢で石を投げまくる。

　討ち死にしたり負傷で動けなくなった敵の騎兵が、高地の上に折り重なって倒れている。

　アイスの投石攻撃を避よけるため斜面の途中でばらけた敵の騎兵は、数騎単位であちこちから高地に登ってくるから、イクシーヌとケイの恰かつ好こうの餌食となった。

　とはいえ、騎兵は数が多い。

　そのうちアイスやイクシーヌ、ケイが倒す数より乗り込んでくる数のほうが多くなり、今や高地の東端では十数騎の騎兵がケイを取り囲むようにして走っていた。

　剣や槍やりなら弾はじき返かえすケイだが、アイスよりもずっと体重が軽いから、馬で体当たりされたら撥はね飛ばされてしまう。

　アイスとエスピエーネは保護色となっているから敵に見つかる虞おそれはないが、二人だって偶たま々たま走っている騎馬に衝突されたら厄介なことになる。

（それより。このままだとイクシーが見つかるかも）

　と、アイスはそれを危き惧ぐした。

　イクシーヌは穴に伏せているだけだから、近くに騎馬が来れば簡単に見つかってしまう。

　手持ち──というか、体からだ持ち？──の入れ墨をすべて放ってしまっていると、彼女には身を守る術すべがない。

　おまけに登ってくる騎兵の数は着実に増えている。

　このままだとアイスとエスピエーネも周囲を騎兵に囲まれて──相手はそこに敵がいることに気づいていないだろうが──身動きが取れなくなりそうだ。

（ナーガさんはセレナの天てん眼げんで戦況を把握しているはず。ならば、もうすぐ上がってきますね。そろそろ退ひき時でしょうか）

　アイスは声を抑えてエスピエーネに呼びかけた。

「エーネ、退きますよ。背中に乗って」

「了解」

　身を起こしたエスピエーネは、アイスの体から手を離さないように注意しながら彼女の背中に跳び乗った。

「しっかり掴つかまっていてね」

「わかってる」

　エスピエーネは自分の乳房をアイスの背中に押しつけるようにして脇の下から両手をねじ込むと、アイスの両胸をしっかりと掴んだ。

「ちょ──っ？　どこ掴んでいるのっ!?」

　驚いて抗議しつつも声は抑えたままなのが立派だった。

「だって、ここがいちばん掴みやすいから。僕が振り落とされでもしたら、アイスはあんなに大勢の騎兵の前で素すっ裸ぱだかの真まっ裸ぱだかの全ぜん然ぜん裸らを晒さらすことになるんだからね？」

「そ……それは困るわ」

「だろう？　だから僕は絶対に落ちないようにいちばん出っ張っているここをしっかりと掴つかんでいないとならないんだよ」

　などと言って、エスピエーネはもぎゅもぎゅと両の掌てのひらを動かした。

「あ、ちょっと、駄目だったら」

「ほら、アイス、早く逃げよう。まごまごしてると周りを囲まれてしまうよ。イクシーが見つかってしまうよ」

　アイスは不ふ承しよう不ぶ承しようという体ていでエスピエーネの両足を抱えた。

「それ以上おかしな真ま似ねをすると、石の代わりにあなたを敵の騎兵に投げつけてから逃げますけど？」

　などとアイスが囁ささやくように脅すと、彼女の胸を掴んで揉もんでいたエスピエーネは慌てて手の動きを止めた。

「も、もちろんおかしな真似なんか、これっぽっちもしないさ」

「その言葉、忘れないでね？」

　にっこり笑うと、アイスは脱だつ兎との如ごとく走り出し、イクシーヌが隠れている穴へ向かった。

　あっという間に穴まで駆けたアイスは、イクシーヌを抱え上げると再び走り出す。

　エスピエーネはイクシーヌに触る必要が出たので──このままだとイクシーヌの姿だけが敵兵に見えてしまう──名残なごり惜しそうにアイスの乳房から両手を離し、片手をアイスの肩越しに首へと回して自分の上体を支え、もう片方の手を前方へと伸ばし、アイスに抱っこされているイクシーヌに触れた。

　それでイクシーヌの姿も保護色となって敵兵から見えなくなる。

　それを確認したアイスは、猛然と走る速度を上げた。

　エスピエーネを背負い、なおかつイクシーヌを抱っこ──いわゆるお姫様抱っこというやつだ──しているのに、走る速度がほとんど落ちていないのが凄かった。

「ケイちゃ──んっ！」

　走りながらアイスが絶叫を放つ。

　敵の騎兵にも彼女の声は聞こえただろうが、ケイを追いかけるのに必死になっている敵兵には、その声の意味を考える余裕などなかった。

　騎兵のあいだを走り回って奮闘していたケイも、その声でアイスたちが退却していったのを知った。

「あたしも逃げるか」

　ケイは後方にいる騎兵の一段に向かって突進した。

「うわわ──っ」

「こっちに来るぞっ！」

　剣で切りつけても槍やりで突いても弓矢で撃っても傷一つつけられないケイに、騎兵たちはかなりびびっていた。

　実際、すでに五十騎近い騎兵が損耗しているのだ。

　騎兵たちにはアイスとエスピエーネは見えていないし、イクシーヌの存在にも気づいていなかったから、これまでの戦闘で出た犠牲は目の前にいる金属のように輝かがやく魔女一人のせいだと思い込んでいる。

　彼らの腰が引けるのも無理はなかった。

　突進してくるケイに驚いた騎兵は慌てて左右に分かれ、彼女の進路を開けてしまった。

　下がった騎兵のあいだを悠々とケイが駆け抜けていく。

「じゃあ、またね──っっ」

　手を振りながら走り去っていくケイを見送った騎兵たちは、

「あれが魔女か」

「なんて恐ろしい」

　などと口々に言い合うのだった。

　けれどその恐ろしい魔女が下がっていった。

「疲ひ弊へいしたのか魔力切れなのかはわからないが、ともかくこれで高地を占拠できる」

　などと思って騎兵たちが安あん堵どの息を吐ついた次の瞬間。

　高地の奥で喊かん声せいが上がり。

　騎兵たちは、はっとして顔を上げる。

　高地上に姿を見せた五十ばかりの敵騎兵がこちらに向かって走ってくるのが見えた。
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　百騎ほどいたエゥラニア騎兵だが、今や五十と少ししか残っていなかった。

　数的には、現れたレンスール騎兵と互角になっている。

　だが、それ以上に両者の勢いには大きな差があった。

　アイスの投とう擲てき攻撃を避よけながら必死で高地に駆け登ってきたエゥラニア騎兵の乗る馬はすでに疲弊しており、さんざん魔女に翻ほん弄ろうされた兵の腰は大いに引けている。

　一方、レンスール騎兵はほとんど疲弊しておらず、魔女による迎撃が成功して敵が大きく数を減らしたのを知っているから意い気き軒けん昂こうである。




　騎兵部隊の先頭を走るナーガが馬上で刀を抜いた。

「敵はすでに半減している！　俺たちの勢いには抗しきれない！」

　ナーガは抜いた刀を真まっ直すぐ天に向けて掲かかげると、そのまま前方へ振り下ろした。

「突撃ぃ！　このまま敵を追い落とせぇぇ！」

「おおぉ────っっ！」

　左手で手た綱づなを握り、右手に槍やりを抱え、五十の騎兵が一丸となって突撃していった。

　それまで魔女との戦いで手一杯だったエゥラニア騎兵は、陣形も何もない状態で高地に散開しているだけだったから、五十の突撃に抵抗できるはずもなく。

　いちばん奥にいた十騎足たらずの騎兵が敵の突撃に真っ先に呑のみ込こまれて消えた。

「集まれ！　集まって陣形を整えよ！」

　部隊長サンドロンは必死の形ぎよう相そうで陣頭指揮を執とるが、ばらけていた味方の騎兵が集まるよりも敵の騎兵が殺到するほうが早かった。

　サンドロンは周りにいた二十騎ばかりを引き連れ、なんとか逃れようと交戦しつつ後退する。

　しかし、レンスール騎兵に食いつかれたまま振り切れない。

「奴やつがこの部隊の隊長か！」

　周囲の騎兵に指示を与えているサンドロンを認めたナーガは、抜ばつ刀とうしたまま駆け寄っていく。

「あれが隊長だ！　奴を討ち取れ！」

　ナーガの叫びに気づいた数騎が、彼のあとを追う。

　見たことのない形状の剣を掲げ、見たことのない異装に身を包んだ騎兵が突進してきたのをサンドロンも認めた。

　サンドロンは慌てて馬首を巡らせ誰何すいかする。

「何者だっ!?」

「魔女軍軍師ナーガ見参！」

「魔女軍軍師……龍王ナーガだとぉっ!?」

　サンドロンは驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめて相手を見つめる。

　たしかに異装。

　たしかに異相。

　たしかに異様。

　その辺の者とは一線を画す迫力と気迫が相手から感じられた。

　相手の馬が不意に速度を緩めた。

　討ち取られるか逃げ出すかしたのだろう、いつの間にかサンドロンの周囲からはエゥラニア騎兵の姿が消えていた。

　代わりに周りをレンスール騎兵が取り囲んでいる。

　その輪の中で、数ヤルドの距離を挟んでナーガとサンドロンが対たい峙じした。

「貴様が隊長だな」

「だとしたら」

「名を聞こう」

「エゥラニア防衛軍騎兵部隊長、サンドロン・ザンディーズだ」

　ナーガは刀の切っ先を相手に向けて言った。

「そうか。サンドロン、もはや抵抗しても無意味だ。降伏しろ」

「巫ふ山ざ戯けるな！　魔女の味方をする神の敵め。神の敵、即すなわち人の敵だ！」

　サンドロンが下ろしていた槍やりを再び掲かかげた。

「つまらん。おまえもそっち側の人間か」

　吐はき捨てるようにそう言うと、ナーガは周りの味方に呼びかけた。

「手を出すな。こいつは俺が殺やる」

　戻ってきたアイスやエスピエーネ、ケイやイクシーヌが輪になった騎兵の後方から顔を覗のぞかせ、不安半分期待半分といった顔でナーガを見つめていた。

　すでに味方から受け取ったマンテラを羽織っているから、アイスとエスピエーネも姿を現している。

「どうなの、アイス。大丈夫なの、ナーガさん？」

「大丈夫だと思いますよ、エーネ」

「そうなの？　相手の槍のほうがだいぶ長いけど？」

「経験が違うと思いますよ。戦いくさの経験が」

　横からケイが、そうそう、と口を挟んできた。

「ナーガさん、軍師なんて言ってるけど、その辺の兵士よりずっと強いと思うよ」

　ケイやアイスの言うとおりだった。

　織お田だ信のぶ長ながは若い頃から刀や槍、弓や鉄砲などを習い、よく訓練し、実戦で鍛えていた。

　過去に何度も兵の先頭に立って戦場を駆け回った経験がある。

　槍と刀という不利な条件も、ものともしなかった。

　サンドロンは槍を構えると、軽く馬の横っ腹を蹴った。

　サンドロンの乗る馬がナーガ目がけて突進した。

　ナーガもゆっくりと馬を進める。

「滅ほろびよ、神の敵ぃぃっ！」

「おまえこそ、もう少し視野を広げて世界を見るんだな」

　繰り出されるサンドロンの槍の穂先をかいくぐり。

　すれ違いざまにナーガの刀が振られ、刃やいばが煌きらめき。

　次の瞬間、サンドロンの首は胴から離れて宙を舞っていた。

「って言っても、もう見られないか」

　激しく血を噴出しながらサンドロンの胴体はそのまま数ヤルドを進み。

　やがてゆっくりと馬上から落ちていった。

　ナーガは馬首を巡らせ、血に濡ぬれた刀を高々と掲かかげた。

「敵将、討ち取ったり！」

　固唾かたずを呑のんで見入っていた騎兵たちからどっと歓声が上がる。

「喜んでる場合じゃないぞ！　後続の敵の主力に備えるんだ」

「おおっっ！」

　そのとき、高地にハリガンやレラ、クゥ、ノノエル、セレナたちが姿を現した。

　上空にはユウキの飛空挺も舞っている。

　クゥは四本の縄で四つの弓を持ち、別の四本の縄で四本の矢を持っていた。

　レラはすでに体からだに貼った呪札を数枚引ひき剥はがして呪文を書き込み済みだ。

　ノノエルは頭上に薄く伸ばした水膜を広げていた。

　アルルカンは狼おおかみの群れを率いていて、近づくと味方の馬が恐こわがってしまうから別行動を取っている。

「ハリガン、味方の歩兵は!?」

「すぐそこまで来ている」

「そうか。ならば高地の占拠は歩兵に任せて、ここにいる騎兵と魔女とで敵の主力を追い散らすぞ！」

「おお、やっと吾われの出番が来たか」

　ハリガンが不敵な笑みを浮かべ腕を撫ぶす。

「セレナ、敵主力の様子はどうだ!?」

　上空を睨にらんでいたセレナが、そのままの体勢で叫び返した。

「逃げていった騎兵が駆け込んで、かなり混乱しているようです。陣形が乱れているのがはっきりわかります！」

「聞いたか、者ども！」

　ナーガは戦いくさの機き微びというものをよく知っている。

　いったん逃げ腰になった部隊は簡単には立ち直れないものだ。

　そんな相手なら、たとえ兵力的に劣っていても勝てることを彼は経験から知っていた。

「敵は混乱し、態勢を立て直せていないっ！　追撃するなら今だぁっ！」

　ナーガが絶叫を放つと。

「おお──っっ！」

　兵たちは喊かん声せいで応えた。

　高地の縁へりまで馬を進めたナーガは、そのまま斜面を駆け下りていく。

「俺に続けっ！」

「吾われらも続くぞ！　ナーガに遅れるな！」

　ハリガン以下、十人ばかりの魔女が駆け出し。

「我らも行くぞっっ」

　五十の騎兵が一丸となって斜面を駆け下りていった。
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　ナーガの読みどおり、味方の騎兵が魔女によってさんざんに討ち破られ、隊長までもが討ち死にしたらしいことを知った歩兵部隊の九百は、浮き足立ち逃げ腰になっていた。

　ナーガたちは斜面を駆け下りてきた勢いのまま突撃していく。

　突撃してくる騎兵も恐こわかったが、それより騎兵と同じ速度で駆けてくる異様な出いで立たちの半裸の女たちのほうが、エゥラニア兵には恐かった。

　ある者は髪の毛を逆立て。

　ある者は燃える呪札を頭上に浮かべ。

　ある者は体からだに巻いた縄で弓矢を持ち。

　ある者は全身が銀色に輝かがやいていて。

　ある者は全身に描いた文様を蠢うごめかせ。

　そして空を飛んでいる者さえいる。

「なんだ、あいつらは!?」

「ま、魔女か!?」

「あれが魔女なのかっ!?」

　隊長たちが必死になって兵を叱しつ咤たし、迎撃の態勢を取ろうとしたが、恐怖に怯おびえた兵たちは、なかなか槍やりを構えようとしない。

　中には持ち場を離れようとする兵もいる。

　そんな兵を隊長たちが怒鳴りつけ押し戻し、陣形が崩れるのをなんとか抑えているところへ、まず敵の騎兵が突入してきた。

　まともな迎撃態勢が取れていない前衛の兵は、騎兵の一当てで大きく崩れた。

　頼りになるべき味方の騎兵はすでに一戦して敗走しているから、戦意は限りなく低い。

　それでも敵が騎兵だけならなんとかなっただろうが、先ほど自分たちをさんざんに討ち破った魔女たちが迫せまってくるのを見ると、もはや耐えられなかった。

「魔女だ！」

「魔女が来る！」

　なんとか味方のところまで帰り着いていた三十騎ばかりの騎兵が、次々に離脱していく。

　それで中衛までもが混乱に巻き込まれてしまう。

「押せ押せ押せ押せ！」

　敵陣に突入した味方の騎兵をナーガが叱しつ咤た鼓こ舞ぶし。

　騎兵は敵陣を縦横無尽に駆け回った。

　魔女の先頭を切ってケイが飛び込んできた。

　硬化の魔法で剣も槍も矢も受け付けないケイは、無む造ぞう作さに走り寄って敵兵を殴りつける。

　たちまち数人が殴り倒された。

　反撃してきた兵もいたが、銀色に輝かがやく半裸の魔女に剣も槍も通用しないのがわかって、兵たちは混乱し、恐怖した。

　続いて、伸ばした縄で弓と矢と盾と剣を掲かかげてクゥが突っ込んできた。

　近くの敵には剣で斬りかかり、遠くの敵には矢を射うった。

　剣や槍での攻撃は盾で防ぎ、相手の体勢が崩れたところを斬り捨てた。

　縄をくねらせ、同時に剣と弓矢と盾を操るほぼ全裸──多くの縄を伸ばしているので、すでに半裸よりも全裸に近かった──のクゥの姿に兵たちは恐慌を来きたした。

　空中に水膜を浮かせたままノノエルが近づいてきた。

　その水の盾に守られるように、ハリガンとアイスとイクシーヌが進み出る。

　ハリガンは豊かな髪の毛を持ち上げ、数十本を同時に発射した。

　イクシーヌは入れ墨を放った。

　アイスは背負い籠から取り出した礫つぶてを投げまくる。

　至近距離だから当たったときの威力は絶大だ。

　ハリガンの髪の毛に鎧よろいごと体からだを貫かれ。

　イクシーヌの入れ墨に絞め落とされ。

　アイスの礫に打ち倒され。

　ばたばたとエゥラニア歩兵が倒れていく。

　もちろんケイも暴れ続けている。

　すでに前衛は壊滅状態だった。

　味方の騎兵が混乱しないように大回りした狼おおかみの群れが、中衛に走り込んだ。

　燃える呪札が飛んでいって、中衛の兵の頭上に降り注いだ。

　もはや前衛は影も形もなくなり、中衛も大混乱に陥おちいっている。

　持ち場を離れて逃げ出す兵が続出する。

　本陣の隊長以下、幕僚たちは声を嗄からしてなんとか兵を抑えようとした。

「逃げるな！　留とどまれ！」

「逃げる者は斬るぞ！」

　実際に剣を抜いて兵たちの前に立ち塞がった幹部もいたが。

「退どけぇっ！」

「邪魔するなっ！」

　逃げようとして走る兵たちに突き飛ばされ、踏み潰された。

　辺りは狼が縦横無尽に走り回り。

　頭上には燃える呪札が降り注ぎ。

　前衛を突破した敵の騎兵が迫せまり。

　その後に異い形ぎようの魔女たちが続き。

　向こうから恐るべき威力の礫が飛んでくる。

　気がつけば前衛も中衛も跡形もなく消え去っていて。

　いつの間にか本陣が最前に出ていた。

　もはや敵の騎兵と魔女は目の前に迫っている。

　騎兵は狼が走っているあいだは突入してこないだろう。

　問題は、そのあとに続く異い形ぎようの集団だ。

　狼を操っているのが魔女なのだから、狼がいようがいまいが魔女たちは本陣に突入してくるに違いない。

「魔女だ！　魔女が来るぞ！」

「このままでは魔女に蹂じゆう躙りんされる！」

「掴つかまった者は生皮を剥はがされ、内臓を食われるぞ！」

　魔女を眼前にして、隊長も幕僚も恐怖した。

　退却の命令を出すことすらなく、隊長も幹部も兵たちに混じって駆け出した。

　あっという間に本陣も総崩れになり、その後ろに控えていたはずの後衛も綺き麗れいさっぱりいなくなっていた。

　敵が総崩れになったのを見て取ったナーガは、魔女や騎兵に停止を命じる。

「深追いは無用だ！　これで当初の目的は果たした！　引き返すぞ！」

「むうぅ。吾われの活躍、これからが本番だというのに」

　ハリガンが少し不満そうな顔でそう言うと、横からアイスが慰めてきた。

「まぁまぁ、いいではないですか、姉あね様さま。ほとんど味方に犠牲が出ることもなく勝てたのですから。これで文句を言ったら罰ばちが当たりますよ？」

「まぁ……そうだな」

「わたしはここでも天晴あつぱれ見事に大活躍しましたけど。あ、高地でのわたしの獅し子し奮ふん迅じんの活躍ぶり、聞きたいですか？」

「そんなもの聞きたくないわっ！」

　ハリガンが思い切りツッコむと。

「自分で天晴れ見事に大活躍とか言っちゃう？」

「さすがにアイスですね。衒てらうのを躊躇ためらいません」

　ケイとノノエルが囁ささやき合った。

「後続の歩兵と合流して高地に陣を築く！　退ひけぇっ！」

　ナーガの号令一下、魔女と騎兵が高地に向かって走り出した。
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　高地に進出した歩兵三百五十と合流したナーガたちは、運んできた杭くいを高地の縁へりに打ち込み、横木を渡して簡単な柵を巡らせた。

　地面を掘って土を盛り、簡易土塁も造った。

「さて、これでリュゼック街道は俺たちが押さえたも同然だ。エゥラニアとしては水軍が討って出て海上封鎖を解くしかなくなったわけだ。あとは海戦の結果次第だが、俺たちは俺たちで、城じよう壁へきに対する破壊工作を進めておくか」

　四百を陣の守りとしてその場に残したナーガは、本隊六百と合流するため、魔女を率いて高地から下りていった。
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　レンスールの街が送り込んだのは、大型船が十二隻に中型船が十八隻、小型の快速艇が六隻、都合三十六隻という、かなりの規模の船団だった。

　対するエゥラニアと海賊連合はさらに船せん腹ぷく数が多く、ジュダンドット一味の大型海賊船が五隻──そのうちの一隻はとくに大きい──街の大型船が十隻と中型船が十八隻、小型の快速艇が八隻、都合四十一隻という陣容だった。

　大型船の数ではエゥラニアと海賊連合のほうが多く、中型船の数では互角だ。

　快速艇は大型船に対する攻撃力はないも同然で、伝令船として使われるのが常だから、ふつうなら戦力として計算する必要はなかった。

　ということを考えれば、戦力的にはエゥラニア・海賊連合のほうが少し勝まさっているといったところか。

　けれどレンスール側は、泳ぎの得意な魔女ハンネゥイを小型快速艇に乗せていた。

　ハンネゥイの魔法はノノエルと違って水を操るのではなく、自身の泳ぐ能力を極限まで強化するものだ。

　これまでは陸上での戦闘ばかりで彼女が活躍するような場面はなかったから森に残っていたが、今回は海戦だから必ずハンネゥイが役に立つはずだと確信したハリガンが自信を持って彼女を船団に送り込んだ。

　ようやく自分にも活躍の場が巡ってきたと、ハンネゥイは勇んで船に乗り込んだ。

　ハンネゥイは水中での高速機動を最大の特長とする魔女である。

　船上で敵兵と戦うわけではないから、大型船や中型船に乗っていても意味はない。

　そこで船団の長おさは、彼女を小型の快速艇に乗せることにした。

　魔女なんかを自分たちの船に乗せたくないというのが大型船の水か主こたちの本音だったのかもしれないが、それはさておき。

　ハンネゥイの水中機動はエゥラニア側が決して持ち得ないものだが、だからといって、この海戦で彼女がどれほどの戦力になれるのかはまだ未知数だった。

　彼女の能力を計算に入れたとしても、レンスール側とエゥラニア・海賊連合は戦力的にほぼ互角……といったところだろうか。

　だが、レンスール側には、もう一つ秘密兵器があった。

　ユウキの操る飛空艇である。

　飛空艇にはエスピエーネも乗っている。

「エスピエーネの魔法で空に紛まぎれて近づくユウキの飛空挺がどれだけ活躍できるか。そこが海戦の勝敗を分ける鍵となるだろう」

　ナーガはそう看破していた。
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　エゥラニアの港から船団が出てくるようだと、港の近くで見張りに就ついていた快速艇から報告が上がってきた。

「港湾口に張り巡らせてあった鎖を外しているそうですから、間違いなく出撃してくるでしょう」

　報告を受けた旗艦の艦長が、レンスール船団の船団長ユゥノスタにそう告げた。

　夏にも拘かかわらず、水軍服に革の上着を羽織り、革の帽子を頭に載せているユゥノスタは、うむ、と鷹おう揚ように頷うなずいた。

「エネビア高地を巡る戦いでエゥラニアの陸上部隊はナーガ殿が率いる部隊に蹴散らされたそうだからな。陸上交通路を奪われたエゥラニアとしては、何がなんでも海上交通路を確保しないとならなくなったわけだ」

　すでに陸上部隊の勝報を携えてユウキが飛んできているから、高地での戦いの帰結はユゥノスタたちの知るところだった。

「我々の目もく論ろ見みどおり、敵の船団は海戦を挑むしかなくなった。さぁ今度は我々の番だ。エゥラニアの船団を蹴散らして海上も制圧するぞ」

　ユゥノスタは旗艦の船長に、

「旗艦に戦闘旗を掲かかげろ！」

　と命じ、幕僚たちに指示を与える。

「畳たたんだ帆はそのまま。櫂かいを漕こがせて、風上の北西に向かって艦隊を進めるのだ。北上したら反転して帆を上げ、追い風に乗って南下し、港から出てきた敵船団を強襲する」
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　港の出口沖合に停泊していた各船が慌ただしく碇いかりを上げ始めた。

「おい、魔女の姉ねえちゃん、出るぜ」

　快速艇の艇長グラッファがハンネゥイに呼びかけた。

　グラッファは水軍の兵ではなく、レンスールの街の近くの漁村で漁師をしていた男だ。

　十代の前半から漁師の仕事に就つき、船に乗って三十年以上は経つというベテラン漁師で、今回の作戦のためにレンスールの街が行った募兵に応募してきた一人だった。

　彼に言わせると、

「この戦いくさに勝ちゃあ、大漁を三度繰り返すよりも実入りがいいからな」

　となる。

　彼のような者が大勢参加しているということは、レンスールの街が支払った支度金や、約束した勝利給が望外の金額だということだろう。

　それだけ本気なのだ、レンスールの街は。

　このまま海賊を捨て置けば、街の未来が危うくなると危機感を抱いていた。

　だからこそカッシゥスは、魔女にさえ協力を仰あおいだ。

　その本気を感じ取ったからこそ、ナーガやハリガンたちも要請に応じた。

　という事情はともかく。

「いよいよ出撃か」

　舳へ先さきに座っていたハンネゥイがグラッファの呼びかけに応えるように勢いよく立ち上がると、背中に垂たらした艶つややかな長い黒髪が海風に揺れた。

　これまで黒い森にある湖こ沼しようや川で泳いだことしかなかったハンネゥイは、初めて見る海の広大さに心を揺さぶられ、初めて感じる海風の心地よい刺激に魂を震わせ、大いに興奮し高揚していた。

「腕が鳴るなぁ。いや、わたしの場合、鳴るのは足かな。何しろ推進力を稼ぐのは足で、だからな」

「あんまりはしゃぐと船から落ちっぞ。っても、おまえは落ちても平気みてぇだから気をつけろとは言わねぇがな」

　そう言ってグラッファは笑った。

　日に焼けて赤しやく銅どう色いろに変色した彼の顔が皺しわくちゃになる。

　その笑顔には屈くつ託たくがなく、自分が船に乗っているのを嫌がっているように思えないのがハンネゥイには少し意外だった。

「おっちゃんは、わたしが乗っていても気にならないのか？」

「おまえを気にしてどうすんだ？」

「いや……わたし魔女だよ？　恐こわいとか気持ち悪いとか思わないのかなって思って」

「おまえを？」

　笑みを消した艇長は、じろじろと無遠慮な視線をハンネゥイに這はわせてきた。

　ハンネゥイに向けて親指をびしっと立てたグラッファは、またもガハハと笑いながら、

「可愛かわいいから許す」

　と言った。

　べつに嘘うそを言っているようには見えないし、そもそもこの人の善よさそうな漁師にそんな芸当ができるとも思えない。

「それはどうも」

　ハンネゥイは困惑顔で小さく頭を下げた。

「でも、他の人はどうなのかな」

　顔を上げた彼女は、漕こぎ手の六人をちらっと見やった。

　グラッファは、この快速艇の艇長兼舵かじ取とりで、彼の他に六人の漕ぎ手が乗っている。

　細長い船の舷げん側そくにそれぞれ三人が座って櫂かいを漕こぐのだ。

　息を合わせて漕がないと船は速はやく真まっ直すぐに進まないから、艇長が六人の息を合わせるために号令をかける。

　漕ぎ手の六人もグラッファと同じ漁村で漁師をしている男女──内訳は男四人に女二人──だった。

　年齢は、みなグラッファよりも若く、十代後半から三十代前半といったところだ。

　男女問わず、年齢を問わず、太い腕と日に焼けた顔と体からだという共通項があった。

　身に着けている物も、男は上半身裸で、下は太ふと腿もも上までしかない筒つつ袴ばかま。

　女も太腿上までしかない筒袴に胸覆おおいしか着けていない。

「服が濡ぬれたら漕ぎにくいだろうが」

　というのがグラッファの言い分だが、船を漕いだことがないハンネゥイにはよくわからない。

　わからないが、女の漕ぎ手の恰かつ好こうは自分たち魔女のそれとあまり変わらない点に、ハンネゥイは少し親近感を覚えた。

「どうなんだよ、おまえら？」

　グラッファが六人の仲間に訊きくと、男四人が口々に答えてきた。

「可愛かわいいから許す」

「体つきが細くて優美だから許す」

「色っぽいから許す」

「裸はだかになりゃ、もっと許す」

　すると女子二人が彼らを罵ののしった。

「このすけべ野郎どもめ！」

「足を滑らせて頭打って死んじまえ！」

「悔しかったら、おまえらも可愛くなりやがれ！」

「もっと痩せてみろ！」

　ハンネゥイそっちのけで罵ののしり合いを始める六人に彼女は呆あつ気けに取られてしまう。

「痩せたら網を引けないだろうが！」

　男の一人が女の腹部を指さして言った。

「腕につく筋肉はいいんだよ。おまえは腹に余分な肉がついてんだろ！」

「余分な肉なんかついてないわ！　出で鱈たら目め言ってんと手足ぶち折って海に叩たたっ込むぞ！」

「おまえこそ裸に剥むいて手足縛って海に沈めんぞ！」

　と言われ、女が大きく胸を張った。

「あたいには大きな浮き袋が二つあるから沈まないね！」

「すでに萎しぼみ始めてるそんな浮き袋で、おまえの重たい体からだが浮くのかぁ？」

「殺す！　切り刻んで魚の餌にしてやる」

　すると、もう一人の女が横から口を挟んできた。

「切り刻むなら、まず股間のアレを切り落として魚の餌にしてやろうよぉ。釣り針に吊つるして海に投げ入れりゃ深海の下げ手て物ものくらい釣れるかもよぉ」

　とたんに男は両手で股間を押さえて腰を引いた。

「すんません、それは勘弁して」

　他の漕こぎ手五人から爆笑が起こった。

　呆あつ気けに取られていたハンネゥイも、つい失笑してしまう。

　彼女が救いを求めるようにグラッファに目を向けると。

「俺らはふだんから板いた子ご一枚下は地獄っていう海の上で漁をしてんだよ。だからおまえら魔女が悪あつ鬼きや悪魔の親戚だったとしても、俺たちは陸おかの連中よりずっとおまえらに近しい場所にいるんだ。だからまぁ」

　そこで言葉を切ったグラッファは、大きな肩をすくめてみせる。

「あんま気にすんな」

　すると、そうだそうだ、という声が漕ぎ手たちからかかった。

「おめえら魔女の魔法がどんなに凄くても、海の嵐に比べりゃあ、どってことねぇわ」

「そうだねぇ。あたしたち漁師にしたら、あんたたち魔女より、大嵐のほうがずっと恐こわいよねぇ」

「地べたに這はい蹲つくばってる奴やつらには地平線が見えないもんさ。だが俺たちはいつも水平線を見て暮らしてるんだぜ。おまえたち魔女が悪鬼でも悪魔でもないことくらい、一目でわかったさ」

「おい、ディーオがなんかいいこと言ってんぞ！」

「珍しいこともあるもんだ。嵐が来なきゃいいけどね」

「そうだそうだ、嵐を呼ぶ男になんなよ、ディーオ！」

「呼ばねえよ！」

　またもや漕ぎ手たちはゲラゲラと大きな声で笑った。

　ハンネゥイは彼ら、彼女らの言葉が意外すぎて返事ができない。

　これまでずっと、人は魔女を目の仇かたきにしていて、自分たちを滅ほろぼそうと躍やつ起きになっているのだと思っていた。

（けれど……中にはこんな人たちもいるのか。驚きだな。死と隣り合わせの仕事に就ついているからこその、半なかばやけっぱちな「なんでもこい」状態なのかもしれないけど、でもわたしたちを忌いみ嫌う人ばかりじゃないという事実は、少し嬉うれしいね）

　この人たちのことをハリガンやナーガに教えてやりたいとハンネゥイは思った。

「おい、いつまでも馬鹿やってないで、そろそろ出んぞ。俺たちが乗ってんのは快速艇なんだ。快速艇が大型船や中型船に後れを取っちゃ洒落しやれになんねえ」

　グラッファの呼びかけに、六人は笑うのを止やめ、手を挙げて応える。

「おお！」

「わかってるって！」

　六人はすぐに櫂かいを手に取り、舷げん側そくに並んだ座席に着いた。

「といっても、銛もりを山積みにしてるから他の快速艇ほどには速度が出ないだろうがな」

　なるほど、快速艇の船底には二十本以上もの金属製の銛が積まれていた。

　これらの銛を使ってハンネゥイは他の船を攻撃するつもりなのだ。

　ハンネゥイが水中を高速で突進し、船底あるいは舷側に銛を突きたてる。

　大型船は無理でも中型船なら穴が開くかもしれないし、小型船なら浸水間違いなしだ。

　いや、小型船なら、わざわざ銛を突きたてなくても、突進してきた彼女が体当たりするだけでひっくり返るだろう。

「おめえが飛び込む機会はおめえに任せる。それまではそこに座ってろ」

　とグラッファがハンネゥイに声をかけた。

　細長い船体は漕こぎ手が二人並んで座っただけでもう余裕がないが、舳へ先さきのほうには伝令兵が乗り込むための小さな空間がある。

　ハンネゥイはもう一度、そこに腰を下ろした。

　彼女は股間から胸の上までを覆おおう一枚布で作った衣装を着ている。

　他の魔女に比べると肌を覆う面積は広いものの、生地の薄さは変わらない。

　それで水に潜ればいい案あん配ばいに透けるのだが、水中で誰かに見られることもないのでハンネゥイは気にしていない。

　今までは水に潜っても一人だけだったし、側そばにいるのは魔女だけだったから、他人の目を気にすることなどなかった。

　これだけ多くの人の目──文字通り「人の目」だ──があるところで潜るのは初めての経験だった。

（水の中にいるときはともかく、船に上がるときに視線が気になるかもなぁ）

　とは思ったが、すぐに、まぁいいか、と思い直した。

（漁師の女の恰かつ好こうが、わたしたちとあまり変わらないんだものな。っていうか、あの漕ぎ手の女子なんか、もう波なみ飛沫しぶきに濡ぬれて胸覆いが透けてるじゃん）

　そして男のほうも、そんなものは見慣れているとばかりに目もくれない。

　ハンネゥイには心強い光景だった。

「よぉし、出るぞぉ。最初はゆっくりだ。いーち」

「「「いーち」」」

「にーい」

「「「にーい」」」

「さーん」

「「「さーん」」」

　艇長のグラッファのかけ声に合わせて、六人が櫂かいを動かし始め。

　船はゆっくりと海上を滑り始めた。

　波に揺られていた快速艇の姿勢が次第に安定し始める。

　快速艇団は港湾の沖合に留とどまり、敵船団が港から出てきたのを確認して味方に伝えるという役目を負っているが、ハンネゥイの乗っているこの快速艇はいつでも彼女を海に下ろせるよう敵船団の近くを遊ゆう弋よくし、彼女の戦いを手助けすることを期待されている。

　具体的には、ハンネゥイのために銛もりを運び、銛を使った彼女が戻ってきたら、新たな銛を渡すことだ。

　どれだけの敵船にどれだけの損害を与えられるかはわからない。

　けれどハンネゥイは、必ず味方の役に立ってみせるという意気込みでこの海戦に臨のぞんでいた。

（何しろみんなと一緒に戦える日がようやく来たんだものなぁ）

　港の沖合を北西に向かって進み始めた船団主力を見送ると、ハンネゥイは目を陸地に転じる。

　中天には太陽が輝かがやき、眩まぶしい夏の陽光が降り注いでいるから、陸地は陰いん翳えいがくっきりとしていた。

　港湾の出口で頻しきりに何かの作業をしていた小舟の群れが港の奥へ引き返し始めた。

（張られてた鎖を回収する作業が終わったのかな。ってことは、もうじき敵の船団が出てくるな）

　意気込みはある。

　覚悟も決めた。

　自分ならできるという自信が漲みなぎっている。

　それでも、本当にできるのだろうかという小さな不安が拭ぬぐえない。

　ハンネゥイにとって、海戦が初めてどころか海で泳ぐのも初めてなのだから、ある意味仕方のないことではあった。

（まぁでも、あれこれ考えていても仕方ない。わたしにやれることをやる。必ずハリ姉ねえやみんなの役に立つ働きをする。それだけを考えていればいい）

　ハリガン、アイス、レラ、ケイ。

　ユウキ、ノノエル、イクシーヌ、クゥ。

　セレナ、リンネ、リンナ、アルルカン。

　次々に仲間の顔がハンネゥイの脳裏を過よぎっていった。

　そして、先の戦いくさで命を落としたサッハやナッシサス。

（あの二人のためにも負けられない。必ず勝って、わたしたち魔女の未来を切り拓ひらくんだ。だから、やってやる）

　少しずつ遠ざかる陸地を見つめながら、ハンネゥイは静かに闘志を燃やしていた。
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「出てきたぞ！」

　ハンネゥイが船影に気づくのとグラッファの声が上がるのと、ほぼ同時だった。

　港の出口から大型船の船影が、ゆっくりと海上に姿を現していた。

「先頭の奴やつ、でけえな」

　と舵かじを握って立っているグラッファが感嘆の声を上げた。

「味方の大型船より一回り大きいぜ」

　そんな声に、漕こぎ手の六人は思わず手を止めて背後を振り返る。

「おぉ、ほんとだ」

「あれ、ジュダンドットの船だろ？」

「あんなんに勝てるのかね、うちの船は」

　などと口々に言い合っている六人に、グラッファの叱しつ咤たが飛んだ。

「こら、櫂かいを漕ぐ手を休めるんじゃねえ！」

「んなこといったって、あんなこと言われたんじゃ気になるだろうが！」

　と一人が抗議すると、そうだそうだと賛同の声が上がった。

「いいから漕げ！　ほれ！」

　グラッファに睨にらまれ、六人は不ふ承しよう不ぶ承しよう顔を戻し、再び櫂をこぎ始めた。

「わっせ！　わっせ！　わっせ！」

　グラッファの左手の動きに合わせてかけ声をかけつつ六人の操る櫂が息の揃そろった動きを見せ。

　櫂は確実に水を捉え、船を前へ前へと進ませていった。

　舳へ先さきが水を切り、水みず飛沫しぶきが上がる。

　降り注ぐ水飛沫を浴びながら、ハンネゥイは大型船の船影を遠えん望ぼうした。

（たしかに大きいな。けれど、特別に大きいのはあの一隻だけ。他の船は味方の大型船と同じ。やっぱり戦力も互角に近いんだよな。だったら、その戦力的均きん衡こうを、わたしの力と働きで崩してやるさ）

　そんな覚悟を胸の中に秘め、ハンネゥイは迫せまり来る大型船を睨にらみつけた。

「おい、どっちへ向かってる？」

　今度は漕こぐ手を休めず、漕ぎ手の一人がグラッファに訊きいてきた。

　漕ぎ手は進行方向に背を向けているから、敵船団は見えないのだ。

「真まっ直すぐ進んでくるな」

　とグラッファが答えた。

「真っ直ぐ？　味方の船団を追いかけないのか」

「今のところはな」

「で？　俺らはどうするんでえ？」

「つかず離れずで、このまま連中と同じ方向へ進む。進路を変えるぞ」

「おう、わかった」

　グラッファは大きく右へと舵かじを切った。

　快速艇団から一隻が離れていった。

　敵船団の出撃を味方に知らせるためだ。

　このあとは要所要所で快速艇が現場から離れ、逆に報告を済ませた船が現場に戻ってくるという仕事を繰り返すことになる。

「おい、魔女の姉ねえちゃん！」

　舳へ先さきにいるハンネゥイを艫ともに立つグラッファが大声で呼んだ。

　漕ぎ手がかけ声をかけて櫂かいを漕いでいるので、大声を出さないと声が届かないのだ。

「なんですか、グラッファさん!?」

　ハンネゥイも大きな声で訊き返す。

「いつ海に入る!?」

　という問いに、ハンネゥイは改めて敵船団の先頭を進む大型船に目を向けた。

　その背後には大型船、中型船が楔くさび形がたの陣容で続いている。

　そのあいだを縫ぬうように、何隻かの快速艇が船団の先頭に進み出ようとしていた。

（そろそろ行くか！）

　ハンネゥイは体からだを回し、船底に積んである銛もりの中から二本ずつを左右の手で掴つかんで立ち上がった。

　勢いよく立ったので、少しだけ船が左右に揺れた。

　ハンネゥイは瞳に決意の光を浮かべ、グラッファを見つめる。

「行きます！」

「そうか」

　短く応えたグラッファは、一拍置いてから言葉を継ついだ。

「気ぃつけろや。疲れたらこの船を見つけて泳いでこい。銛もりを取るついでに上がって休んでいけばいい」

「大丈夫ですよ。わたしは丸一日泳ぎ続けたって疲れませんから」

「まぁ、それでもだ、気をつけろ」

　ハンネゥイは、グラッファが本気で自分のことを心配してくれているのを感じて、少し胸が熱くなった。

「ありがとう、グラッファさん！」

「お──、気ぃつけて行けや！」

「たくさん沈めてこいよ！」

「はい、頑張ります！」

「この船に上がるときは男衆の目を突いて見えなくしといてやっから」

　と女子の一人が言うので、ハンネゥイは、

「よろしくお願いします」

　と頭を下げた。

　すかさず男たちからツッコミが入る。

「そんなことをお願いするな！」

「うはははは。ほら、行け！」

　笑いながらグラッファが左手を振った。

　両手に銛を握ったまま、ハンネゥイが大きく跳躍する。

　船が揺れ。

　ハンネゥイの細い体からだが宙に浮かんだかと思った次の瞬間、彼女は爪先から着水した。

　小さな水みず飛沫しぶきが上がり。

　すぐに彼女の体は青い水の中に消えた。

「両手で銛を抱えてるってぇのに、普通に泳げるのか。見事なもんだな」

　海中を覗のぞき込こんでいたグラッファが感心の声を上げた。

　六人は櫂かいを漕こぐ手を止めて舳へ先さきのほうを振り返る。

　今度はグラッファも何も言わなかった。

　少しして。

　遙はるか先にハンネゥイの頭が波間に浮かんだのが見えた。

「速はやっっ！」

「もう、あんなところに!?」

「一息で二十ヤルド、いや三十ヤルドくらい進んだんじゃねえのか!?」

「本物の人魚みてえだな」

「いや、人魚は銛なんか持ってねえだろ」

「っていうか、銛もりを四本も抱えたまま一息であそこまで泳ぐか」

「あの娘こみたいな海の魔女を見た昔の漁師や船乗りが『人魚を見た』って言ったんじゃないのかい？」

　女の一人がそう言うと、グラッファは、

「そうかもしれねぇな」

　と頷うなずいた。

　などと皆が話しているあいだに、ハンネゥイの頭は水中に消えていた。

（戦果もいいけど、無事で戻れよ、魔女の嬢ちゃん）

　波間に消えていったハンネゥイの小さな頭に向かって、グラッファは内心でそう呼びかけるのだった。
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　エゥラニアと海賊連合は総船団長を立ててはいなかった。

　海賊船団はジュダンドットが、エゥラニア船団はノークテトスという男が指揮を執とることになっていて、互いに連携を取りつつ、互いの判断で麾き下かの艦艇を操るという取り決めがなされていた。

　海賊には海賊の戦い方があるというのがジュダンドットの主張で、エゥラニア側もそれを認めたから、海賊船は海賊船でまとまってジュダンドットの指揮下で戦うことになったのである。

　ジュダンドットは、レンスールの港を襲った際に受けた損害と屈辱に対する怒りに燃えていた。

　復ふく讐しゆうの念に凝り固まっていた。

　エゥラニア船団を率いるノークテトスは、降伏すればその船の水か主こは生け捕りにすると言っていたが、ジュダンドットはそんな悠長な真ま似ねをする気はなかった。

　船はすべて沈め。

　水主もすべて沈め。

　一人も生きて返さない。

　名にし負う海賊団の団長は、そう決めていた。

　彼は当初から海戦での決着を主張していた。

　最初は慎重な姿勢を見せていたエゥラニアの首脳だが、エネビア高地を巡る戦闘で陸上部隊が惨敗を喫し、そのせいでリュゼック街道の通行を脅おびやかされるという状況に追い込まれると、いつまでも港に籠こもっているわけにはいかなくなった。

　敗走してきた出撃部隊の戦意は極限まで低下していて、もう一度、陸上で反撃することは不可能に思える。

　となれば、海上で反撃するしかない。

　レンスール船団を素早く撃破し、洋上交通路を確保しておいてから、戦力を陸上に集中して反撃し、エネビア高地を奪回してリュゼック街道方面の交通権を回復する。

　今やそれがエゥラニアの街に取れる唯一の方策だった。

　同時にこの海戦は、ジュダンドットにとって屈辱を雪すすぐ唯一にして最大の機会だった。

　あの衝撃的な出来事で船団の三隻を失ったあと、レンスールの街は魔女国と手を結んだというから、もしかすると自分たちの船を襲ったのは魔女かもしれないとジュダンドットは考えていた。

（たしかに港での戦いでは後れを取ったが、海の上ならそうはいかない。相手がどこかの国の正規軍だろうが魔女だろうが、海上では俺たちのほうが強い。レンスールの街の阿あ呆ほうどもに目にもの見せてやるぞ）

　痩そう身しんで背の高いジュダンドットは、狂気を宿した目で大型船の舳へ先さきに仁王立ちになって凪ないだ青い海面を見つめていた。

　彼が従えるのは大型船の五隻。

　それが今のジュダンドット海賊団に残された戦力のすべてだった。

　失った船と失った部下。

　その雪辱を果たさない限り、西の内海で一、二という彼の海賊としての高名に傷がついたままだ。

（やってやる。レンスールの船を沈めて沈めて沈めまくってやる）

　この海戦で勝つことは、彼の復ふく讐しゆう心しんを満足させるだけではない。

　相手はエゥラニアに敵対するレンスールと、レンスールに連なる街の有志連合だから、その船団を壊滅させれば、レンスール側は当分、何もできなくなる。

　海賊団が暴れようと、エゥラニアの船が通商を独占しようと、船がない以上、手も足も出ないのだ。

　西の内海はエゥラニアのものとなり、街はさらに発展するだろう。

　そうなればジュダンドットも海賊稼業から足を洗うことができる。

「海戦に勝ったら、敵対勢力を内海から一掃するためにジュダンドットを正式な水軍の将として迎え入れる」

　エゥラニアの首脳はジュダンドットに対して、そう約束していた。

　配下の海賊団を正規の水軍として採用するとも約束していた。

　正規軍ともなれば、これまでのように危ない橋を渡らずとも荒稼ぎができる。

　エゥラニアの街の威勢を背景に商船を臨検し、積み荷や船に税をかけ、その一部を懐に入れることも可能になるのだ。

　海賊稼業のときより、ずっと旨うまみがある。

　簡単に稼げる上、待遇も首脳扱いだ。

　他の街の首脳たちとも対等につきあえるようになる。

　それを思うと、ジュダンドットの自尊心は甚いたく満足するのだった。

　ジュダンドットは海賊船の一番艦に乗り込み、港から出撃していった。

　大型艦の中でもひときわ大きな一番艦は、ジュダンドット自慢の戦闘艦だった。

　帆柱は高く太く、櫂かいを漕こぐ奴隷の数は並の船より遙はるかに多く。

　乗り込んだ戦闘員の数も多い。

　構造は頑丈で、舳へ先さきは鉄板に覆おおわれていて、簡単に敵船の舷げん側そくを破壊する。

　武器も兵ひよう糧ろうも水も、これまでよりずっと多くを積める。

　ただし、今回は短期決戦なので船内の倉庫はほとんど空だったが。

（この一番艦がありゃあ、俺たちが負ける要素なんかねえ）

　ジュダンドットは自信を漲みなぎらせ、巨大船の甲板に立って港外に広がる波静かな蒼あおい海を睨にらみつけていた。

（早く来い、レンスールの屑くずども。海賊の本当の怖さを教えてやる）

　ジュダンドットは海戦が始まるのを心待ちにしていたが、彼の知らないところで開戦の火蓋は静かに切られていたのだった。
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　足で水を蹴り、体からだをくねらせ、ハンネゥイは海中を突進していた。

　両手で銛もりを抱えているからほとんど手を使えないのに、一蹴り毎ごとに彼女の体はぐいぐいと進んでいく。

　ハンネゥイが泳いでいるのは水深一ヤルドほどのところだから、太陽光は充分に届いている。

　透明度の高い海水と相まって、見通しはかなりいい。

　おまけにハンネゥイは水の中でもよく見える目を持っている。

　その彼女の目が三十ヤルドほど向こうに浮いている小型船の船底を見つけた。

　彼女は静かに上昇して頭だけを海面に出した。

（間違いない。あれは敵の小型快速艇）

　ハンネゥイは出した頭をすぐに沈めた。

　あの大きさの船なら沈める自信がハンネゥイにはあったが、しかし、本当にできるかどうかはやってみないとわからない。

　海を泳ぐのも初めてなら、銛を持って泳ぐのも初めてだ。

　果たしてどのくらいの速度が出せるのか。

　その速度で銛もりを突き立てて船底に、あるいは舷げん側そくに穴が開くのか。

（とにかく一度、試してみるしかない！）

　ハンネゥイは右手に持った二本の銛の一本を左手に移し、もう一本を口に咥くわえた。

　自由になった右手も使って泳ぐと、さらに速度が上がる。

（この速度で泳いでいって体当たりすれば船はひっくり返るだろうけど、ひっくり返しただけじゃ駄目だ。二度と船が使えないように穴を開けてしまわないと）

　そう思ったハンネゥイは頭を下げ、体からだを斜め下方に向ける。

　すぐに水深は五ヤルドを超えた。

　黒い森の川や湖でしか泳いだことのないハンネゥイには、自分がどのくらいまで潜れるのかわかっていなかったが、この程度の水深なら湖で経験済みだ。

　ハンネゥイはさらに強く足を蹴り、深く潜り込んでいく。

　少しだけ体にかかる水圧が増えたのを感じるが、泳ぐのには差し支えない。

（大丈夫、まだまだ行ける）

　とはいえ、あまり深く潜っても意味はない。

　彼女は体を水平にして顔を上げた。

（よし、ここだ！）

　小型快速艇の少し手前まで達したハンネゥイは、急角度で上昇を開始する。

　両足で水を蹴り、腰をくねらせ、右手で水を掻かく。

　銛を口に咥えたまま凄すさまじい速度で泳ぐ彼女の姿を漁師が見たら、梶かじ木き鮪まぐろか何かと錯覚したかもしれない。

　青緑色の視界の中、みるみる船底が迫せまってくる。

　ハンネゥイは口に咥えた銛を右手で抜き取った。

　銛の先端を船底に向け、最大の力を足に込めて水を蹴る。

（行けぇぇ！）

　ハンネゥイが船底めがけて銛を突き出すと。

　ずごぉん！

　鈍い音が響いて銛は船底を突き破った。

　船上で悲鳴や怒号が上がるのが聞こえてくる。

　泳ぎ寄った勢いのまま、ハンネゥイは右肩で船底に体当たりした。

　小型快速艇は見事にひっくり返り、乗組員の七人が海に投げ出されたのが確認できた。

　ハンネゥイは体を反転させると、すぐに海中深くへと潜っていく。

　船底に穴が開いて船が使えなくなった以上、彼らはもう海戦に参加できないのだから、海に落ちた乗組員を殺す必要はなかった。

（よし、行ける！）

　小型快速艇を一隻、見事に沈めたことで、ハンネゥイは手応えを感じていた。

（とりあえず、その辺にいる他の小型快速艇も沈めてやる）

　ハンネゥイは左手に三本の銛もりを持ったまま、次なる獲物を求めて再び高速で泳ぎ始めるのだった。
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　一方、その頃ナーガは──。




　港から出てくる敵船団を迎え撃つべく行動を開始したレンスール船団に呼応するように、陸上部隊の主力を率い、エゥラニアの街に向かって進軍していた。

　エネビア高地を巡る戦いで出撃してきた一千を蹴散らした影響は大きい。

　討ち死にした者はそれほど多くはなかったが、惨敗を喫した兵たちは心理的に立ち直れないほどの衝撃を受けていた。

　その逃げ帰った兵たちが口々に魔女の恐ろしさをまくし立てたから堪たまらない。

　話を聞いた留守部隊の兵までが震え上がる始末で、街から出て迎撃するなど、とうてい不可能な状況だった。

　海戦で味方の船団が勝利するまで籠ろう城じようし、ひたすら防衛戦に徹する。

　それが街の首脳の下した結論だ。

　けれど、その結論はナーガにとって想定の範囲内。

　敵が籠城したときのための戦いをナーガは準備してきたのだ。

　ナーガ率いる攻撃部隊は、騎馬に引かせた攻撃車四台──一台は予備である──と共にエゥラニアの街に迫せまりつつあった。
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「やはり敵は閉じ籠こもったままだな」

　街の城じよう壁へき西側を遠えん望ぼうする小高い丘の上に立つナーガがそう問うと、彼の傍かたわらで上空を仰あおぎ見ていたセレナが顔を戻した。

「はい。防御戦の用意はしていますけど、出撃の用意はしていません」

「城壁の上に岩や丸太は乗っていないんだな？」

「見当たりません。矢玉はたくさん用意してありますけど」

「なら、予定どおり行くか」

　ナーガはセレナを引き連れて丘を駆け下った。

　丘の下には三台の攻撃車が並べられていた。

「ハリガン、アイス、ノノエル！」

　攻撃車の後部に近づいたナーガが呼ぶと、三人はすぐに攻撃車の後部から顔を出した。

　前後に長い箱形の攻撃車は、前と左右は分厚い板で囲われている──前方の戸板は開閉可能だった──が、弓矢攻撃の心配のない後部は素通しだ。

「どうした、ナーガ？」

　とハリガンが訊きくと。

「攻撃を開始する」

「いよいよか。高地での戦いではあまり活躍できなかったからな、ここでは思う存分腕を揮ふるってやる。まぁ吾われの場合、揮うのは腕ではなくこれだがな」

　そう言って笑うと、ハリガンは魔力を流した自分の髪の毛を持ち上げてみせると、そうですね、と言ってアイスがにこやかに笑った。

「高地で大して活躍の機会がなかった姉あね様さまとノノは、せいぜい頑張ってくださいね。高地でも活躍したわたしは、もう一度、ここでも活躍してしまいますけど」

　ハリガンが眉まゆを撥はね上げてツッコんだ。

「うるさいわ！」

「言うなぁ、アイス」

　ケイが感心した顔で頷うなずいた。

「優しい顔と裏腹の腹黒女だよなぁ。ノノもそう思うだろ？」

　ノノエルは、がくぶると震えながら首を横に振る。

「そ、そんなことは思っていない、です、よ？」

「なんだよ。いつもあたしがアイスの悪口言うと、真っ先に同意するくせに」

　ケイの両肩に、ぽん、とアイスの手が置かれた。

「あらあらまぁまぁ、ケイちゃんてば、いつもわたしのことをどんなふうに言っているのかしら？」

　アイスが両手に軽く力を込めると。

　めきょ。

　ケイの肩の骨が軋きしむ音が聞こえた。

「いいぃ言ってません！　何も言ってませんんんん痛いたぁぁぁっ」

「本当に？」

　ぎしぎしぎしと骨が軋み、アイスの指がケイの皮膚に食い込んでいく。

「痛いた痛いた痛いたぁっっ、ほんとに言ってませんん許してぇ肩の骨が砕けりゅぅうっ」

　見るに見かねてナーガが割って入った。

「おいアイス、もうその辺で許してやれよ。ケイの肩が砕けちまったら今後の戦いに差し障りが出るじゃないか」

「ケイちゃん、ナーガさんに救われたわね」

　そう言ってアイスは力を緩め、ケイの両肩を手放した。

「はぁあぁぁ、本気で砕けるかと思ったぁぁ」

　ケイは思い切り安あん堵どの息を吐はいて自分で自分の肩を撫なでさすった。

（アイスの奴やつ、ずっとにこやかな笑顔のままだというのが恐ろしいな）

　とナーガも思ったが、そんなことはおくびにも出せない。

「さ、始めるぞ。三人とも位置についてくれ。他のみんなもな」

「おお！」

　威勢のいい声を上げ、魔女たちが攻撃車の中に入っていった。

　続けてナーガは攻撃車を押す兵たちにも声をかける。

「敵は矢を撃ってくる。だが、心配することはない。その車は弓矢攻撃に耐えられるように作ってある。進退のほう、しっかり頼むぞ」

　攻撃車に乗り込む部隊長の三人がナーガに向けて手を挙げた。

「お任せください！」

「上う手まくやってご覧に入れます！」

「よし、進発準備にかかれ！」

　魔女に続いて兵たちが攻撃車の車内に消えていった。

　後方では待機組の魔女や兵たちが固唾かたずを呑のんで見守っている。

　ナーガは前方に見えるエゥラニアの街の城じよう壁へきを睨にらみつけた。

「さぁて、では、ぶっ壊すとするか。城壁をぶっ壊して、街を丸まる裸はだかにするとするか」

　一歩、二歩と進み出たナーガが大だい音おん声せいで命令を下す。

「押し出せぇぇ！」

　ナーガの号令一下、三台の攻撃車が城壁を目がけて進み始めた。



















　イングヴェイ島から海峡を渡り、大陸西岸に僅わずかに残された支配領域へ上陸した新教会の軍勢は、当初、騎き虎この勢いきおいで進軍した。

　かつて勢力圏だった北ほつ海かい沿岸諸都市の支配権を瞬またたく間まに回復した新教会軍は、その後、内陸へと向かった。

　虚を衝つかれた形のフランネル地方諸都市は、ろくな抵抗もできないまま陥おとされるか、あるいは降伏開城するかのどちらかだった。

　フランネル地方の要よう衝しようブラッセルを陥とした新教会軍は、兵を休めることもせず、ヌイゼ河か畔はんにある大都市パリューヌに迫せまった。

　ここを陥とされれば、フランセ地方の北半分が新教会の支配地となってしまう。

　対応が後手後手に回っていた旧教会側も、ここが踏ん張りどころとばかりに大軍を送り込んできた。

　会戦はパリューヌ郊外の丘陵地帯で行われた。

　新教会軍四万、旧教会軍六万、合わせて十万の大軍が激突し、戦せん野やを朱あけに染めた。

　激戦は二日に亘わたって続いたが、結果は痛み分けだった。

　双方とも甚じん大だいな人的被害を出し、兵を引かざるを得なくなった。

　新教会側の進軍の足は止まり。

　旧教会側は反撃の力を削そがれ。

　両軍はパリューヌ近郊で睨にらみ合いの状況に陥おちいった。

　しばらく睨み合いが続いたが、やがて新教会側が軍勢を撤収した。

　態勢を立て直した旧教会側の別働隊が、新教会軍が奪還したフランネル地方を衝つく動きを見せたからだ。

　パリューヌを陥とすより、フランネル地方の支配を確固たるものにするほうが先決だと首脳は判断したのである。

　新教会側は失地の回復を果たしたが、それ以上の戦果を上げられず。

　旧教会側は敵の攻勢を食い止めたが、それ以上の攻勢には出られずに。

　戦線は膠こう着ちやく状態に陥った。

「戦いは長期戦になる」

　そう判断した双方の首脳は、膠着状態を打破するための手を打ち始める。

　新教会側は奪還したフランネル地方で大々的に募兵を行い、新たな軍団を編成し、再攻勢の準備を進め。

　旧教会側は大陸東とう奥おう域の諸国に檄げきを飛ばして援軍を募り。

　両軍は着々と軍を増強して次の決戦に備えつつあった。

　しかし。

　双方の首脳には見えていなかった。

　滅ほろびゆく運命にあったはずの魔女が勢力を盛り返し、それどころか、今や大陸本土にも進出しようとしていることが。

　双方の首脳は何も知らなかった。

　魔女を率いる異界の男が、旧秩序を破壊し新秩序を創生しようと大陸の片隅でその能力を十全に発揮しつつあることを。





あとがき







　　ドラマＣＤ、出ますよ──！

　ということで、来月（八月）に「ナーガ」のドラマＣＤが発売になります。主役のナーガは、なんと、あの、島しま﨑ざき信のぶ長ながさん！　信長さん！　マジか!?　マジでした。

　最初、声優さんの希望とかイメージとかを訊きかれたとき、「ナーガはあの人しかいないだろ。名前的に！」と思ったんですが、「さすがに売れっ子さんだから無理だろうな～」とも思ったわけです。ところが「決定したよ～」というリストをもらってビックリ仰天。本当に島﨑信長さんになってるじゃないですか。思わずリストを拝んでしまいましたよ。魔女たちを演じてくれる声優さんも実績のある達者な方たちばかりですので、聞き応えのあるモノになっていると思います。どんな声優さんが出演されてるかはＭＦ文庫Ｊさんのウェブサイトに載っていると思うので、見に行ってみてください。

　そうそう、シナリオ、わたしが書きました。面白いモノになってます。そのはずです。きっと。たぶん。なっているといいなぁ。

　両方買ってくれた人には、何か特典とか付いてくるらしいので、ぜひよろしくお願いします。




　それはさておき。

　先日サッカーライターの後ご藤とう勝まさるさんの取材を受けまして、Ｊリーグに対する熱い思いを語ってきました（笑）。その取材を基に後藤さんがコラムを書いてくれるそうです。興味がある方は、ぜひ。アドレスはこちら。http://j-ron.jp/　たぶん、この本が出る頃には載っているのではないかと。そして後藤さんのウェブマガジンはこちら。主にＦＣ東京の応援記事です。http://www.targma.jp/wasshoi/

　それはさておき２。

　ドラマＣＤの声録りに立ち会うため、六月末～七月頭、ほぼ一週間の日程で上京したのですが、東京、本当に蒸し暑くて参りました。つい札さつ幌ぽろと比較して、「よくこんなところに三十年以上も住んでいたよなぁ」などと思ったり。外は思いっきり蒸し暑く。ホテルに戻れば部屋の空調が上手く調節できずに暑かったり寒かったり。帰る頃には軽く夏風か邪ぜを引いていました。戻ってからもしばらく鼻水が止まらなくて困った。もう札幌人になったわたしにとって、東京は夏に行く場所ではなくなったようです（笑）。冬ならまだ行けるかもしれない。

　それはさておき３。

　声録りの立ち会い、楽しかったです。声優さんの演技は、端はたで聞いているだけで面白く、そして感心すること頻しきり。本当に皆さんお上手です。隣接する他業界の現場を覗のぞくのって、それだけで楽しいですよね。そういう意味ではアニメの「ＳＨＩしＲＯろＢＡばＫＯこ」がとても面白かったです。「ＳＨＩＲＯＢＡＫＯ」は久しぶりにＤＶＤ……というか、ブルーレイ買っちゃいましたよ。そうそう、今やってる「それが声優」も面白い。




　ということで、そろそろ恒例の「今後の予定」に行きますか。

　十月末には、たぶんファミ通文庫さんの新作が出るでしょう。タイトルはまだ仮なので、ここには書けません。内容……というか、ジャンルは「戦記モノ」で、イラストはなんと……あ、それもまだ書けませんね。続報をお待ちください。

　その次は「ナーガ」の九巻か「ロムニア」の七巻のどちらか、かな。その他にも考えているネタはあるのですが、さて、どうなりますか。

　では、次はファミ通文庫さんの新作でお目にかかりましょう。

　ブログとツイッターも細々と営業中。





二〇一五年七月吉日　　舞まい阪さか洸こう











　著者

　舞阪洸（まいさか・こう）

　　６月末～７月頭にかけて上京しました。

　　東京は蒸し暑くて死にそうになったわ。

　　もう東京には住めない体になったなぁ。




　　浜松出身→上京→大学卒業→弱小出版社勤務

　　→ゲーム業界に転進→たまたまデビュー

　　→その後、独立→今年で23年め。札幌在住。







　　好き＝サッカーの試合を見る

　　　　　美味しいモノを食べる。

　　　　　カラオケで歌う。

　　嫌い＝納豆（嫌いというより憎んでる）。

　　　　　待つこと、並ぶこと（立って）。

　　　　　猛暑（そのため関東脱出した）。







　イラスト

　よう太（ようた）

　　今回ドラマＣＤでボイスがついたので

　　いつも以上に迫真のイラストに仕上がったな～と自負してるお絵かき屋さん。

　　あと今月同じく富士見ファンタジア文庫から刊行されている「いづれ神話の放課後戦争」という新シリーズでも挿絵を描いているのでこちらもぜひチェックしてにゃ！

















　　カバー・口絵・本文イラスト／よう太

　　装丁／團夢見
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